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本
稿
で
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
図
書
室
所
蔵
の
「
幕
末
明
治
巷

談
絵
噺
」
全
二
冊
（
以
後
、「
絵
噺
」
と
略
す
）
を
翻
刻
・
写
真
と
と
も
に
紹

介
す
る
。「
絵
噺
」
は
、
一
九
六
六
年
五
月
三
一
日
付
で
同
図
書
室
が
受
け

入
れ
た
資
料
で
、
当
時
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
で
あ
っ
た
坂
田

吉
雄
氏
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
史
料
の
形
式
・
性
格
と
内
容
を

記
し
、「
絵
噺
」
か
ら
見
え
て
く
る
幕
末
・
維
新
期
を
記
し
た
い
。

　

な
お
、
解
説
中
の
001
な
ど
の
番
号
は
、「
絵
噺
」
の
項
目
ご
と
に
付
し
た

翻
刻
お
よ
び
写
真
の
番
号
に
対
応
し
て
い
る（

1
）。
翻
刻
作
業
は
、
主
に
桑

原
が
000
〜
032
、
齊
藤
が
033
〜
064
、
西
脇
065
〜
096
、
林
が
097
〜
127
を
担
当
し
、

最
後
に
齊
藤
と
桑
原
で
全
体
を
と
り
ま
と
め
た
。
ま
た
解
説
は
、
共
同
の
調

査
・
討
論
を
経
て
、
齊
藤
が
文
責
者
と
し
て
執
筆
し
た
。

１　
「
絵
噺
」
か
ら
何
が
見
え
る
の
か

（
１
）
形
式
と
「
姉
妹
資
料
」
の
存
在

　
「
絵
噺
」
は
、
一
冊
目
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）、
二
冊
目
は
明
治
二
年
を
対
象
の
中
心
と
し
、
中
央
政
治
の
動
向
と

人
々
の
生
活
に
関
し
た
出
来
事
を
、
風
刺
を
交
え
て
絵
・
文
（
・
歌
）
で
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
阪
の
地
名
や
内
容
が
多
く
、
大
阪
を
主
体
に
京
都
・

神
戸
地
域
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る（

2
）。

「
幕
末
明
治
巷
談
絵
噺
」
―
幕
末
・
維
新
期
京
阪
地
域
の
一
「
風
景
」
―
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こ
の
「
絵
噺
」
の
性
格
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
先
に
類
似
資
料
「
幕
末

維
新
絵
物
語
」
全
六
冊
（
以
後
、「
絵
物
語
」
と
略
す
）
を
紹
介
し
て
お
き
た

い（
3
）。「
絵
物
語
」
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
で
、
文
政
末
か
ら

明
治
元
年
に
つ
い
て
の
記
述
と
「
幕
末
人
物
伝
」
か
ら
な
る
。「
絵
噺
」
と

「
絵
物
語
」
は
、
写
真
053
と
図
１
か
ら
わ
か
る
通
り
、
絵
と
文
の
構
造
が
酷

似
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
、
赤
や
青
の
色
彩
、
馬
の
胴
や
刀
の
柄
が
長
い

と
い
っ
た
絵
の
特
徴
も
同
様
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
絵
噺
」
に
は
、
冒
頭
に
文
化
年
間
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

の
状
況
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
絵
物
語
」
に
は
序
文
は
な
く
、

代
わ
り
に
三
冊
目
の
途
中
に
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
慶
応
年
間
に
つ

い
て
の
ま
と
め
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
絵
噺
」
の
内
容
と
合
致
す
る
。

そ
の
他
、「
絵
噺
」
018
の
末
尾
の
歌
と
「
絵
物
語
」
図
２
に
同
様
の
歌
が
記

さ
れ
る
な
ど
共
通
点
が
多
い
。
対
象
の
年
代
も
、「
絵
噺
」
と
「
絵
物
語
」

を
合
わ
せ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
文
化
年
間
か
ら
明
治
二
年
ま
で
の
つ
な
が
っ
た

物
語
と
な
る
。

　

両
資
料
と
も
に
書
誌
情
報
が
な
く
作
成
者
は
不
明
で
あ
る
が
、「
琵
庵
図

書
」
の
印
（
001
・
図
3
）
が
押
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
時
期
は
所
蔵
者
が
同
一

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
4
）。「
絵
噺
」
に
は
明
ら
か
な
乱
丁
が
あ
り

（
020
・
058
等
参
照
）（

5
）、「
絵
噺
」
と
「
絵
物
語
」
は
も
と
も
と
一
連
の
資
料
が

組
み
替
え
ら
れ
、
分
離
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
相
互
に
項
目
の

重
複
が
見
ら
れ
る
た
め
別
の
資
料
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
文
化
年
間
か
ら
明
治
二
年
ま
で
の
流
れ
を
念
頭
に
記
し
た
、
一
連

の
「
姉
妹
資
料
」
と
い
え
る
。
な
お
、
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
逐
次
的
に

作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
「
絵
物
語
」
の
「
幕
末
人
物

伝
」
に
記
述
が
み
ら
れ
る
明
治
三
年
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
風
説
・
情
報
と
「
絵
噺
」

　
「
絵
噺
」
は
、
瓦
版
や
風
刺
画
、
風
説
を
書
き
留
め
た
一
点
物
の
史
料
群

と
は
異
な
り
、
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
全
体
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
明
ら
か
な
虚
説
が
交
る
真
偽
混

合
の
物
語
で
あ
り
、
忠
臣
蔵
や
太
平
記
、
太
閤
記
に
見
立
て
た
維
新
物
語
と

も
異
な
る
。
史
実
を
伝
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
作
成
者
の
幕
末
・
維
新
観
を

示
す
と
こ
ろ
に
焦
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
他
資
料
で
各
項
目
の
元
と
な
る
風
説
を
確
認
で
き
る
場
合
も

多
く
、
物
語
性
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
風
説
の
一
形
式
と
も
と
れ
る
。
幕
末

の
風
説
・
情
報
に
つ
い
て
は
、
近
年
研
究
が
進
め
ら
れ
、
幕
府
に
よ
る
情
報

制
限
が
あ
る
中
で
も
、
地
域
の
豪
農
・
豪
商
が
政
治
や
人
々
の
生
活
に
強
い

関
心
を
抱
き
、
知
識
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
て
、
膨
大
な
情
報
収

集
を
実
現
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

6
）。
情
報
の
共
有

範
囲
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が（

7
）、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
あ
り
方
は
、

近
代
社
会
を
支
え
る
媒
体
の
一
つ
と
し
て
、
新
聞
の
定
着
に
つ
な
が
る
も
の

と
も
み
な
さ
れ
て
い
る（

8
）。

　

風
説
や
情
報
に
つ
い
て
の
研
究
に
加
え
、
蔵
書
や
読
書
会
と
い
っ
た
書
物

に
焦
点
を
当
て
た
研
究
か
ら
も
、
書
物
共
有
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
輪
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読
と
い
っ
た
読
書
の
形
態
な
ど
、
近
世
に
築
か
れ
た
地
盤
が
、
明
治
維
新
ひ

い
て
は
近
代
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て

い
る（

9
）。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
い
ず
れ
も
作
成
者
や
所
蔵
者
の
具
体
的

な
人
脈
や
立
場
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、「
絵
噺
」（
・「
絵
物
語
」）
は
、
書
き
手
の
み
な
ら
ず
、
蔵
書
印
か
ら

も
所
蔵
者
を
定
か
に
で
き
ず
、
読
者
層
も
絞
れ
な
い
た
め（

10
）、
検
討
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
情
報
の
共
有
が
社
会
の
底
辺
に
根
付
い
て
い
た
こ

と
を
前
提
と
す
れ
ば
、「
絵
噺
」
は
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
京
阪
神
地
域
に

お
い
て
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
胎
動
の
一
側
面
を
、
一
定
の
共
感
を
得
ら
れ

る
形
で
提
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
絵
噺
」
の
寄
贈
者
坂
田
吉
雄
氏
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
に
赴
任
す
る
前
、
大
阪
府
立
図
書
館
の
司
書
で
あ
っ
た（

11
）。
た
だ

し
「
絵
物
語
」
は
二
〇
〇
二
年
に
中
之
島
図
書
館
が
購
入
し
た
資
料
で
、
坂

田
氏
が
「
絵
噺
」
を
入
手
・
寄
贈
し
た
経
緯
と
の
関
係
は
残
念
な
が
ら
読
み

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

坂
田
氏
は
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
を
研
究
の
対
象
と
し
、
と
り
わ
け
第
二

次
世
界
大
戦
後
は
、『
明
治
維
新
史
』
や
『
天
皇
親
政
』
な
ど
明
治
維
新
を

研
究
の
主
眼
と
し
た
。
同
じ
く
一
九
五
〇
年
代
の
明
治
維
新
史
研
究
で
は
、

遠
山
茂
樹
氏
や
井
上
清
氏
が
、
明
治
維
新
を
経
て
成
立
し
た
国
家
権
力
を
専

制
的
天
皇
制
「
絶
対
主
義
」
と
し
、
そ
の
変
革
「
主
体
」
を
「
豪
農
・
豪
商

層
」
や
「
村
落
支
配
者
層
」
と
結
び
つ
い
た
下
級
武
士
層
で
あ
る
と
の
論
理

で
注
目
を
集
め
た（

12
）。
そ
れ
に
対
し
、
坂
田
氏
は
、
一
連
の
研
究
で
、
明

治
政
府
は
絶
対
主
義
政
権
で
は
な
い
と
し
、
変
革
主
体
と
し
て
の
下
級
層
に

も
否
定
的
で
、
王
政
復
古
と
明
治
維
新
遂
行
の
主
導
的
勢
力
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
と
す
る（

13
）。
し
か
し
、
遠
山
氏
ら
に
代
わ
る
明
快
な
論
理
を
打

ち
出
し
た
と
は
言
い
難
く
、
維
新
史
研
究
に
お
い
て
影
が
薄
い
。

図 1　「幕末維新絵物語」4 冊目

図 2　「幕末維新絵物語」5 冊目

図 3　「幕末維新絵物語」1 冊目
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坂
田
氏
は
「
絵
噺
」
寄
贈
前
後
の
時
期
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
を
対
象
と

し
た
研
究
や
日
本
・
中
国
近
代
化
の
比
較
研
究
の
共
同
研
究
会
を
主
宰
し
、

メ
ン
バ
ー
に
は
石
附
実
氏
、
海
原
徹
氏
な
ど
、
教
育
関
係
の
研
究
者
も
多
く

加
わ
っ
て
い
る
。「
近
代
化
」
の
大
枠
の
政
治
構
造
と
と
も
に
、
坂
田
氏
が

戦
前
に
行
っ
て
い
た
近
世
後
期
の
町
人
を
対
象
と
し
た
研
究
以
来
の
、
そ
こ

に
生
き
る
人
々
の
意
識
に
注
目
を
払
い
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
視

線
は
、
大
阪
へ
の
関
心
と
相
ま
っ
て
「
絵
噺
」
を
通
し
て
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
も
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
幕
末
に
中
央
政
治
の
中
心
地
と
な
っ
た
京
都

と
ほ
ど
近
い
大
阪
か
ら
、「
絵
噺
」
を
通
し
て
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
以
下
に
、
そ
の
内
容
を
追
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２　

 

内
容
―
列
強
と
対
峙
す
る
「
日
本
」
意
識
と
人
々
の
生
活
へ

の
眼
差
し
―

（
１
）
政
治
情
勢
を
通
し
て

①　

長
州
び
い
き

―
「
勅
」
を
奉
じ
た
「
公
」
の
存
在

―

　

政
治
情
勢
に
関
し
て
、「
絵
噺
」
の
傾
向
の
一
つ
は
、
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）
頃
ま
で
の
強
烈
な
長
州
び
い
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）、
禁
門
の
変
で
長
州
藩
は
朝
敵
と
な
る
が
、
そ
の
経
緯
を
「
絵

噺
」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
皇
后
（
九
条
夙あ

さ

子こ

：
筆
者
記
）
は
自
身
の
娘
を
次

期
天
皇
と
す
る
た
め
、
皇
太
子
（
後
の
明
治
天
皇
、
母
は
中
山
忠た

だ

能や
す

の
娘
慶よ

し

子こ

：

筆
者
記
）
を
呪
詛
し
た
。
孝
明
天
皇
は
そ
れ
を
快
く
思
わ
ず
、
中
山
を
通
し

て
長
州
藩
に
皇
太
子
の
庇
護
を
求
め
、
一
方
、
皇
后
は
会
津
藩
な
ど
諸
藩
に

皇
太
子
の
生
け
捕
り
を
命
じ
た
。
長
州
藩
は
こ
れ
を
察
し
、
皇
太
子
を
長
州

へ
連
れ
帰
っ
た
。
こ
れ
が
以
後
の
「
乱
」
の
始
ま
り
で
あ
る
（
003
・
004
等
）。

　

さ
ら
に
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
、
公
家
の
花
山
院
（
摂
家
に
次
ぐ

家
格
の
清
華
家
：
筆
者
記
）
が
勅
使
と
な
っ
て
長
州
へ
赴
き
、
孝
明
天
皇
の
意

向
と
し
て
、
皇
太
子
を
長
州
藩
が
守
護
し
て
京
都
へ
上
る
よ
う
奮
発
を
促
し
、

長
州
で
自
害
し
た
と
続
く
。
そ
の
結
果
が
、
第
二
次
長
州
征
討
に
お
い
て
長

州
藩
が
幕
府
軍
を
撤
退
さ
せ
、
王
政
復
古
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
と
す
る
の
で

あ
る
（
054
・
057
）。
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
虚
説
で
あ
り
、
史
実
を
超
え
た
長
州

び
い
き
が
読
み
取
れ
る
。

　

こ
の
長
州
び
い
き
の
論
理
を
支
え
て
い
る
の
は
、「
勅
」
と
外
国
の
存
在

で
あ
る
。
文
久
二
年
に
「
異
国
せ
い
ば
つ
」
の
勅
命
を
奉
じ
た
の
が
長
州
藩

で
あ
り
（
002
）、
そ
れ
に
対
し
て
、
一
橋
（
徳
川
）
慶
喜
や
会
津
藩
は
外
国
と

結
び
つ
き
、
そ
の
貿
易
で
利
益
を
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
（
056
等
）、
戊

辰
戦
争
に
至
る
ま
で
の
対
立
軸
と
し
て
描
か
れ
る
。

　
「
絵
噺
」
の
根
底
に
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
欧
米
列
強
の
進
出
に
よ
っ
て

中
国
が
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、
同
様
に
日
本
が
列
強
に
と
ら

れ
る
こ
と
へ
の
強
い
危
惧
と
警
戒
が
あ
る
（
101
・
104
等
）。
社
会
に
お
け
る
海

外
情
勢
の
共
通
認
識
と
、
列
強
の
脅
威
を
防
ぐ
た
め
、
幕
府
に
か
わ
る
、
天

皇
を
擁
し
た
「
公
」
に
認
め
ら
れ
た
勢
力
へ
の
期
待
が
、
長
州
び
い
き
を
生

み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
京
都
・
大
阪
の
情
報
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
公
家
の
動

向
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
中
山
家
が
頻
出
す
る
。
中

山
忠
能
が
明
治
天
皇
の
外
祖
父
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
顧
み
て
、
光
格
天
皇
時

代
の
い
わ
ゆ
る
「
尊
号
一
件
」
か
ら
の
流
れ
、
長
州
藩
と
つ
な
が
り
の
強

か
っ
た
忠
能
子
息
の
中
山
忠
光
の
動
向
も
加
わ
っ
て
（
066
）、
幕
府
に
対
峙

す
る
「
勅
」
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

14
）。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
京

都
・
大
阪
か
ら
中
国
地
方
に
か
け
て
、
民
衆
の
間
で
は
、
禁
門
の
変
後
も
長

州
藩
を
支
持
す
る
行
動
が
起
こ
っ
た
。
通
商
条
約
以
後
、
急
激
な
物
価
高
騰

な
ど
生
活
を
破
壊
さ
れ
て
い
た
人
々
が
、
外
国
に
対
抗
す
る
方
針
を
掲
げ
た

長
州
藩
を
ひ
い
き
し
た
と
さ
れ
る（

15
）。「
絵
噺
」
に
も
描
か
れ
た
「
長
州
お

は
ぎ
」
が
そ
の
典
型
で
あ
り
（
018
）、「
絵
噺
」
の
長
州
び
い
き
は
、
当
時
の

京
阪
地
域
の
傾
向
を
誇
張
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

　
「
絵
噺
」
は
、
こ
の
よ
う
な
世
間
の
長
州
支
持
を
、
長
州
藩
自
体
の
能
動

的
な
働
き
か
け
の
成
果
で
あ
る
と
も
み
な
す
。
例
え
ば
、
慶
応
四
年
（
一
八

六
八
）
閏
四
月
、
甲
州
・
信
州
で
新
政
府
と
幕
府
側
の
戦
が
起
こ
っ
て
い
る

中
、
長
州
藩
は
大
阪
の
人
に
戦
の
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
英
気
を
持
た
せ
る
た

め
に
砂
持
ち
を
始
め
た
と
し
て
、「
軍
略
」
に
抜
け
目
が
な
い
と
評
す
る
（
039
）。

長
州
藩
側
の
働
き
か
け
で
砂
持
ち
が
始
ま
っ
た
の
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

同
時
期
、
長
州
藩
世
子
毛
利
元
徳
が
京
都
へ
上
っ
た
際
、
次
第
に
「
人
気
」

は
落
ち
着
き
、
米
価
も
下
値
に
な
っ
て
土
地
の
人
た
ち
の
気
請
け
が
良
い
と

の
情
報
は
、
長
州
藩
内
に
残
さ
れ
た
他
の
史
料
で
も
確
認
で
き
る（

16
）。

　

長
州
藩
が
自
藩
へ
の
支
持
の
創
出
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
は
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）、
長
州
藩
の
主
導
者
と
な
っ
た
木
戸
孝
允
が
、
将
軍
が
京
都
へ

上
る
の
を
前
に
下
関
で
米
を
買
い
上
げ
、
京
阪
地
域
の
米
価
高
騰
後
に
放
出

し
て
人
気
を
得
る
こ
と
を
企
図
し
た（

17
）こ
と
や
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
防

長
臣
民
合
議
書
」
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
膨
大
な

風
説
史
料
は
、
三
都
や
長
崎
な
ど
情
報
の
集
積
地
を
中
心
に
、
人
々
の
長
州

藩
へ
の
賛
否
両
論
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
情
報
を
自
藩
の
勢
力
に
生
か
し

て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
絵
噺
」
の
長
州
藩
支
持
は
あ
ま
り
に
も
短
絡
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
長
州
藩
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
見
抜

い
て
い
た
点
は
、
天
皇
の
争
奪
が
幕
末
の
要
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
描
い
た

こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
単
に
時
流
に
乗
っ
た
だ
け
の
物
語
で
は
な
い
こ
と
を
感

じ
さ
せ
よ
う
か
。

②
諸
藩
・
諸
勢
力
へ
の
視
線

　

長
州
藩
以
外
の
描
か
れ
方
を
下
記
に
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
長
州
藩
の
対
立
勢
力
と
し
て
最
も
多
く
登
場
す
る
一
橋
（
徳
川
）

慶
喜
と
会
津
藩
に
つ
い
て
、「
絵
噺
」
は
、
一
貫
し
て
会
津
藩
が
慶
喜
を
操

縦
し
て
い
た
と
描
く
（
044
・
069
等
）。
慶
喜
が
、
京
都
で
朝
廷
や
有
力
諸
侯
相

手
に
政
治
的
手
腕
を
振
る
っ
た
姿
は
描
か
れ
ず
、
逆
に
会
津
藩
の
剝
き
出
し

の
権
力
欲
を
記
す
。

　

こ
れ
は
長
州
藩
と
会
津
藩
の
対
立
を
鮮
明
に
す
る
た
め
の
脚
色
も
あ
る
だ
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ろ
う
。
た
だ
、
慶
喜
や
会
津
藩
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以
降
、
主
に

京
都
、
時
に
は
大
阪
で
中
央
政
治
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
間

近
で
そ
れ
ら
の
動
向
を
見
聞
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
京
都
・
大
阪
地
域
の
人
々

の
目
は
真
相
の
一
端
を
捉
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
こ
そ
会
津

藩
は
、
司
馬
遼
太
郎
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に（

18
）、
非
政
治
的
で
「
勅
」
に

純
粋
で
あ
っ
た
藩
主
松
平
容
保
の
も
と
、
幕
末
の
政
治
の
風
波
に
翻
弄
さ
れ
、

最
後
は
慶
喜
に
裏
切
ら
れ
た
、
悲
運
の
対
象
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
山
川
浩
『
京
都
守
護
職
始
末
』（
一
九
一
一
年
初
版
）
等
以

降
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
の
中
で
、
明
治
維
新
五
〇
年
を
契
機
に
進

ん
だ
幕
府
側
の
復
権
運
動（

19
）の
流
れ
で
強
調
さ
れ
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
。

「
絵
噺
」
は
、
こ
れ
が
当
時
の
認
識
と
は
齟
齬
が
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る

も
の
で
あ
り
興
味
深
い
。

　

も
う
一
つ
は
水
戸
藩
で
あ
る
。「
絵
噺
」
は
、
幕
末
の
動
乱
の
発
端
は
、
水

戸
藩
の
徳
川
斉
昭
が
外
国
と
の
交
易
で
利
益
を
上
げ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
を

日
本
へ
呼
び
寄
せ
、
さ
ら
に
将
軍
交
代
を
目
論
ん
で
一
三
代
将
軍
を
毒
殺
し

た
こ
と
に
あ
る
と
記
す
（
001
）。
斉
昭
は
当
時
、
真
意
は
と
も
か
く
攘
夷
を
掲

げ
て
い
て
、
ペ
リ
ー
来
航
を
水
戸
の
陰
謀
と
す
る
の
は
明
ら
か
に
無
理
が
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
他
の
風
説
に
お
い
て
も
、
後
に
一
橋
慶
喜
が
、
攘
夷
を
掲

げ
た
長
州
藩
や
天
狗
党
を
征
伐
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
斉
昭
が
ペ
リ
ー

来
航
後
に
将
軍
へ
条
約
締
結
を
進
め
た
張
本
人
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り（

20
）、

斉
昭
・
水
戸
藩
と
外
国
の
つ
な
が
り
に
は
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

水
戸
藩
は
、
斉
昭
死
後
の
藩
内
闘
争
に
よ
り
中
央
政
治
か
ら
遠
ざ
か
っ
た

と
は
い
え
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
攘
夷
を
掲
げ
た
長
州
藩
が
、
京
都
・
大
阪

を
中
心
に
人
気
を
博
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
当
初
、
攘
夷
を
掲
げ
て

い
た
は
ず
の
水
戸
藩
が
そ
れ
ほ
ど
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
一
因
を
、「
絵

噺
」
は
暗
喩
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
純
粋
な
長
州
藩
に
対
し
、

謀
略
の
水
戸
と
い
う
構
図
を
描
き
な
が
ら
、
長
州
藩
の
「
軍
略
」
の
妙
を
指

摘
し
て
い
る
点
が
、「
絵
噺
」
ら
し
さ
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
他
、
禁
門
の
変
に
至
る
ま
で
長
州
藩
と
対
立
し
て
い
た
薩
摩
藩
に
つ

い
て
の
記
述
は
、
王
政
復
古
時
に
至
っ
て
も
ど
こ
か
冷
や
や
か
で
あ
る
が
、

尾
張
藩
や
備
前
藩
、
幕
府
方
で
は
姫
路
藩
や
老
中
板
倉
勝
静
、「
誠
の
武
士
」

を
見
せ
た
東
与
力
や
朝
廷
を
思
う
会
津
藩
士
に
い
た
る
ま
で
、
諸
藩
や
幕
府

側
の
動
向
を
拾
っ
て
い
る
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）、
板
倉
が
獄
門
に
あ
っ

た
と
の
記
述
（
071
）
は
真
実
で
は
な
い
も
の
の
、
当
時
、
板
倉
父
子
が
宇
都

宮
の
戦
い
で
死
去
し
た
報
が
流
れ
て
お
り（

21
）、
種
々
の
風
説
を
も
と
に
記

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
諸
方
面
の
動
静
を
示
す
中
で
、
越
前
藩
に
関
し
て
は

ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
ず
、
一
時
期
政
治
総
裁
職
に
ま
で
な
り
、「
四
賢
侯
」

の
一
人
と
さ
れ
る
松
平
慶
永
の
名
は
、「
絵
物
語
」
の
「
幕
末
人
物
伝
」
に

も
見
ら
れ
な
い
。
京
阪
地
域
で
の
越
前
評
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
２
）「
異
国
人
」「
切
支
丹
」
が
生
ん
だ
「
不
思
議
」
話

　

こ
こ
ま
で
に
記
し
た
よ
う
な
列
強
へ
の
警
戒
に
は
、
日
常
の
生
活
に
お
け

る
恐
怖
と
反
感
も
合
わ
さ
っ
た
外
国
観
も
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
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外
国
が
呼
び
起
こ
し
た
政
治
情
勢
の
変
化
の
下
で
の
物
価
高
騰
、
治
安
悪
化

で
あ
り
、「
絵
噺
」
で
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
幕
末
以
来
の
用
金
取
り
立

て
、
人
々
の
困
窮
、
米
屋
へ
の
騒
動
が
繰
り
返
し
記
さ
れ
る
（
052
・
059
等
）。

　

も
う
一
つ
が
、
と
り
わ
け
明
治
以
後
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
介
入
と
、

そ
れ
を
排
斥
し
よ
う
と
し
て
抵
抗
す
る
仏
教
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
宗
教

的
存
在
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
偽
の
病
気
治
癒
者
の
取
り
締
ま
り
や
、

日
本
の
神
仏
が
キ
リ
シ
タ
ン
を
捕
縛
・
退
却
さ
せ
た
こ
と
（
112
・
120
等
）、
時

に
は
人
知
を
超
え
た
自
然
現
象
な
ど
（
024
）「
不
思
議
」
話
が
展
開
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
慶
応
三
年
一
二
月
七
日
（
一
八
六
八
年
一
月
一
日
）
に
大
阪
が
開
市

と
な
り
、
大
阪
の
川
口
に
居
留
地
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
京
阪
地
域
の
人
々
と
外
国
人
と
の
接

触
が
増
え
、
外
国
人
と
の
条
約
や
契
約
問
題
、
時
に
は
暴
力
行
為
な
ど
、
し

ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
た（

22
）。
ま
た
幕
末
期
、
政
治
情
勢
に
左

右
さ
れ
て
生
活
が
混
乱
す
る
中
で
、
天
狗
や
神
、
宗
教
な
ど
の
人
知
を
超
え

た
も
の
を
媒
介
と
し
て
世
直
し
を
求
め
、
最
終
的
に
は
幕
府
に
か
わ
っ
て
新

政
府
を
受
け
入
れ
た
大
阪
町
人
が
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

23
）。

　

そ
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
警
戒
と
仏
教
を
尊
ぶ
「
不
思
議
」
話
の
出

所
と
し
て
、
東
本
願
寺
で
の
法
話
が
あ
げ
ら
れ
る（

24
）。「
絵
噺
」
に
お
い
て

も
東
本
願
寺
の
門
徒
に
手
を
焼
く
諸
侯
の
記
述
が
あ
る
（
075
）。
ま
た
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）
に
開
拓
長
官
と
し
て
函
館
に
い
た
東
久
世
通み

ち

禧と
み

は
、
東

本
願
寺
の
僧
侶
が
函
館
に
到
着
後
、
民
衆
の
信
仰
は
蟻
の
ご
と
く
集
ま
り
、

政
府
の
事
業
で
あ
る
北
海
道
の
新
道
築
造
に
も
協
力
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と

し
て
、「
親
鸞
の
威
光
可
驚
事
に
御
座
候
」（
親
鸞
の
威
光
は
驚
く
べ
き
も
の
だ
）

と
自
嘲
気
味
に
記
し
た（

25
）。
東
本
願
寺
の
影
響
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
が
、

東
本
願
寺
に
限
ら
ず
、
蒙
古
襲
来
を
予
測
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
「
絵

噺
」
に
頻
出
す
る
日
蓮
宗
な
ど
、
様
々
な
宗
教
を
介
す
る
集
会
の
場
が
人
々

の
風
説
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
阪
の
海
老
江
村
の

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
話
（
103
）
が
、
実
際
に
同
地
区
の
南
桂
寺
に
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
に（

26
）、「
絵
噺
」
は
完
全
な
創
作
で
は
な
く
、
地
域
で
共
有
さ
れ
た
情

報
に
典
拠
が
あ
る
と
こ
ろ
が
面
白
さ
の
一
つ
と
も
い
え
る
。

（
３
）
新
政
へ
の
落
胆
―
京
都
、
大
阪
地
域
の
特
性
と
普
遍
性
―

　
「
絵
噺
」
は
、
外
国
と
の
対
峙
を
軸
に
し
た
長
州
藩
び
い
き
と
人
々
の
生

活
・「
不
思
議
」
話
を
包
括
す
る
形
で
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
戊
辰
戦
争

終
了
後
、
新
政
へ
の
失
望
に
帰
着
す
る
。
こ
の
落
差
の
大
き
さ
が
最
大
の
山

場
で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
列
強
が
日
本
を
狙
っ
て
い
る
中
、
戊
辰
戦
争
は
「
同
士
討
」
で

あ
り
、
戦
後
の
敗
者
の
石
高
削
減
が
再
度
の
国
内
対
立
の
元
と
な
り
、「
浅

ま
し
き
」
こ
と
と
記
し
、「
皇
政
治
」
へ
の
批
判
を
正
面
か
ら
繰
り
広
げ
る

（
117
）。
そ
こ
か
ら
は
「
勅
」
を
奉
じ
た
長
州
藩
へ
の
期
待
は
消
え
失
せ
て
い

る
。
そ
し
て
、
米
価
高
騰
に
加
え
、
政
府
に
よ
る
商
人
へ
の
用
金
取
立
て
な

ど
も
相
ま
っ
て
、「
早
ふ
死
に
た
い
」
と
ま
で
記
す
（
095
）。「
絵
噺
」
に
は

国
学
に
積
極
的
に
関
与
す
る
要
素
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
ま
さ
に
「
夜

明
け
前
」
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
同
じ
大
阪
に
お
い
て
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
時
点
で
す
で

に
幕
府
と
長
州
藩
の
「
同
士
打
」
を
批
判
し
て
い
た
町
人
が
い
た
こ
と（

27
）

に
比
べ
る
と
、「
絵
噺
」
に
お
け
る
「
同
士
討
」
論
は
い
か
に
も
遅
い
。

　

た
だ
「
絵
噺
」
の
落
胆
の
裏
に
は
、
大
阪
を
め
ぐ
る
慶
応
四
年
（
一
八
六

八
）
以
降
の
状
況
の
変
化
が
あ
る
。「
絵
噺
」
は
、
慶
応
四
年
の
大
阪
親
征

に
よ
っ
て
、
大
阪
は
「
都
御
所
」
の
よ
う
で
、
古
代
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
な

い
ほ
ど
の
珍
事
で
あ
っ
た
と
す
る
（
063
）。
一
方
、
翌
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、

天
皇
・
皇
后
が
京
都
か
ら
東
京
へ
移
る
と
、
大
阪
も
火
が
消
え
た
よ
う
に
衰

微
、
困
窮
し
て
い
く
様
を
ま
ざ
ま
ざ
と
描
く
（
092
・
093
等
）。
京
都
に
お
い
て

は
、
皇
后
の
東
京
へ
の
行
啓
に
対
す
る
町
人
の
動
向
か
ら
、
自
分
達
の
生
活

が
天
皇
・
朝
廷
の
存
在
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
認
識
が
読
み

取
れ
る
と
さ
れ（

28
）、
大
阪
で
も
同
様
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
京
阪
に
代
わ
っ
て
栄
え
始
め
た
東
京
に
お
い
て
明
治
新
政
府
の
ト
ッ

プ
と
な
っ
た
三
条
実
美
や
、
大
阪
府
の
役
人
間
で
賄
賂
が
横
行
し
て
い
た
と

さ
れ
る
こ
と
を
背
景
と
し
た（

29
）大
阪
府
関
係
者
へ
も
批
判
の
視
線
が
注
が

れ
る
（
109
）。
藩
士
ク
ラ
ス
の
新
政
府
要
職
者
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
の

が
特
徴
で
は
あ
る
が
、
参
与
兼
外
国
官
副
知
事
・
会
計
官
出
仕
と
し
て
明
治

二
年
初
め
に
大
阪
に
い
た
「
大
熊
」（
大
隈
重
信
）
が
、
米
買
占
め
商
や
石
建

米
商
廃
止
の
関
係
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
（
100
）。

　

わ
ざ
わ
ざ
「
皇
政
治
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
新
政
府
が
擁
し
た
天
皇
に
対

し
て
も
容
赦
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
天
皇
批
判
は
、
例
え
ば
京
都
の
公
家
に

残
さ
れ
た
史
料
で
も
、「
天
子　

其
本
乱
而
末
治
者
否
」（
大
本
の
修
身
が
乱

れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
末
の
国
・
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
『
大
学
』）
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（

30
）、
京
阪
地
域
で
一
定
度
は
共

有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

31
）。
こ
の
よ
う
な
地
域
性
や
生
活
の
困
窮

を
背
景
に
、「
日
本
」
を
乗
っ
取
ろ
う
と
す
る
列
強
へ
の
一
貫
し
た
警
戒
と
、

そ
の
対
策
を
実
行
で
き
な
い
新
政
批
判
が
根
底
に
存
在
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
天
罰
」「
神
罰
」
を
繰
り
返
し
記
す
「
絵
噺
」

に
お
け
る
「
皇
政
治
」
批
判
は
、「
天
」
か
ら
国
家
全
体
を
見
渡
し
て
、
海

外
情
勢
の
中
で
の
「
日
本
」
の
今
後
を
憂
慮
す
る
視
点
が
、
幕
末
か
ら
明
治

初
年
の
社
会
に
根
付
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
木
戸
孝
允
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
、

長
州
人
で
も
、
日
本
人
で
も
な
く
、「
天
」
か
ら
「
皇
国
」
を
見
て
、
今
後

の
国
家
構
想
を
記
し
た
。
こ
の
時
、
藩
を
国
家
立
て
直
し
の
「
道
具
」
と
言

い
切
っ
た
木
戸
と（

32
）、「
藩
」
闘
争
を
軸
に
す
る
「
絵
噺
」
と
は
大
き
く
異

な
る
。
た
だ
、
外
国
と
い
う
対
峙
対
象
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
日
本
国
内
に
、

「
天
」
か
ら
世
界
全
体
を
見
渡
そ
う
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が

「
絵
噺
」
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
江
戸
を
中
心
に
幕
末
の
錦
絵
に
描

か
れ
た
鳥
瞰
図
が
、
社
会
全
体
の
急
激
な
秩
序
変
動
を
ま
さ
に
高
見
か
ら
俯

瞰
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に（

33
）、
幕
末
の
政
治

情
勢
の
全
体
像
、
ひ
い
て
は
「
日
本
」
を
上
か
ら
見
渡
そ
う
と
す
る
意
識
は
、

近
世
末
期
来
、
潜
在
し
て
い
た
こ
と
を
「
絵
噺
」
も
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
の
よ
う
に
、「
絵
噺
」
は
風
説
を
も
と
に
、
あ
え
て
真
偽
を
織
り
交

ぜ
た
創
作
の
中
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
物
語
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
巷

談
」
と
し
た
所
以
で
も
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
絵
噺
」
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
列
強
の
国
内
か
ら
の
排
斥

を
求
め
な
が
ら
も
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
長
州
藩
が
実
行
し
た
外
国

船
へ
の
砲
撃
事
件
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
な
い
。
攘
夷
実
行
後
、
公
家
の

正
親
町
公
董
（
左
近
衛
権
少
将
・
国
事
寄
人
）
が
勅
使
と
し
て
長
州
へ
下
っ
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
長
州
藩
の
攘
夷
行
動
を
称
賛
す
る
趣
旨
を
明
確
に
は
示

さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
後
の
開
国
方
針
の
決
定
と
、
実
際
の
攘

夷
が
無
謀
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
脚
色
に
彩
ら

れ
た
内
容
に
引
き
換
え
、
冷
め
た
理
性
的
な
視
点
が
う
か
が
え
、
そ
れ
が
意

図
的
な
諷
刺
創
作
を
一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
な
ぜ
新
政
に
落
胆
し
た
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
以
降
に
、

新
政
の
中
心
を
担
う
長
州
び
い
き
の
幕
末
物
語
を
ま
と
め
た
の
か
は
疑
問
が

残
る
。
明
治
二
年
に
入
る
と
、
絵
は
簡
素
で
彩
色
も
な
く
、
文
は
未
完
や
存

在
し
な
い
も
の
が
増
え
、
政
治
的
要
素
よ
り
も
「
不
思
議
」
話
が
多
く
を
占

め
る
。
同
時
期
に
は
、
幕
府
時
代
は
制
限
さ
れ
て
い
た
情
報
が
、
政
府
の

「
太
政
官
日
誌
」
や
新
聞
に
よ
っ
て
「
公
」
に
な
り
、
個
々
が
収
集
す
る
風

説
の
時
代
は
終
焉
を
迎
え
た
と
さ
れ
る（

34
）。
風
説
を
も
と
に
成
り
立
っ
て

い
た
「
絵
噺
」
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
皇
・

皇
后
が
東
京
へ
移
り
、
京
阪
地
域
の
活
気
が
低
下
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
さ

ら
に
幕
府
（
会
津
藩
）
対
長
州
藩
と
い
っ
た
二
項
対
立
が
消
え
、「
絵
噺
」
の

中
心
で
あ
っ
た
「
戦
」
と
い
う
派
手
な
舞
台
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し

て
い
よ
う
。

　

あ
え
て
長
州
藩
へ
の
期
待
と
落
胆
を
通
し
て
、
新
政
へ
の
批
判
を
強
調
し

た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
長
州
、

新
政
批
判
の
中
に
も
再
執
政
を
求
め
ら
れ
な
い
徳
川
・
幕
府
方
、
そ
し
て
次

な
る
「
世
直
し
」
を
求
め
な
い
姿
は
、「
絵
噺
」
の
形
式
的
な
変
化
と
と
も

に
、
落
差
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
外
国
か
ら
の

政
府
へ
の
難
題
を
岩
倉
具
視
が
は
ね
の
け
た
様
や
（
098
）、
仏
教
が
キ
リ
ス

ト
教
を
圧
倒
す
る
様
を
繰
り
返
し
記
す
の
は
、
落
胆
の
は
け
口
と
い
え
よ
う

か
。

　

明
治
初
年
、
大
阪
の
中
心
部
は
、
外
国
か
ら
の
機
械
・
建
築
技
術
を
導
入

し
た
造
幣
寮
や
、
鉄
橋
高
麗
橋
の
建
設
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
「
近
代
化
」

の
最
先
端
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
絵
噺
」
か
ら
は
、
造
幣
寮
の
記
述
は
あ

る
も
の
の
、
錦
絵
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
き
ら
び
や
か
な
近
代
大
阪
の
姿
は
う

か
が
え
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
絵
物
語
」
も
含
め
て
捉
え
る
と
、
政
治
記
述
が
増
え
る

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
約
一
〇
年
、
中
央
政
治
変
動
の
中
心
地
の
一

角
に
渦
巻
い
た
熱
気
は
、
た
っ
た
数
年
で
す
っ
と
引
い
て
い
っ
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
こ
へ
向

か
っ
た
の
か
は
慎
重
な
検
討
を
要
し
、「
絵
噺
」
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
東
京
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へ
「
飛
ん
で
」
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
直
線
的
に
「
文
明
開

化
」
へ
と
向
か
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
聖
徳
太

子
以
来
の
長
き
に
わ
た
る
由
緒
を
誇
る
大
阪
町
人
を
擁
し
た
町
（
118
）
は
、

「
絵
噺
」
を
通
し
て
、
外
国
と
の
対
立
軸
の
中
で
、
日
本
と
い
う
国
家
全
体

を
「
天
」
か
ら
見
よ
う
と
す
る
目
と
、
一
方
で
地
に
足
を
つ
け
た
人
々
の
生

活
に
向
け
る
眼
差
し
、
こ
の
両
方
が
揃
っ
て
こ
そ
、
明
治
維
新
が
成
り
立
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
近
世
か
ら
近
代
へ
の
情
報
の
在
り
方
の
変
わ
り

目
の
中
で
、「
絵
噺
」
を
通
し
て
の
京
阪
地
域
の
一
光
景
は
、
当
時
の
情
勢

の
一
端
を
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

原
資
料
は
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
解
説
中
の
年
代
表
記
に
つ
い
て
は
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
は
和
暦
（
西
暦
）
と
し
、
そ
れ
以
後
は
西
暦
と
し

た
。

（
2
）　

大
阪
が
主
体
で
あ
る
こ
と
は
、
後
述
の
「
絵
物
語
」
に
お
い
て
、
徳
川
慶

喜
の
将
軍
就
任
後
に
起
こ
っ
た
京
都
で
の
「
太
平
お
ど
り
」
に
対
し
て
、
大

阪
か
ら
見
る
と
合
点
が
行
か
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。

（
3
）　

四
冊
目
の
み
「
明
治
維
新
絵
物
語
」
と
題
す
。
六
冊
目
は
表
紙
に
「
明
治

三
年
戊
辰
」
と
あ
る
が
、
内
容
は
戊
辰
戦
争
が
中
心
で
、
明
治
元
年
を
記
し

て
い
る
。
な
お
、
一
冊
目
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第
四
八

号
（
二
〇
二
〇
年
）
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　
「
絵
物
語
」
に
は
他
に
「
琴
月
盦
主
珍
賞
」
の
印
も
押
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　
「
絵
噺
」、「
絵
物
語
」
と
も
に
、
資
料
の
大
き
さ
は
均
一
で
は
な
く
、「
絵

物
語
」
は
上
部
の
文
字
が
切
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
製
本
へ
の

過
程
で
乱
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）　

岩
下
哲
典
・
真
栄
平
房
昭
編
『
近
世
日
本
の
海
外
情
報
』（
岩
田
書
院
、
一

九
九
七
年
）、
宮
地
正
人
『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
九
年
）、
岩
田
み
ゆ
き
『
幕
末
の
情
報
と
社
会
変
革
』（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
等
。
ま
た
京
阪
地
域
に
お
け
る
町
人
等
の
日
記
の
翻

刻
も
進
み
、
当
時
の
風
説
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
内
田
九
州
男
・
島

野
三
千
穂
編
『
幕
末
維
新
京
都
町
人
日
記
』〔
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
〕、

脇
田
修
・
中
川
す
が
ね
編
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』〔
清
文
堂
出
版
、
一

九
九
四
年
〕
等
）。

（
7
）　

高
部
淑
子
「「
人
の
う
わ
さ
」
考
」（
保
谷
徹
編
『
幕
末
維
新
と
情
報
』〔
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
〕）。

（
8
）　

前
掲
、
宮
地
『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』
一
三
六
〜
一
三
九

頁
。

（
9
）　

岡
村
敬
二
『
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
』（
講
談
社
メ
チ
エ
、
一
九
九
六
年
）、

前
田
勉
『
江
戸
の
読
書
会
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
）、
横
田
冬
彦
編
『
出

版
と
流
通
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
）
等
。

（
10
）　

な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
早
稲
田
大
学

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
、「
絵
噺
」・「
絵
物
語
」
と
同
様
の
蔵
書
印

が
見
ら
れ
る
。

（
11
）　

坂
田
氏
の
略
歴
に
関
し
て
は
、「
坂
田
吉
雄
教
授
略
歴
・
著
作
目
録
」（『
人

文
学
報
』
第
三
〇
号
、
一
九
七
〇
年
）、『
人
文
科
学
研
究
所
50
年
』（
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
後
述
の
坂
田
氏
主

宰
の
共
同
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
各
年
の
『
人
文
学
報
』
に
よ
っ
た
。

（
12
）　

青
山
忠
正
『
明
治
維
新
と
国
家
形
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
二

〇
頁
。

（
13
）　

坂
田
吉
雄
「
日
本
に
於
け
る
近
代
官
僚
の
発
生
」（『
人
文
学
報
』
第
三
号
、

一
九
五
三
年
）
等
。

（
14
）　

先
に
勅
使
と
し
て
触
れ
た
花
山
院
は
、
慶
応
二
年
に
死
去
し
た
家
厚
を
意

識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
父
は
中
山
家
の
出
身
で
、「
尊
号
一
件
」
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に
関
与
し
た
中
山
愛
親
の
養
兄
弟
で
あ
る
。

（
15
）　

三
宅
紹
宣
「
西
国
民
衆
の
長
州
贔
屓
」（『
別
冊
歴
史
読
本
』
一
五
号
、
二

〇
〇
五
年
、
一
二
六
〜
一
二
七
頁
）、
山
口
県
編
『
山
口
県
史
』
史
料
編
幕
末

維
新
四
（
山
口
県
、
二
〇
一
〇
年
）
六
一
二
〜
六
一
三
頁
。
風
刺
画
に
お
い

て
は
、
京
都
大
阪
の
長
州
び
い
き
に
対
し
て
、
江
戸
で
は
徳
川
び
い
き
で
あ
っ

た
と
、
地
域
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
南
和
男
『
幕
末
維
新
の
風
刺
画
』〔
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
〕
五
〜
七
頁
）。

（
16
）　
「
覚
〔
風
説
〕」（「
宮
崎
家
資
料
」
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）。

（
17
）　

齊
藤
紅
葉
『
木
戸
孝
允
と
幕
末
・
維
新
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇

一
八
年
）
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁
。

（
18
）　

司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
』
三
三
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
一

七
二
〜
二
〇
六
頁
等
。

（
19
）　

奈
良
岡
聰
智
「「
昭
和
戊
辰
」
に
お
け
る
明
治
維
新
イ
メ
ー
ジ
」（
瀧
井
一

博
編
『「
明
治
」
と
い
う
遺
産
』〔
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
〕
三
八

〇
〜
三
八
二
頁
）。

（
20
）　
「〔
雑
書
〕」（
山
口
県
文
書
館
蔵
）。

（
21
）　
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
デ
ジ
タ
ル
）
慶
応

四
年
五
月
一
八
日
等
。

（
22
）　

新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
五
巻
（
大
阪
市
、

一
九
九
一
年
）
八
〇
〜
八
五
頁
。

（
23
）　

中
川
す
が
ね
「
民
衆
と
変
革
」（『
歴
史
科
学
』
一
二
八
号
、
一
九
九
二
年
）。

（
24
）　

前
掲
、『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』
二
五
七
頁
。

（
25
）　

岩
倉
具
視
宛
東
久
世
通
禧
書
状
、
明
治
三
年
七
月
一
五
日
（
佐
々
木
克
・

藤
井
譲
治
・
三
澤
純
・
谷
川
穣
編
『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
〔
思
文
閣
出

版
、
二
〇
一
二
年
〕
七
二
頁
）。

（
26
）　

鷺
洲
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
鷺
洲
町
史
』（
耕
文
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七

四
二
〜
一
七
四
三
頁
、
奥
林
享
『
南
桂
寺
と
海
老
江
』（
南
桂
寺
、
一
九
九
七

年
）
七
五
〜
七
六
頁
等
。
内
容
の
詳
細
は
各
々
異
な
る
。

（
27
）　

前
掲
、
中
川
「
民
衆
と
変
革
」。

（
28
）　

吉
岡
拓
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
衆
と
朝
廷
」（『
史
学
』
第
七
三
巻
一
号
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
29
）　

前
掲
、『
新
修
大
阪
市
史
』
第
五
巻
、
三
四
〜
三
九
頁
。

（
30
）　
「
鴨
脚
家
文
書
・
甲
〔
幕
末
維
新
風
聞
雑
事
〕」（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館
蔵
）。

（
31
）　

江
戸
を
中
心
と
す
る
諷
刺
画
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
幕
末
、
政
治
権
力
抗
争
の
一
翼
を
担
っ
た
天
皇
・
朝
廷
を
全
体
的
な
政

治
情
勢
の
中
に
位
置
づ
け
て
諷
刺
を
重
ね
て
き
た
こ
と
、
戊
辰
戦
争
期
に
は

幕
府
に
か
わ
っ
て
天
皇
を
権
威
と
し
て
担
い
で
江
戸
に
入
っ
て
き
た
新
た
な

権
力
者
へ
の
恐
怖
を
背
景
に
、
天
皇
諷
刺
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

（
奈
倉
哲
三
『
諷
刺
眼
維
新
変
革
』〔
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
〕
四
一
九
〜

四
五
七
頁
）。
京
阪
地
域
の
天
皇
批
判
と
は
異
な
る
点
を
含
ん
で
お
り
、
地
域

性
や
作
成
者
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
作
成
者
不
明
の
「
絵
噺
」

で
は
こ
れ
以
上
は
検
討
し
え
な
い
。

（
32
）　

大
島
友
之
允
宛
木
戸
孝
允
書
状
、
慶
応
元
年
七
月
一
八
日
（『
木
戸
孝
允
文

書
』
第
二
〔
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
〇
年
〕
八
九
〜
九
三
頁
）。

（
33
）　

杉
本
史
子
「
鳥
瞰
風
景
の
な
か
の
将
軍
」（
箱
石
大
編
『
戊
辰
戦
争
の
史
料

学
』〔
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
〕）。

（
34
）　

前
掲
、
宮
地
『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』
一
三
七
〜
一
三
九

頁
。

　

本
稿
執
筆
に
際
し
、
史
料
の
所
在
・
翻
刻
編
集
等
に
つ
き
、
岡
村
敬
二
氏
、
安

国
陽
子
氏
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
か
ら
貴
重
な
御
教
授
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。



─ 12 ─

人　　文　　学　　報

翻　

刻

〔
凡
例
〕

一
、
本
稿
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
図
書
室
所
蔵
「
幕
末
明
治
巷
談

絵
噺
」
全
二
冊
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
用
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
が
、
異
体
字
・
俗
字
な
ど

は
原
文
書
の
通
り
と
し
た
も
の
が
あ
る
。

一
、
変
体
仮
名
は
「
江
（
え
）」、「
而
（
て
）」
を
除
い
て
、
平
仮
名
に
直
し

た
。

一
、
適
宜
、
読
点
を
付
し
た
。
二
行
割
は
〈　

〉
で
示
し
た
。
闕
字
は
一
字

空
き
と
し
、
改
行
は
文
意
を
損
ね
な
い
限
り
省
略
し
た
。

一
、
破
損
、
虫
損
に
よ
る
判
読
不
能
の
箇
所
は
、
□
や

で
示
し
た
。

一
、
誤
字
・
脱
字
等
で
意
味
が
通
り
に
く
い
場
合
は
〔
マ
マ
〕、
文
字
が
不

確
か
な
場
合
は
〔
カ
〕
を
付
し
た
。
頻
出
す
る
「
朝
庭
」
の
「
庭
」（
廷
）、

「
仏
蘭
亜
」
等
の
「
亜
」（
西
）、
偏
が
異
な
る
「
性
」（
姓
）、「
操
」（
繰
）、

「
読
」（
続
）、「
輪
」（
綸
）
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
ふ
り
が
な
は
漢

字
の
読
み
や
送
り
が
な
と
合
致
し
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
す
べ
て
そ
の
ま

ま
と
し
た
。

一
、
項
目
が
変
わ
る
ご
と
に
、
冒
頭
に
三
桁
の
番
号
を
付
し
た
。

一
、
項
目
の
題
字
は
太
字
で
示
し
た
。
題
字
や
絵
に
付
し
て
記
さ
れ
た
文
字

や
絵
の
中
に
あ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、〔　

〕
で
そ
の
位
置
を
示
し
、
そ

の
後
に
記
し
た
。

〔
一
冊
目
表
紙
〕「
幕
末
明
治
巷
談
絵
噺
」

001文
化
年
中
に
は
下
元
之
上
分
也
、〈
□

〔
上

□元
カ
〕の

世
と
は
〉
違ち

か

ひ
て
世
界
の
人
よ

く
な
れ
て

賊そ
く

少す
く
なし

非ひ

人
少
し
、
戸
ざ
ゝ
ぬ
御
代
ハ
是
な
り
、
米
は

六
十
目
に
な
れ
る
、
年と

し

〳
〵
豊ほ

う

年
ゆ
へ
也
、
朝
庭
ハ
仁
光
天
皇
様
と
て
大
徳と

く

の
帝
な
れ
バ
う
れ
い
事
一
切
な
し
、
長
命
に
し
て
即そ

く

位い

長
し
、
文
化
文
政
天

保
と
都
に
御
座
被
成
け
る
、
文
政
と
改
暦
あ
り
て
よ
り
下げ

元げ
ん

中
分ふ

ん

の
下し

た

こ
し

ら
へ
て
世
の
す
へ
と
な
り
、
寅
と
し
伊
勢
御
影か

げ

参
リ
阿あ

波わ
ノ

国く
に

ゟ
は
じ
ま
る
也
、

日
本
賑に

き

わ
し
、
大
地し

震し
ん

ア
リ
、
大
西
芝
居
焼や

け

人
死
多
し
、
其
内
人
殺こ

ろ

し
有ア

リ

世

荒あ
ら

く
な
る
、
諸
国
な
げ
き
け
れ
と
も
セ
ん
か
た
な
し
、
文
政
も
十
四
年
立た

ち

天

保
と
か
わ
る
、
東
奉
行
矢ヤ

部べ

駿す
る

河か

守
と
の
海か

い

中ち
う

へ
山
築き

づ

く
、
是
天
保
山
也
、

森も
り

の
宮
猫ね

コ

間マ

川
堀
リ
割わ

る

堀
川
樋ひ

の
口
へ
ぬ
く
、
十
丁
目
す
じ
大
道ど

う

へ
橋は

し

か
ゝ

る
、
是
夫め

う
と婦

橋
也
、
名
高
き
夫め

う
と婦

池
埋う

づ

ミ
妙
見
堂
建タ

ツ
、
大
変
な
る
事
沢
山

あ
り
て
筆ふ

で

に
つ
く
し
が
た
し
、
天
保
弐二

年
切き

り

支し

丹た
ん

吟き
ん

味ミ

は
じ
ま
る
、
猿さ

る

が
り

坊ほ
う

主す

が
り
、
こ
れ
ハ
上
人
た
り
と
も
身
持
あ
し
き
ヲ
吟
味
な
り
と
か
け
が
り

皆ミ
な

是こ
れ

東
与
力リ

き

大
塩
平
八
郎
と
の
は
げ
し
き
ゆ
へ
也
、〈
其
こ
ろ
町
中
に
〉
恐を

そ

れ
ぬ
も
の
な
し
、
天
保
六
ノ
冬ふ

ゆ

大
塩
隠
居
い
た
し
養や

う

子し

格か
く

之
助
継つ

く

也
、
東
奉

行
か
わ
り
跡あ

と

部へ

山
城
守
と
の
勢い

き
をイ

つ
よ
く
米
百
廿
目
ト
な
る
、
大
坂
こ
ん
き

う
す
る
、
奉
行
ハ
こ
れ
か
ま
わ
ず
江
戸
へ
廻く

わ
い

米ま
い

す
、
大
塩
こ
れ
を
見
か
ね

隠い
ん

居き
よ

な
が
ら
市し

中ち
う

あ
わ
れ
ミ
奉
行
へ
願ね

か

ひ
書し

よ

上
る
、
何
と
ぞ
江
戸
ま
わ
り
ノ
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米
少
々
ゆ
る
し
民た

み

の
難な

ん

渋し
う

た
す
け
下
さ
れ
と
云
、
奉
行
何な

に

い
ん
き
よ
ノ
分ふ

ん

在さ
い

で
入い

ら
ざ
る
か
ま
ひ
立た

て

、
左さ

思を
も

ふ
な
ら
バ
還げ

ん

俗そ
く

し
て
勤つ

と

む
べ
し
と
い
ふ
、
大

塩
り
つ
ぷ
く
し
髪か

ミ

の
ば
し
出
る
こ
し
ら
へ
す
、
是
天
保
八
酉
二
月
十
九
日
の

乱ら
ん

こ
れ
始ハ

シ

メ
也
、
大
塩
ハ
万
民
を
お
も
ひ
奉
行
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、

公
義
ノ
威い

光こ
う

諸
大
名
引
う
け
て
の
軍
な
れ
バ
町
焼や

き

立
出
陣
す
れ
ど
も
叶
わ
ず
、

あ
わ
座さ

ミ
よ
し
や
五
郎
兵
衛
宅
に
て
亡ほ

ろ

ふ
也
、
そ
れ
よ
り
米
高
と
な
り
て
死

人
数□

□

し
れ
ず
、
光こ

う

陰い
ん

矢
の
こ
と
し
と
天
保
す
へ
に
い
た
り
て
、
水
戸
矦こ

う

む
ほ

ん
あ
り
て
亜あ

墨め

利り

伽か

へ
通つ

う

じ
て
房ぼ

う

州
浦う

ら

賀が

へ
よ
び
寄よ

セ

、
し
ら
ぬ
顔か

ほ

し
て
大
名

に
た
の
み
上か

す
さ総

房
刕
へ
陣
ど
り
さ
セ
、
其
間ま

に
江
戸

十
三
代
将
軍
に

毒ど
く

が
い
す
、
相そ

う

読そ
く

ハ
一
ツ
は
し
に
さ
セ
ん
と
工た

く

む
、
箱
舘タ

テ

に
て
交
易
セ
ん
た

く
み
也
、
諸
大
名

こ
れ
を
考

か
ん
か
へ、

ミ
な
〳
〵
陣し

ん

は
ら
ひ
勝
手
に
国
へ
引

と
り
け
る
、
是
ゟ
水
戸
露ろ

顕け
ん

セ
し
と
う
そ
気
味

領り
や
う

分
ノ
寺
々
つ
り

が
ね
た
く
り
大
筒
に
吹
キ
、
一
国
か
た
め
け
る
、
日
本
乱ら

ん

引
出い

た

セ
し
ハ
水
戸

隠
居
が
は
じ

井
伊
ど
の
ハ
実じ

つ

に
て
幅ふ

く

将
軍
に
遠え

ん

慮り
よ

〈
外
国
ト

水
戸
〉
取
引
ハ
し
ら
ぬ
也
、
井
伊
と
の

是
弘

将
軍
ヲ
毒
が
い

と
一
ツ
は
し
相そ

う

続□
□

、
箱
舘
交
易

の

ハ
井
伊

一
ツ
は
し

将
軍
に
す
る
事
諸
大
名
ふ
と
く
し
ん
也
、
相
ぞ
く
伊
よ
最さ

い

上
へ
乱
落ヲ

ち
、
水

戸
ハ
顔
つ
ぶ
れ
□
ゆ
へ
井
伊
を
に
ら
み
い
る
也
、
諸
大
名
井
伊
に
従し

た
かふ

、
そ

れ
よ
り
将
軍
家い

へ

茂も
ち

公
十
四
才
之
時
、
井
伊
と
の
大
老
ノ
官く

わ
んた

り
、
是
よ
り
水

戸
尾
張
越
前
に
蟄ち

つ

居き
よ

申
付
ら
る
ゝ
、
此
使
者
ハ
会
津
肥
後
也
、
此
時
分
ゟ
に

く
ま
れ
も
の
也
、
加
奈
川
交
易
ハ
水
戸
ゟ
よ
び
よ
セ
し
ゆ
へ
よ
ん
所
な
く
は

じ
め
る
、
こ
れ
水
戸
の
わ
ざ
也
、
こ
れ
好こ

の

ま
ざ
る
交こ

う

易へ
き

な
り
、
是
井
伊
と
の

一
人
の
腹ハ

ら
に
も
叶
わ
ず
、
今
外
国
お
い
ち
ら
す
ハ
安
け
れ
ど
も
日
本
和
合

な
ら
ざ
る
時
ゆ
へ
は
か
ら
す
加
奈
川
開ひ

ら
き
け
る
、
弘
化
嘉
永
過
て
安
政
と

改
元
あ
つ
て
寅
ど
し
、
ヲ
ロ
シ
ヤ
国
天
保
山
へ
来
る
、
諸
大
名
陣
と
り
か
へ

り
し
あ
と
大
地
震し

ん

、
津つ

波な
ミ

、
同
三
年
疫や

く

病ひ
や
うは

や
る
、
こ
れ
一
こ
ろ
と
い
ふ
、

箒ほ
う
き

星ほ
し

出
る
、
一
ツ
も
笑わ

ら

ふ
事
な
し
、
ま
す
〳
〵
米
高
、
此
時
水
戸
ゟ
井
伊

と
の
老
中
を
ね
ら
ふ
事
、
登
城
た
ひ
〳
〵
鉄
ぽ
う
打う

つ

也
、
追
イ
〳
〵
年と

し

か
わ

り
七
年
目
に
万
延
と
元
年
申
三
月
三
日
、
大
老
井
と
の
式
日
登
城
掛
ケ
桜
田

門
前
に
て
水
戸
浪
士
と
唱ト

ナ

ヱ
乱
妨
ア
リ
テ
首
う
し
な
ふ
、
是
手
は
じ
め
と
し

て
京
都
に
て
首
切
事
、
嶌
田
左
兵
衛
は
じ
め
と
し
て
其
数
か
そ
へ
が
た
し
、

薩
土
長
、
都
入
ヨ
リ
文
久
ト
か
わ
る
、
其
後
会
津
京
着
よ
り
大
乱
引
出
し
薩

土
長
ト
不
和
と
な
る
、
其
後
三
年
目
に
元
治
子
と
か
わ
る
、
中
山
二
男
侍
従

と
の
大
和
乱
お
こ
る
、
是
四
月
也
、
其
七
月
に
は
会
長
不
和
に
よ
つ
て
京
都

乱
焼
打
は
じ
ま
る
、
中
川
之
宮
は
び
こ
る
、
慶
応
元
丑
ノ
四
月
ヨ
リ
将
軍
家

茂
公
長
刕
征せ

い

伐は
つ

セ
ん
と
東
都
進
発
、
大
坂
へ
入
城
、
廿
五
大
名
長
刕
へ
セ
い

ば
つ
下
リ
ア
ル
、
寅
五
月
ヨ
リ
軍
は
じ
ま
り
関
軍
一
度
も
勝
利
な
し
、
其
内

五
月
入つ

梅ゆ

中
、
大
坂
米
屋
乱
妨
ア
ル
、
七
月
城
内
に
て
将
軍
御
他
界
、
一
ツ

橋
将
軍
と
成
ル
、
外
国
人
来
り
浪
花
城
中
馬
乗
相
に
す
、
籏
元
一
ツ
橋
と
不

和
之
色
あ
ら
わ
し
東
都
江
引
と
る
、
老
中
板
倉
諸
司
代
桑
名
若
狭
会
津
、
京

都
に
て
む
ほ
ん
、
皇
帝
ヲ
盗
ミ
出い

た

さ
ん
と
す
、
薩
土
こ
れ
を
考
、
京
着
し
て

こ
れ
を
さ
ゝ
ゆ
る
、
帝
ヨ
リ
朝
敵
と
い
ふ
長
刕
ヲ
よ
ひ
の
ぼ
し
給
ふ
ヨ
リ
追

イ
〳
〵
悪
事
露ろ

顕け
ん

い
た
し
都
の
わ
ん
だ
く
と
成
ル
、
朝
庭
極
月
御
誓セ

い

去き
よ

、
是

あ
や
し
ミ
て
新
帝
葬そ

う

式し
き

に
立
給
わ
ず
、
気
に
入
の
会
津
公
家
も
ろ
と
も
尻し

り
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段
々
は
げ
か
ゝ
り
、
中
川
押お

し

込こ
め

、
悪
公
家
三
十
軒
戸と

〆

002　文
久
二
戌
、
朝
庭
加
茂
御
幸
の
後
男
山
御
幸
、
公
家
武
家
爰
を
嚝ハ

れ

と
寄き

羅ら

を

錺か
さ

り
御
供
、
此
日
将
軍
家
茂も

ち

公
病
気
に
て
供
な
し
、
一
ツ
は
し
替か

わ

り
也
、
長

刕
薩
刕
肥
後
肥
前
筑
前
加
賀
仙
台
会
津
佐
竹
上
杦
津
が
る
南
部
越
前
若
サ
也
、

此
時
八
わ
た
に
て
帝
御
拝は

い

の
あ
と
八
わ
た
に
納
り
あ
る
太た

刀ち

一
振ふ

り

り
、
錦に

し
きの

は
た
一
流な

か

れ
、
勅
命
ノ
り
ん
紙し

一
通つ

う

、
三
条
殿
こ
れ
を
持
出
給
ひ
、
誰た

れ

か
有

ル
異
国
セ
い
ば
つ
の
心
あ
ら
ハ
是
を
い
た
ゞ
く
べ
し
と
い
ふ
、
大
名
顔
見
合

セ
け
る
時
に
長
刕
は
し
り
出
、
異
国
セ
い
は
つ
の
御
輪り

ん

言け
ん

毛
利
大
膳
太
夫
忝

い
た
ゞ
く
べ
し
と
納
給
ふ

〔
絵
右
横
〕
有
栖
川
卿
下
地
ヲ
つ
た
へ
給
ふ
〔
絵
右
下
〕
古い

に

し
へ
一
品ほ

ん

阿ア

保ぼ

親

王
七
代

大
江
広
元
ノ
末
葉
に
し
□
外
大
名
と
同
様
に
あ
ら
□
、
朝ち

や
うに

も
こ
れ
を
よ
く
し
り
た
も
ふ
ゆ
へ
、
か
る
く
あ
し
ら
い
給
ふ
事
な
し
〔
絵
中

央
下
〕
此
年
よ
り
八
文
銭
吹
出
す
、
文
久
銭
と
も
い
ふ

003
〔
無
題
〕

文
久
二
、
皇
后
太
子
ヲ
に
く
ミ
給
ひ
悪
人
申
合
セ
う
し
な
い
奉

た
て
ま
つら

ん〔
マ
マ
〕す

、
是

天
皇
よ
く
御
そ
ん
じ
あ
つ
て
中
山
ヨ
リ
伝つ

た

へ
長
刕
へ
あ
づ
け
給
ふ
、
長
刕
ハ

こ
れ
を
あ
つ
か
り
大
仏
に
て
守
護
す
る
、
ま
た
こ
れ
を
生い

け

ど
ら
ん
と
大
名
に

帝
男
山
御
幸〈
長
刕
へ
輪
言
く
だ
る
〉

申
付
る
、
会
津
若
サ
桑
名
井
伊
松
山
宮
津
こ
れ
ら
其
時
大
仏
と
り
ま
き
し
か

た
〴
〵
、
長
刕
ヲ
打
と
り
太
子
を
う
バ
ヽ
ん
手
は
づ
也
、
長
刕
こ
れ
を
考
本

国
へ
つ
れ
か
へ
る
、
一
夜
に
す
ぼ
ぬ
け
く
わ
さ
れ
は
ら
立
に
朝
敵
と
言
ふ
ら

セ
し
ハ
会
津
中
川
ノ
作
也

〔
絵
左
上
〕
皇
太
子
八
才
ト
云
〔
絵
右
下
〕
三
条
殿
四
条
殿
新
帝
ヲ
補ほ

佐さ

し
給

ふ
〔
絵
左
下
〕
朝
庭
ヨ
リ
皇
太
子
ヲ
預
り
奉
り
都
大
仏
に
鎮し

つ

ま
る
所
、
悪
公

家
大
名
ト
か
た
ら
ひ
長
刕
ヲ
亡ほ

ろ

ほ
さ
ん
ト
ス
、
是
ヲ
よ
く
し
り
太
子
供
し
て

国
へ
引
と
り
た
も
ふ
也

004　文
久
二
戌
年
、
后

き
さ
き

腹は
ら

姉
姫
十
一
才
、
太
子
九
才
弟ヲ

ト
ヽな

れ
と
も
局
腹
に
て
男
子
、

是
後こ

帝て
い

に
す
る
を
ね
た
ま
し
く
女に

よ

帝て
い

に
セ
ん
と
欲よ

く

気
さ
し
太
子
を
う
し
な
ハ

ん
た
く
み
、
青
蓮れ

ん

院い
ん

粟
田
之
宮
に
た
の
み
太
子
を
の
ろ
ふ
也
、
帝
こ
れ
を
よ

く
し
り
た
ま
ひ
局つ

ほ
ねハ

中
山
ノ
む
す
め
な
れ
バ
あ
づ
け
太
子
ハ
長
刕
へ
あ
づ
け

た
も
ふ
、
大
仏
に
て
守し

ゆ

護こ

す
る
、
こ
れ
を
生い

け

ど
ら
ん
と
大
名
た
の
む
、
長
刕

こ
れ
を
さ
と
り
夜
に
ま
ぎ
れ
太
子
ノ
供
い
た
し
我
国
へ
引
と
る
、
是
乱ら

ん

の
元

也〔
絵
右
上
〕
九
条
関
白
殿
息
女
嘉
陽
門
院
〔
絵
右
下
〕
姉あ

ね

姫
梶か

し

の
宮ミ

ヤ

十
一
才
〔
絵

中
央
下
〕
粟
田
も
こ
れ
に
の
り
、
わ
れ
後こ

う

見け
ん

し
て
あ
と
ハ
天
子
に
な
ら
ん
欲よ

く

心し
ん

也
皇
后
太
子
を
ね
た
ミ
給
ふ
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005　文
久
三
亥
ノ
と
し
、
父
中
山
大
納
言
ど
の
閉へ

い

門も
ん

也
、
是
よ
り
思ヲ

も

ひ
つ
き
し
ば

ら
く
あ
ほ
う
と
な
り
ど
て
ら
に
三
尺
帯を

び

に
て
懐ふ

と
こに

金
子
は
な
さ
ず
、
悪
た
れ

も
の
に
ち
か
付つ

き

髪か
ミ

ゆ
い
部へ

家や

も
の
ば
く
ち
仲
間
ト
ま
じ
わ
り
折お

り

〳
〵
酒
の
ま

し
、
京
都
中ち

う

に
て
中
山
の
権ご

ん

太
と
名
高
く
な
り
づ
ぼ
ら
に
て
く
ら
し
た
も
ふ
、

是
殿て

ん

中ち
う

の
説セ

つ

を
き
か
ん
為た

め

也
、
其
中う

ち

中
川
会
津
だ
ん
こ
う
し
て
帝ミ

か
とに

南
都
御

幸こ
う

す
ゝ
め
、
道ミ

ち

に
て
大
変へ

ん

を
こ
し
ら
へ
、
た
す
け
し
と
見
セ
帝
を
我
国
へ
連つ

れ

か
へ
り
、
是
ヲ
楯た

て

に
し
て
日
本
し
た
が
へ
朝
て
い
を
の
ま
ん
と
す
、
中
山
こ

れ
を
聞き

ゝ

出
し
、
南
都
御
幸こ

う

の
道
を
ふ
さ
ぎ
延
引
さ
セ
ん
と
名
も
な
き
軍い

く
さお

こ

中
山
侍
従
卿
ほ
う
ら
つ

す
也
、
是
帝
へ
忠
臣
ナ
リ
ト
云

〔
題
字
下
〕
長
刕
国
へ
引
と
り
朝ち

や
う

敵て
き

と
い
わ
る
ゝ

006　同
亥
の
と
し
二
月
ヨ
リ
長
刕
ト
同
腹
い
た
し
て
軍
勢
か
り
う
け
大
和
に
出い

て

、

会
津
ノ
は
か
り
こ
と
を
さ
ま
た
げ
道ミ

ち

を
ふ
さ
ぐ
也　
「
太
子
様
ノ
為
に
は
中

山
殿
ハ
祖じ

父い

也
、
侍
従
卿
ハ
お
じ
也
、
帝
へ
忠
臣
な
れ
ど
も
此
時
ハ
わ
か
ら

ず
む
ほ
ん
と
な
り
、
長
刕
へ
落
る
ト
い
へ
と
も
程
な
く
わ
か
る
べ
し
、
此
時

ヨ
リ
会
津
の
む
ほ
ん
あ
ら
わ
れ
有
也
、
何
分
公
家
に
へ
つ
ら
い
金
ま
き
ち
ら

中
山
〈
三
男
侍
従
〉
天
の
川
辻
〈
陣
と
り
〉

003 002

 001
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し
あ
れ
ば
中
〳
〵
京
都
に
て
申
と
も
こ
た
へ
ず
、
そ
れ
ゆ
へ
中
山
二
男
三
男

出
て
大
和
に
て
道
を
ふ
さ
ぐ
也

〔
絵
右
上
〕
中
川
会
津
の
む
ほ
ん
見ミ

つ
け
て
か
く
さ
ま
た
げ
名
も
な
き
軍い

く
さお

こ

す
也
〔
絵
右
下
〕
南
都
五
条
焼
キ
た
つ
る

007　文
久
二
、
長
刕
太
子
御
と
も
い
た
し
我
国
へ
引
と
る
よ
り
京
都
よ
り
朝
敵
と

言い

ゝ
立
け
る
ゆ
へ
、
是こ

れ

を
ほ
ど
か
ん
と
た
び
〳
〵
書し

よ

ヲ
奉

た
て
ま
つる

と
い
へ
ど
も
此

つ
ぼ
ね
ゆ
へ
帝ミ

か
とへ

一
通つ

う

も
と
ゞ
か
ず
、
是
会
津
よ
り
ま
い
な
い
に
て
と
ゞ
ま

る
、
長
刕
ハ
こ
れ
ゆ
へ
長な

か

ら
く
苦く

痛つ
う

也
、
京
都
ハ
悪
人
ば
か
り
に
て
善
人
ハ

ミ
な
〳
〵
閉へ

い

門
な
り
、
是
ゆ
へ
長
刕
八
家
の
内
、
増ま

す

田
右ゑ

門も
ん
ノ

尉し
や
う

一
万
千
石

福
原
越
後
一
万
石
、
此
二
人
来き

た

り
直じ

き

々
ね
が
わ
ん
と
す
る
、
是こ

れ

入
て
は
事
あ

ら
わ
れ
ん
事
を
い
や
が
り
こ
れ
を
さ
ゝ
ゆ
る
、
よ
つ
て
両
人
お
し
て
入い

ら
ん

ト
す
る
、
入
ま
じ
と
し
て
京
都
焼や

き

打う
ち

の
乱ら

ん

こ
れ
よ
り
お
こ
る
也

〔
絵
右
上
〕
帝
御
座
ち
か
く
寄よ

る
局
也
、
ま
い
な
い
と
り
給
ふ
〔
絵
右
下
〕
是

等
皆
世
界
洗あ

ら

ひ
替か

へ

る
道
具
な
る
べ
し
〔
絵
中
央
下
〕
中
川
会
津
悪あ

く

公く

家げ

、
長

刕
土
刕
ヨ
リ
さ
し
あ
げ
る
書し

よ

ハ
帝
へ
と
ゞ
か
ぬ
や
う
に
此
つ
ぼ
ね
に
た
の
み

お
さ
へ
さ
す
也

高
橋
つ
ぼ
ね
悪
に
組
す

008　元
治
元
年
子
七
月
十
九
日
朝
辰
の
こ
く
ゟ
お
し
て
書
ヲ
奉

た
て
ま
つら

ん
と
す
、
会
津

こ
れ
を
打う

ち

と
ら
ん
と
大
筒
は
な
す
、
そ
れ
ゟ
京
中
大
火く

わ

と
な
り
人
死
多
し
、

丸
焼や

け

也
、
是
よ
り
長
刕
会
津
い
こ
ん
と
な
り
、
慶
応
四
辰
正
月
、
伏
見
合
戦

是こ
れ

ヨ
リ
お
こ
る
こ
ん
げ
ん
也

009　同
七
日
、
淀
鳥
羽
軍い

く
さ

破や
ふ

れ
会ア

イ

桑ソ
ウ

浮
あ
し
と
な
る
、
此
時
長
藩ハ

ン

足
軽
組
ノ
老

人
林
小
平
二
ノ
忰
同
小
一
郎
当
年
十
四
才
な
れ
と
も
大
兵
也
、
同
渡
辺
金
兵

衛
忰
金
二
郎
十
七
才
、
騎
兵
隊
に
い
ま
た
入
ず
童わ

ら
へ

隊
に
て
さ
し
た
る
功
も

な
し
、
二
人
申
合
セ
山
崎
放
れ
下
ゟ
枚
方
へ
さ
む
さ
い
と
わ
ず
お
よ
ぎ
渡
り
、

落お
ち

武む

者し
や

を
待ま

ち

う
け
両
人
手
が
ら
の
一
也
、
軍
奉
行
ノ
高
名
帳
に
乗
り
て
双
方

と
も
三
百
石
に
と
り
上
ト
な
り
、
其
父
と
も
に
御
褒ほ

う

賞し
や
うに

あ
つ
か
る
ト
云

〔
絵
右
上
〕
壱
人
前
に
敵
六
十
人
ツ
ヽ
打
取
、
大
将
分
ノ
首
二
ツ
宛
さ
げ
山
崎

へ
か
へ
る
〔
絵
左
上
〕
其
死
か
い
に
こ
と
〴
〵
く
印
付
あ
る
事
、
奉
行
こ
れ

を
し
ら
ぶ
る
う
へ
に
て
手
が
ら
帳
に
の
セ
る
ト
い
ふ
〔
絵
右
下
〕
両
人
と
も

童わ
ら
へな

れ
ど
も
釼
法
よ
く
た
ん
れ
ん
ト
云

京
都
大
乱ら

ん

ぼ
う

長
藩
枚
方
へ
渡
り
高
名
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010　同
正
月
十
四
日
、
此
庄
屋
に
う
ら
み
あ
る
も
の
や
ら
長
刕
旅
宿
へ
は
し
り
来

り
、
天
王
寺
村
某

な
に
か
し

会
津
之
品
も
の
あ
つ
か
り
居
る
に
相
違
な
し
と
訴

う
つ
と
ふも

の

あ
り
て
、
早
速
冨
川
小
三
郎
か
け
来
り
主あ

る
しを

責
る
に
覚お

ほ
へな

し
ト
云
、
元
ゟ
こ

れ
は
無
き
事
也
、
小
三
郎
こ
ら
へ
か
ね
長
釼
引
ぬ
き
て
あ
る
じ
を
お
ど
ろ
か

す
、
あ
る
し
覚
な
け
れ
ば
た
お
れ
気
を
う
し
な
ふ
、
よ
く
〳
〵
た
ゞ
セ
バ
あ

と
か
た
も
な
き
事
な
れ
バ
是
冨
川
ど
の
運う

ん

の
尽つ

く

る
所
也
、
此
事
家
老
に
聞
ヱ

小
三
郎
乱
心
に
落
、
庄
屋
へ
申
わ
け
ト
世
上
へ
は
ぢ
と
殿
の
顔
清き

よ

め
ん
為
、

小
三
郎
切
腹
と
極き

ま

り
中
寺
町
に
て
自
殺
す
ト
云

長
藩
冨
川
小
三
郎
伝

〽
あ
だ
華
を
手
折
て
我
も
散
り
て
ゆ
く

〔
絵
右
上
〕
長
藩
に
て
五
百
石
、
浪
花
中
寺
町
に
着ち

ゃ
くス

也
、
十
九
才
に
て
強
勇

〔
絵
右
下
〕
其
こ
ろ
此
し
ら
べ
は
薩
長
ゟ
い
た
さ
れ
け
る
〔
絵
左
下
〕
天
王
寺

村
庄
屋

011　尾
刕
鍋
し
ま
長
刕
土
刕
芸
刕
附
而
朝
庭
ノ
御
詞
か
ゝ
り
早
々
京
着ち

や
くあ

つ
て

是
も
別へ

つ

し
て
強こ

う

将
な
り
と
い
ふ
、
会
津
に
か
ゝ
わ
ら
ず
和か

す

之
宮
母
公
あ
る
が

故ゆ
へ

江
戸
に
て
町
ま
わ
り
い
た
さ
れ
け
る
所
、
薩
刕
無む

法ほ
う

を
い
き
ど
お
り
不ふ

和わ

出
羽
庄
内
薩
刕
を
う
ら
む

007 006

009 008

005 004
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の
色
あ
ら
わ
れ
た
り
、
先
京
都
よ
り
御
め
し
な
れ
ば
参さ

ん

内た
い

、
是こ

れ

則
す
な
ハ
ち

和
合
之

し
る
し
な
り
、
庄
内
ハ
会
津
と
一
ツ
に
あ
ら
ず
、
只
東
都
に
て
母ほ

公こ
う

和か
す

ノ
宮

日
光
上
野
ノ
宮
大
切セ

つ

に
東
都
町
ま
わ
り
役
に
て
心
労ろ

う

な
る
所
、
浪ら

う

士し

之
事
ゟ

と
不
和
と
な
る
、
こ
れ

出て

来き

あ
し
く
庄
内
に
利り

あ
る
也
、
後
に
庄
内
城

会
津
に
と
ら
る
ゝ
、
大
坂
蔵
屋
し
き
封ふ

う

印い
ん

付つ
く

〽
薩
刕
と
喧け

ん

嘩く
わ

セ
い
出
羽
武
士
た
ゝ
ず
今
ぞ
生し

や
う

死し

の
酒
井
左
衛
門

〔
絵
右
上
〕
酒
井
左
衛
門
尉
四
十
五
才
、
強
将
也
〔
絵
中
央
〕「
殿と

の

も
仁
有
り
ト

い
へ
と
も
薩
刕
の
法ほ

う

外く
わ
いを

い
き
ど
お
り
合
戦
と
決け

つ

着ち
や
くス

所
ヘ
都
ヨ
リ
勅
命

あ
り
て
閏
四
月
十
五
日
京
都
へ
来
ら
れ
け
る
〔
絵
中
央
下
〕
家
老
牧ま

き

尾を

大
膳

ノ
亮す

け

、
薩
刕
打
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
軍く

ん

略り
や
くヲ

め
ぐ
ら
し
け
る
、
是
智ち

勇ゆ
う

人
也

012　源
頼
朝
武
将
た
る
時
、
京
都
ヨ
リ
頼よ

り

朝と
も

江
差さ

し

添そ
へ

に
付
お
か
れ

〔
マ
マ
〕人

也
、
家
来
に

あ
ら
ず
、
此
人
死し

去き
よ

之
後の

ち

毛
利
と
か
わ
る
、
其
胤た

ね

今
に
き
れ
ず
、
天
正
時し

代た
い

毛
利
勢
イ
つ
よ
く
し
て
兵
庫
ヨ
リ
西
播
刕
一
円ゑ

ん

に
と
り
、
西
長
防
と
り
、
豊と

よ

臣と
ミ

秀
よ
し
と
争あ

ら

そ
ふ
時
ハ
広ひ

ろ

し
ま
が
本
城
な
り
、
和
陸ほ

く

の
印
広
し
ま
秀
よ
し

に
さ
し
上あ

け

、
長
門
を
本
城
と
し
て
引
と
り
け
る
、
こ
れ
に
よ
つ
て
菩ほ

提た
い

所し
よ

ハ

今
に
広
し
ま
に
あ
り
、
一
端た

ん

秀
よ
し
公
と
和
合
な
れ
バ
別
し
て
一
家け

な
り
、

関
ケ
原
合
戦
よ
り
徳
川
に
と
ら
れ
し
を
残さ

ん

念ね
ん

に
お
も
い
く
ら
セ
し
也
、
此
慶

応
乱ら

ん

に
分
ど
り
ハ
秀
よ
し
の
物
と
り
か
へ
セ
し
こ
ゝ
ろ
な
り
、
豊
臣
生い

け

る
気

也
、
中
々
此
国
に
か
ぎ
り
む
ほ
ん
強こ

う

欲よ
く

な
し
、
程ほ

と

な
く
黒こ

く

白ひ
や
く

相
わ
か
る
べ

毛
利
大
膳
太
夫
矦こ

う

心
底て
い

し
、
む
か
し
ヨ
リ
分ふ

ん

ど
り
の
冠く

わ
ん

頭と
う

是
ナ
リ

〽
浪な

に
ハ華

津ツ

も
団だ

ん

子こ

で
命
繋つ

な
ぎけ

り

〔
絵
右
上
〕
家か

系け
い

一
品
安ア

保ホ
ウ

親
王
ヨ
リ
七
世
大
江
太
夫
広
元
ノ
末マ

つ

孫そ
ん

也
〔
絵
中

央
上
〕
大
膳
大
夫
矦
〔
絵
右
下
〕
伏
見
合
戦
ハ
天
領
年ね

ん

貢く

納ヲ
サ

め
し
時
な
れ
ハ

分ふ
ん

ど
り
の
高
し
れ
ず
、
こ
れ
薩
刕
よ
り
ね
た
む
な
り
〔
絵
中
央
下
〕
家
老
宍し

ゝ

戸と

ハ
一
品
親
王
に
付つ

け

人
ナ
リ
、
広
元
公
ヨ
リ
古ふ

る

し
、
今
一
万
千
石
な
れ
ど
も

殿
と
同
座
先
列れ

い

也

013　其
こ
ろ
諸
国
ヨ
リ
会
津
〳
〵
ト
わ
る
口
人
気
あ
し
き
ハ
天
ゟ
人
に
い
わ
す
る

な
れ
ど
も
、
京
都
に
は
ま
い
な
い
ゆ
へ
に
会
津
〳
〵
ト
大
事
に
し
ら
れ
け
る
、

是
大
乱
の
元
な
り
、
か
ね
も
ら
へ
バ
世
の
砕く

た
ける

も
か
ま
わ
ぬ
公く

家げ

ば
か
り
、

善
人
ハ
ミ
な
〳
〵
押ヲ

シ

こ
め
と
な
り
た
も
ふ
、
い
た
わ
し
き
も
の
也
、
是こ

れ

ゆ
へ

都
コ
潰つ

ぶ

れ
ト
な
れ
ど
も
御
所
に
ハ
会
津
ハ
忠
臣
第
一
ト
放は

な

し
た
ま
わ
ず
長
刕

ヲ
憎に

く

む
か
た
ち
な
れ
バ
納

お
さ
ま
りり

つ
か
ず
、
是
い
ま
だ
時し

節セ
つ

来
ら
ざ
る
故ゆ

へ

善
人
ハ

埋う
づ
もれ

悪
人
に
花
咲さ

く

也
、
峠と

う
けあ

れ
バ
麓ふ

も
と

有
ル
ト
程ほ

ど

な
く
黒こ

く

白ひ
や
くわ

か
る
べ
し
ト

下シ
モ

〳
〵
の
目
が
ね
違ち

か

ハ
ぬ
所
な
る
べ
し

〔
絵
右
上
〕
焼
あ
と
へ
か
り
小
家
建タ

テ

し
の
ぐ
也
〔
絵
右
横
〕
下
万
民
慶
応
中ち

う

の

く
る
し
ミ
会
津
〳
〵
と
言い

ゝ
く
ら
す
、
万
民
の
う
ら
ミ
に
て
も
ほ
ろ
び
る
相そ

う

ア
リ

京
中
焼や
き

出た

さ
る
ゝ
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014　同
七
月
廿
二
日
、
是
に
長
刕
か
ゞ
み
い
る
か
と
宝
寺
八
ま
ん
社や

し
ろ

百
性
家や

に

い
た
る
迄
、
軍
勢
さ
し
む
け
焼や

き

つ
く
す
、
こ
れ
に
よ
つ
て
会
津
が
朝ち

や
う

敵て
き

也
、

長
刕
臣
天
王
山
に
て
十
七
人
切
腹
す
る
、
の
ち
に
埋う

す
ミし

所
へ
印し

る
し

建た
つ

、
残
念

さ
ま
と
て
参さ

ん

詣け
い

あ
る
、
会
津
よ
り
と
が
め
る
、
ミ
な
ね
つ
病ひ

や
うに

て
死
す
る
、

そ
れ
ゟ
ま
た
〳
〵
参さ

ん

詣け
い

多ヲ
ヽ

し
、
会
津
評
判
ま
す
〳
〵
わ
る
し
、
此
二
ケ
所
ハ

勅ち
よ
く

願く
わ
ん

所
な
れ
バ
朝
敵
と
は
会
津
を
い
ふ
な
り

〔
絵
右
上
〕
八
ま
ん
宮
焼
る
〔
絵
中
央
上
〕
宝た

か
ら

寺て
ら

や
け
る

会
津
山
崎
ノ
仏
社
ヲ
焼や
く

015　山
口
ノ
城
普
請
成
就
い
た
し
け
る
、
其
地ち

利り

外そ
と

廓く
る
ハ

垪へ
い

の
ま
ハ
り
凡
十
二
里

廿
町
ア
ル
、
垪
ヨ
リ
天
守
マ
テ
二
里
ナ
リ
、
垪
ノ
内
に
は
山
に
て
つ
ゝ
み
其

山
隔へ

だ

て
大
河
ひ
か
へ
た
り
、
大
筒
小
筒
こ
れ
に
并な

ら
べ
軍
用
兵
粮
の
要よ

う

が
い

よ
し
、
万
代
ふ
易
是
な
る
名
城
な
り
、
是
ゆ
へ
何
万
騎き

寄よ
セ

セ
も
大
丈
夫
と
い

ふ〽
東
か
ら
軍

い
く
さ

人
形
の
下し

も

く
だ
し
足あ

し

が
と
れ
た
り
首
が
ぬ
け
た
り 

読よ
ミ

人
し
れ

ず

長
刕
山
口
城
普ふ

請し
ん

す
る

013 012

015 014

011 010
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016　元
治
子
霜
月
、
将
軍
家イ

ヱ

茂モ
チ

公
東
都
に
て
外
国
舩
十
万
両
に
て
た
の
み
、
長
刕

を
責セ

メ

お
と
し
く
れ
と
此
舩
へ
籏ハ

タ

元
軍
勢
沢た

く

山さ
ん

乗の

セ
て
長
府ふ

福
浦
の
湊
よ
り
責セ

メ

、

長
刕
ま
け
て
に
げ
い
だ
す
か
ま
い
と
お
も
ひ
、
舩
ゟ
ミ
な
〳
〵
上
り
責セ

メ

い
ら

ん
と
す
、
十
分
引
よ
セ
皆ミ

な

ご
ろ
し
、
舩
ハ
三
艘ぞ

う

と
ら
れ
是
ふ
ら
ん
す
也
、
大

筒
に
あ
た
り
死し

し
た
る
も
の
ミ
な
元け

ん

服ぶ
く

あ
た
ま
也
、
其
中
に
大
将
壱
人
お
と

し
穴あ

な

に
は
ま
り
た
す
か
る
、
是
大
坂
西
奉
行
に
来
り
し
川
路
左
衛
門
ど
の
也
、

生い
け

と
ら
れ
東ヱ

都ト

へ
し
や
う
こ
人
な
れ
バ
長
刕
に
た
す
け
あ
る
也
ト
い
ふ

〽
団た

ん

子ご

喰く

ヤ
骨ほ

ね

喰く

ふ
と
た
と
へ
有
リ

〔
絵
右
下
〕
姉
小
路
こ
ろ
セ
し
も
会
津
、
仙
洞と

う

御
所
ヘ
鉄
ぽ
う
打う

ち

し
も
会
津
、

是
ミ
な
長
刕
江
ぬ
り
付
朝ち

や
う

て
き
ト
い
ふ
也
、
ミ
な
〳
〵
長
刕
に
と
ら
へ
あ

る
、
こ
れ
ゆ
へ
長
刕
ヲ
京
へ
入
レ
ざ
る
な
り

017　慶
応
元
う
し
二
月
、
武
田
高こ

う

雲う
ん

斎さ
い

追を

イ
し
り
ぞ
け
、
三
月
老
中
二
人
す
ゝ
め

に
よ
り
て
う
か
〳
〵
こ
れ
に
の
り
長
刕
へ
進し

ん

ば
つ
と
い
ゝ
立
江
戸
中
用
金
と

り
あ
げ
け
る
、
尾
張
に
て
い
や
ミ
い
わ
れ
、
膳セ

所ヽ
で
追ヲ

イ
ち
ら
さ
れ
、
京
都

で
し
か
ら
れ
、
大
坂
で
わ
ら
ハ
れ
、
長
刕
に
恐
れ
、
入
用
に
用
金
た
び
〳
〵

申
付
あ
い
そ
つ
か
さ
れ
、
慶
応
寅
七
月
一
ツ
は
し
の
計け

い

略り
や
くに

か
ゝ
り
切
腹

に
て
相あ

い

は
て
、
天
下
慶よ

し

喜ひ
ろ

に
奪う

ハ

ハ
る
ゝ

外
国
人
籏は

た

元
長
刕
に
う
た
る
ゝ

十
四
代
家
茂
将
軍〈
へ
た
か
る
〉

東
都
で
味
噌
名な

古こ

や
で
も
味
噌
膳ゼ

所ヾ
て
ミ
そ
都ミ

や
こで

も
ミ
そ
浪
花
津
て
ミ
そ

〔
題
字
右
横
〕
浪
花
北
新
地
焼
に
生う

ま

れ
た
る
人
に
て
伊
ヨ
最さ

ひ

上
の
子
也
、
丙
午

な
れ
バ
其
気き

質し
つ

荒あ
ら

し
〔
絵
右
上
〕
進
ば
つ
は
徳
川
つ
ぶ
れ
る
瑞す

い

相そ
う

な
り
、
残

念
〳
〵
〔
絵
右
下
〕
将
軍
進
ば
つ
す
ゝ
め
し
は
松
前
白
川
に
あ
ら
ず
、
一
ツ

は
し
会
津
と
な
れ
合あ

ひ

老
中
に
す
ゝ
め
さ
し
、
大
坂
へ
お
び
き
い
だ
セ
し
也

〔
絵
中
央
中
段
〕「
将
軍
ハ
我
レ
進し

ん

ば
つ
あ
ら
バ
西
国
大
名
ハ
ま
ね
か
ず
と
も

来き
た

る
と
こ
ゝ
ろ
へ
て
進
は
つ
す
れ
ど
も
一
人
も
き
た
ら
ず
〔
絵
中
央
下
〕
老

中
松
前
ま
つ
た
く
こ
れ
ら
悪
に
あ
ら
す
〔
絵
左
中
段
〕
是
に
て
両
人
し
く
じ

り
と
な
る
〔
絵
左
下
〕
老
中

会
津

す

018　元
治
元
子
八
月
朔
日
店
び
ら
き
、
朝
ヨ
リ
七
ツ
時
迄
七
十
貫
文
売う

り

上
か
へ
る
、

い
づ
く
の
人
や
ら
し
れ
ず
、
一
日
切き

り
に
て
来
ら
ず
、
是
会
津
に
あ
て
つ
け

て
の
あ
き
な
い
、
京
一
ぱ
ひ
の
評

ひ
や
う

判ハ
ん

と
な
り
此
趣し

ゆ

興こ
う

面を
も

白
し
、
是こ

れ

等ら

会
津
の

む
か
つ
く
売う

り
も
の
也
、
卅
六
文
と
ハ
長
刕
の
智ち

行き
や
う

也
、
一
合
も
け
づ
ら

さ
ぬ
ト
い
ふ
札
付
な
り
、
萩
の
国
百
万
石
に
な
る
吉き

つ

凶き
や
う

祝い
わ

ふ
な
れ
ハ
こ
れ

商あ
き

人う
と

に
あ
ら
ず
と
い
ふ
、
此
時
浪
花
ノ
悪あ

く

セ
つ
を
よ
む

〽
赤
玉
も
き
か
ぬ
時
に
は
き
か
ぬ
も
の
上カ

ミ
ハ
捌さ

ハ

け
ず
下し

も

へ
く
だ
ら
ず

〔
絵
左
上
〕
将
軍
都
ハ
無ふ

首し
ゆ

尾び

進し
ん

発ば
つ

ハ
剛こ

ハ

し
城し

ろ

動う
こ

か
ぬ
故ゆ

へ

お
い
〳
〵
落
書か

き

ア
リ

〔
絵
右
上
〕
京
都
焼や

け

あ
と
へ
店ミ

セ

出
し
買か

い

人て

こ
と
し
、
お
は
ぎ
風
味
よ
ろ

し
三
ツ
百
文
、
此
日
八
十
貫
文
売う

り

上
あ
り
、
是
一
日
か
ぎ
り
〔
絵
品
名
板
〕

京
都
大
坂
の
わ
る
く
ち
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う
ま
い
だ
ん
ご
〔
絵
左
中
段
〕
卅
六
文
一
文
も
ま
け
な
し
〔
絵
巻
物
中
〕

　

一
、
此
度
勝
手
ニ
付
京
都
妻さ

い

の
方
へ
引
と
り
居
申
候
間
、
御
用
之

御
方
様
ハ
御
越
可
被
下
候
、
以
上　

ま
つ
や
平
兵
衛　

各
様
〔
絵
巻
物
解
説
〕

丈た
け

長

大
文も

字
也
〔
絵
右
下
〕
京
都

と
う
り

此
時 

城
の
大

う
し
の 

〔
絵
中
央
下
〕
慶
応
う
し
冬
は
り
か

ミ
は
ん
し
〔
絵
左
下
〕
行ゆ

く

に
ゆ
か

引ひ
く

019　慶
応
元
丑
四
月
、
将
軍
大
坂
ト
な
る
ゟ
城
外
に
木
戸
出
来
る
、
町
内
〳
〵
に

長
刕
考か

ん

者じ
や

強こ
う

勇ゆ
う

木
戸
打う

つ

、
将
軍
お
く
病
も
の
と
う
け
わ
る
し
、
其
上
あ
や
し
き
も
の
と
ら
へ

よ
と
御
触ふ

れ

ま
わ
る
ゟ
此
番
人
何
と
ぞ
手
が
ら
い
た
し
褒ほ

う

美ひ

い
た
ゞ
か
ん
と
思

ふ
時
、
新し

ん

ま
い
こ
し
き
見
付
こ
れ
を
き
び
し
く
吟き

ん

味ミ

す
る
、
こ
じ
き
申
、
わ

れ
ハ
左さ

や
う
の
も
の
に
あ
ら
ず
、
ゆ
る
し
下
さ
れ
と
い
ふ
、
番
人
き
か
ず
腕う

て

を
と
ら
ん
と
す
る
時
、
こ
じ
き
ふ
り
は
な
し
、
番
人
の
首
す
し
つ
か
み
、
帯を

び

に
手
が
か
ゝ
る
と
二
間
ほ
ど
空そ

ら

へ
飛ト

び
、
落を

ち

て
こ
し
ぬ
け
る
、
其
間
に
こ
じ

き
ハ
行
が
た
し
れ
ず
、
町
内
ヨ
リ
こ
れ
を
と
ゞ
く
る
、
そ
れ
よ
り
又
セ
ん
ぎ

き
び
し
く
な
る

初し
よ

手
に
手
出
し
を
セ
ぬ
が
よ
ひ

〔
題
字
右
横
〕
南
舩
場
八
百
ヤ
町
番
人
加
賀
ノ
産さ

ん

に
て
釼け

ん

法ほ
う

よ
く
覚
、
町
内
ノ

019 018

017 016
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う
け
よ
し
〔
絵
右
下
〕
其
こ
ろ
考か

ん

者
入
こ
ミ
い
る
事
其
数
し
れ
ず
、
ミ
な

〳
〵
強
勇
也
〔
絵
中
央
下
〕
長
町
に
て
も
こ
じ
き
に
会
津
の
士
三
人
打
切
ら

れ
死
す
、
常
安
は
し
に
て
も
士さ

む
らイ

川
へ
を
ほ
り
こ
ま
れ
死し

ス

020　慶
応
と
ら
五
月
、
松
山
矦
中
の
関
大
し
ま
を
の
つ
と
り
て
、
広
し
ま
に
集あ

つ
まる

諸
大
名
を
ゑ
ら
そ
ふ
に
ま
ね
き
よ
セ
陣
と
ら
す
、
今こ

宵よ
い

こ
そ
ゆ
る
り
と
休き

う

足そ
く

セ
ん
と
休ヤ

す

ミ
い
る
、
是
長
刕
ヨ
リ
お
び
き
よ
セ
ん
計
略
と
ハ
し
ら
ず
、
酒
の

ミ
寝ね

入
ば
な
丑う

し

ミ
つ
こ
ろ
紀
刕
陣
の
う
し
ろ
の
山
ゟ
川
を
へ
だ
て
ゝ
大
炮ほ

う

飛と
び

来
る
、
此
音
に
目
さ
ま
す
、
ま
た
伊
井
榊
ば
ら
松
山
別
手
籏
元
ミ
な
〳
〵
火

に
な
る
、
死
人
多
し

〔
絵
右
上
〕
雲
刕
街か

い

道と
う　

広
し
ま
道
〔
絵
右
中
段
〕
対
馬
脇
坂
山
か
げ
に
陣
と
る
、

長
刕
と
同と

う

は
ら
也
〔
絵
右
下
〕
此
所
迄
宮
じ
ま
ゟ
三
り
半
あ
り
〔
絵
中
央
上
〕

井
伊
陣
死
人
六
十
人
け
が
人
か
す
し
れ
ず
〔
絵
左
上
〕
榊
原
陣
死
人
卅
八
人

同
〔
絵
中
央
下
〕
も
れ
た
る
人
ハ
広
し
ま
へ
に
げ
こ
み
ま
た
〳
〵
ほ
り
出
さ

る
ゝ

021　辰
正
月
三
日
、
会
津
京
都
へ
入
ら
ん
と
す
る
、
薩
刕
い
れ
ま
じ
と
あ
ら
そ
ふ
、

会
津
町
家
へ
大
筒
は
な
す
、
大
火
と
な
り
人
死し

ニ

多ヲ
ヽ

し
、
会
津
は
平
人
打
事
是

長
刕
小ヲ

瀬セ

川
合
戦
六
陣
焼や

く

山
ざ
き
伏
見
淀
鳥
羽
合
戦
大
変へ
ん

人
情し

や
うな

き
男
也
、
大
名
と
は
言い

ゝ

が
た
し
、
こ
れ
鬼ヲ

ニ

也
、
よ
つ
て
お
も
ふ
事

成
就
な
ら
ず
、
長
刕
町
人
ヲ
あ
わ
れ
ミ
給
ふ
ゆ
へ
思
ふ
事
何
に
よ
ら
ず
叶
ふ

ト
い
ふ
也
、
此
時
北
東
風
と
か
わ
り
会
津
ゟ
大
筒
卅
六
発ば

つ

放
セ
と
も
三
ば
つ

ゟ
き
か
す
、
薩
刕
ゟ
十
五
放ハ

ナ

す
、
是
五
十
発ば

つ

に
も
こ
た
ふ
る
、
是
神
罪ハ

ツ

也

〔
絵
右
上
〕
会
津
悪あ

く

と
う
な
る
生う

ま

れ
つ
き
な
り
〔
絵
右
下
〕
伏
見
は
し
本
淀
の

町
家
、
あ
わ
て
死し

す
事
其
人
数
相
わ
か
ら
ず
、
是
ミ
な
会
津
ヲ
う
ら
み
い
る

也022　会
津
欲
道
に
ま
よ
い
修し

ゆ

羅ら

道
へ
お
ち
て
お
い
ま
く
ら
れ
、
餓
餽
道
へ
に
げ
こ

み
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
鬼
に
責セ

め

ら
れ
、
行ゆ

き

所
な
く
し
て
今
我わ

れ

一
人
に
罪つ

ミ

を
大
あ

び
地
ご
く
へ
お
ち
く
る
し
む
、
こ
れ
は
長な

か

々
諸
国
を
く
る
し
め
し
む
く
ひ
来き

た

り
て
我
レ
を
く
る
し
む
と
い
へ
ど
も
中
々
さ
ん
げ
す
る
心
な
し
、
か
へ
つ
て

今
利り

く
つ
ば
り

〔
絵
右
上
〕
東
堂
大
は
し
焼
お
と
す
〔
絵
左
中
段
〕
○
淀
家
老
降こ

う

参さ
ん

に
て
城
た

す
か
る
也
〔
絵
中
〕
長
刕　
柳
谷

023　同
廿
七
日
暮く

れ

方
よ
り
螺ほ

ら

吹
音
す
る
、
何
事
や
ら
ん
と
長
家
中
出
て
聞
と
こ
ろ

井
戸
の
底そ

こ

な
り
、
人
々
恐
れ
に
け
出
す
、
此
一
町
四
方
の
そ
う
ど
ふ
大
変
な

〈
薩
刕
会
津
〉
伏
見
〈
淀
鳥
羽
〉
山
崎
大
合
戦

農
人
ば
し
谷
町
井
戸
凶
変
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り
、
程
な
く
清セ

い

水す
い

吹
上
り
て
や
む
事
な
し
、
初し

よ

夜や

に
は
井
戸
鳴ナ

リ

止
ミ
常
躰て

い

也

024　閏
四
月
ヨ
リ
四
十
日
ノ
間
、
外
国
む
か
し
よ
り
お
ぼ
へ
ぬ
大
変
也
、
大
雨
地し

震し
ん

雷か
ミ
なり

津つ

波な
ミ

、
此
た
ぐ
ひ
ハ
無
キ
所
な
リ
、
此
近
年
日
本
を
お
か
セ
し
あ

た
人
、
日
本
の
神か

ミ

々
外
国
江
渡わ

た

り
荒あ

ら

し
た
も
ふ
ト
い
ふ

〔
題
字
下
〕
閏
四
月
上
旬
ヨ
リ
五
月
中
旬
マ
テ
雨
ふ
る
ト
云
〔
絵
左
上
〕
仏
蘭 

亜
〈
ど
ろ
□
る
〉　

廿
日
の
間
泥ド

ロ

ふ
り
て
家
う
づ
も
れ
、
水
と
ち
が
い
て
難
義

な
が
し
〔
絵
右
下
〕
英い

吉き

利リ

亜ス　

閏
四
月
ヨ
リ
地
よ
り
火
も
へ
出
、
こ
と
〳
〵

外
国
天
罪
に
て
損そ
ん

ず

く
家
や
け
る
と
い
ふ
、
ミ
な
日
本
の
神
ば
つ
也
〔
絵
左
下
〕
北
亜ア

墨メ

利リ

伽カ　

五

月
之
間
日
ノ
て
り
な
し
、
く
ら
や
ミ
ミ
な
〳
〵
目
を
ま
わ
す
也
、
日に

ち

輪り
ん

て
ら

し
給
ふ
よ
り
津つ

波な
ミ

お
こ
り
家
な
し

025　五
月
十
四
日
よ
り
入
梅
ナ
リ
、
此
時
年ね

ン

数ス
ウ

来
リ
テ
上
元
ノ
世
ノ
か
ゝ
り
な
れ

ば
人
ノ
心
悪
鬼
の
ご
と
し
、
二
百
五
十
年
ノ
大
水
年
忌
ト
河
刕
住し

連め

野
切き

れ

の

六
十
一
年
、
米
屋
こ
ぼ
ち
の
三
廻く

わ
い

忌き

、
神
国
に
あ
り
な
が
ら
信し

ん

薄う
す

し
、
よ

つ
て
神
罪
に
う
た
が
い
な
し
、
此
た
び
切
ル
所
は
河
内
に
て
五
ケ
所
、
北
在

四
丈
六
尺
高
水
平
均き
ん

025 024

021 020

023 022
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別へ

府ふ

鳥
飼
一
円
の
白
海
ナ
リ
、
板
鹿か

野の

切
て
中
じ
ま
白
海
、
瑞
光
寺
家
根
ま

て
水
ナ
リ
、
海
老
江
切
ル
、
福
し
ま
堂
じ
ま
小
ば
し
ゟ
切
、
野
田
浦
江
曽
根

崎
北
野
白
海
也
、
堺
大
和
は
し
切
ル
、
安
立
町
瓜う

り

野
家
た
お
る
ゝ
、
勝
間
木

津
な
ん
ば
高
水
也
、
国
々
迄
辰
と
し
入
梅
の
雨
は
げ
し
き
故
堤
切
レ
ル
、
七

月
ノ
雨
に
て
ま
た
〳
〵
先
に
切
れ
し
在
所
、
ま
た
〳
〵
切
レ
ル
、
二
度
の
く

る
し
ミ
な
り

〔
題
字
下
〕
紀
刕
湯
浅
田
辺
二
丈
四
尺
也
、
会
津
山
わ
れ
る
、
人
死
多
し
〔
各

船
登
旗
〕
施
行　
せ
き
や
う　
せ
ぎ
や
う

026　同
五
月
廿
三
日
、
水
最さ

い

中
老
人
灘
ノ
酒
ヤ
に
来
リ
、
上
酒
ヲ
好
ミ
壱
升
徳
利

に
五
升
求モ

ト

メ
か
へ
り
け
る
、
あ
る
じ
申
ハ
是
流り

う

行こ
う

の
切
支
丹
ナ
リ
、
神こ

う

戸へ

交

易
場
へ
か
へ
る
也
、
男
二
人
見
へ
が
く
れ
に
跡
を
付
さ
す
所
左
ハ
な
く
し
て

尼
ヶ
崎
へ
か
へ
り
、
濤ハ

波ト

に
向
ひ
拍
手
打
、
龍
神
祈い

の

る
て
い
也
、
そ
れ
よ
り

右
之
徳
利
十
町
計
沖
へ
な
げ
る
、
徳
利
ハ
波な

ミ

の
上
に
浮
キ
ア
リ
、
ミ
な
〳
〵

是
に
目
を
と
め
る
内
老
人
ヲ
う
し
な
い
け
る

027　芸
刕
若わ

か

と
の
新
帝
浪
花
へ
入
た
も
ふ
其
後
に
て
死し

去き
よ

あ
る
也
、
細
川
片か

ん
ち目

に

て
強こ

う

勇ゆ
う

、
大
殿
ノ
舎し

や

弟て
い

也
、
新
帝
浪
花
よ
り
都
入
之
時
ヨ
リ
病
気
に
て
送
り

灘
尼
ヶ
崎
不ふ

思し

儀き
〔
マ
マ
〕

外
国
の
邪し
や

法
日
本
に
禍わ
さ
ハひ
す

給
ふ
事
な
く
死
去
あ
る
事
、
是こ

れ

等ら

皆ミ
な

々
亜ア

ヘ
ン
田
葉
粉
の
毒と

く

気き

ま
わ
り
殺こ

ろ

す

事
日
本
に
沢た

く

山
あ
り
、
此
た
め
し
あ
れ
は
大
坂
へ
触ふ

れ

出
る
也
、
此
悪あ

く

徒と

ど
も

天あ
ま

草く
さ

に
て
四
千
人
と
ら
へ
多
勢
な
れ
は
大
名
〳
〵
割わ

り

付
に
て
御
あ
づ
か
り
ト

成
ル
、
此
異い

物
ハ
外
国
ゟ
譲ゆ

づ

り
受う

け

る
也
、
譲ゆ

つ

り
し
国
白
状
に
お
よ
ぶ
、
そ
れ

ゆ
へ
用も

ち

ひ
し
異い

人
も
土
刕
岡
山
芸
刕
細
川
痛い

た

ミ
と
成な

る

、
異
国
人
大
事
に
い
た

セ
し
ゟ
長
刕
騎き

兵へ
い

た
い
毛
利
ヲ
見
か
ぎ
り
皆ミ

な

々
会
津
へ
味
方
セ
ん
と
立た

ち

こ
へ

け
る
、
毛
利
殿
父
と
か
わ
り
異
人
打
と
ら
ん
ト
帰き

国こ
く

セ
ら
れ
け
る

〔
題
字
下
〕
切
支
丹
〈
北
国
紀
刕
〉
天
草
に
流
行
ト
い
ふ
〔
絵
左
上
〕
ア
ヘ
ン

田
葉
粉
ニ
テ
誓セ

い

去き
よ

ア
ル
〔
絵
左
下
〕
外
国
悪
徒
ど
も

028　五
月
ヨ
リ
薩
長
会
津
へ
勢セ

イ
操く

り

出
し
大
坂
政
事
う
す
く
な
る
時
、
ま
た
〳
〵

悪あ
く

徒と

出い
て

て
往
来
の
人
は
ぎ
と
り
の
賊そ

く

多ヲ
ヽ

し
、
人
気
あ
し
く
、
両
替
の
欲よ

く

心し
ん

よ

り
銭
金
の
と
り
引
乱ら

ん

ぼ
う
も
政
事
な
し
、
日
暮く

れ

よ
り
往
来
す
く
な
し
、
京
都

ハ
豊ゆ

た
かな

り
と
い
ふ
、
五
月
十
二
日
、
入つ

梅ゆ

の
雨あ

め

は
げ
し
く
在さ

い

々
や
ゝ
も
す
れ

バ
堤

つ
ゝ
ミ

切き
れ

ん
と
す
、
鐘か

ね

太
鼓こ

の
音お

と

村
々
集あ

つ
め

る
事
寝ね

る
も
の
な
し
、
雨
ハ
ま
す

〳
〵
降ふ

る
事
登の

ほ

り
つ
く
如
し

029　五
月
節
句
後
ゟ
大
坂
大
名
藩ハ

ン

中
東
へ
勢
く
り
出
し
も
有ア

リ

、
国
へ
引
と
り
も
有
、

陽や
う

中
の
陰い
ん

会
津
の
お
し
が
り
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大
坂
町
〳
〵
ニ
侍

さ
む
ら
いす

く
な
し
、
町
ま
わ
り
も
お
こ
た
る
、
此
時
ヨ
リ
昼は

く

中
に

浪
士
入
来
り
て
、
我
ハ
会
津
也
、
主し

ゆ
う

命め
い

に
て
大
坂
へ
来
り
路ろ

用
切
ら
セ
し
也
、

百
両
計
り
借
用
下
さ
れ
、
帰
ら
ハ
直
さ
ま
返
済
す
る
也
ト
無
利
に
出
さ
セ
け

る
、
左
な
く
バ
打う

ち

切き

ら
ん
勢
イ
也
、
是
に
お
そ
れ
大
金
い
だ
し
帰
し
け
る
所

数
多
ア
リ

〔
絵
中
央
下
〕
岸
和
田
郡
山
町
ま
わ
り
お
こ
た
り
を
考
盗
中
の
強
盗
是
な
り

030　三
月
以
来
宿や

と

い
た
セ
し
賃ち

ん

と
ゝ
こ
を
り
其
上
取
か
へ
も
の
有ア

リ

、
交
易
場
へ
か

兵
庫
切
戸
町
唐
人
こ
ろ
し

へ
り
払は

ら
いな

し
、
再さ

い

度と

さ
い
そ
く
い
た
セ
ど
も
か
へ
つ
て
な
じ
る
、
正
直
な
る

男
も
い
よ
〳
〵
か
ん
に
ん
な
ら
ず
兵
庫
へ
来
ら
バ
目
に
も
の
見
セ
ん
と
ま
つ

也
、
は
か
ら
ず
神か

う

戸べ

よ
り
来き

た

る
、
ま
た
〳
〵
さ
い
そ
く
す
れ
バ
覚
な
し
と
い

ふ
、
そ
バ
な
る
斧お

の

を
と
る
ゟ
は
や
く
頬つ

ら
打う

た

ん
ト
す
、
は
づ
れ
て
あ
た
ま
鍋

ぶ
た
の
こ
と
く
か
け
て
飛と

ぶ
、
咽の

と

笛
打
て
と
ゞ
め
さ
す
、
そ
れ
よ
り
女
房
と

末ば
つ

子
連つ

れ

ち
く
て
ん
し
て
行
方
い
ま
だ
わ
か
ら
ず
、
諸
国
江
人
相そ

う

書か
き

出
し
長な

か

ノ

お
た
づ
ね
ト
成
ル
、
是
土
佐
ノ
国
へ
落
る
ト
云
、
異
人
に
さ
ま
た
げ
い
た
す

者
朝
敵
同
様
ト
触ふ

れ

有
ル
、
其
中
に
て
異
人
こ
ろ
し
ハ
是
日
本
ノ
強こ

う

勇
ト
ス

〔
絵
右
上
〕
大
工
に
て
作さ

く

料り
や
うノ

外
に
取
か
へ
も
の
鉄
ぽ
う
い
か
れ
其
意い

趣し
ゆ

か

へ
し
也
〔
絵
右
下
〕
同
し
日
本
に
あ
り
て
も
異
人
こ
れ
を
し
ら
ね
バ
訴
人
す

027 026

030 028
 029
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る
も
の
な
し
〔
絵
中
央
下
〕
異い

人
あ
た
ま
か
け
て
と
れ
る
、
と
ゞ
め
も
此
さ

ま
也

031　諸
藩ハ

ン

中
申
合
セ
隠
居
セ
し
備
前
守
殿
に
付
、
此
殿
に
従し

た

が
わ
ぬ
也
、
家
中
ミ

な
〳
〵
い
ん
き
よ
い
た
し
、
二
男
三
男
出い

た

さ
ん
と
一
国
動と

う

乱ら
ん

ス
、
是
ゆ
へ
当

殿
は
我
カ
家
来
連つ

れ

上
京
い
た
さ
れ
御
心し

ん

労ら
う

な
り
、
是
一
万
石
を
あ
な
ど
り
信

濃
矦
に
ハ
付つ

か
ず
、
此
備
前
守
殿
強
将
と
い
へ
ど
も
一
ツ
は
し
か
く
成
り
行

を
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
へ
朝ち

や
うよ

り
御
う
た
が
い
に
て
隠
居
い
た
さ
れ

け
る
、
家
中
此
人
に
付
て
当
殿
に
つ
か
さ
れ
ば
朝
よ
り
御
う
た
が
い
倍は

い

増ぞ
う

す
、

一
国
ノ
い
た
み
と
な
る
事
し
ら
ざ
る
也
、
因
刕
に
も
一
ツ
は
し
縁
者
た
れ
ハ

隠
居
す
る
也
、
伯ハ

く

刕
ゟ
当
殿
す
わ
り
十
四
才
也
、
水
戸
兄
弟
内
ミ
な
〳
〵
若

い
ん
き
よ
申
付
ら
る
ゝ

〔
題
字
下
〕
分
家
池
田
信
濃
守
一
万
石
也
、
此
た
び
相
読
す
る
、
卅
二
才
ト
云

〔
絵
各
人
横
〕
瀧
川
監
物
八
千
石　

伊
木
若
狭
三
万
五
千
石　

池
田
伊
賀
一
万

五
千
石　

池
田
出
雲
二
万
石　

池
田
弁
之
進
一
万
石
〔
絵
中
央
〕「
五
千
石
以

上
ヨ
リ
百
石
足
が
る
迄
直し

き

参さ
ん

ノ
者
壱
人
も
こ
と
バ
違ち

か

ハ
ず
当
殿
ヲ
は
び
か
ん

と
す
る
也　
「
こ
れ
ら
則

す
な
ハ
ち

国こ
く

乱ら
ん

の
も
と
ひ
な
る
べ
し

岡
山
代
替か
ハ

り
諸
士
も
め
る

032　
〔
無
題
〕

肥
前
御
女
中
方
国
江
引
と
り
に
て
東ヱ

都ト

ヨ
リ
浪
花
下
り
賑に

き

わ
し
く
買
物
に
て

若
と
う
小
者も

の

連つ
れ

る
計
豊ゆ

た
か

也
、
会
津
申
け
る
ハ
西
国こ

く

大
名
い
か
程
責セ

メ

来き
た

る
共

相
人て

に
な
ら
ず
、
憎に

く

キ
ハ
東
国
大
名
ど
も
な
り
、
こ
と
〴
〵
く
落ヲ

ト

し
て
ま
わ

り
東
国
ノ
主ぬ

し

ト
な
る
べ
し
ト
堅か

と

ふ
成ナ

り
い
る
也
、
そ
れ
ゆ
へ
東
堂
井
伊
大
垣
、

裏う
ら

が
へ
り
し
大
名
ヲ
に
く
ミ
い
る
ト
い
ふ
、
こ
れ
に
ま
じ
り
芸
刕
肥
前
薩
土

長
ヨ
リ
勢セ

い

く
り
出た

し
、
井
伊
大
垣
に
ま
じ
り
て
た
す
け
た
も
ふ
也

〔
絵
右
下
〕
東
シ
合
戦
に
会
津
大
将
分
ノ
首
三
つ
、
壬
生
浪
士
悪
浪
士
ノ
首
十

六
、
都
へ
戻
る
、
皆
こ
れ
強
勇
ノ
者
也
、
長
刕
藩ハ

ン

ゟ
送
る
ト
云
、
細
川
ヨ
リ

実し
つ

検け
ん

ナ
リ
〔
絵
左
中
段
〕
閏
四
月
廿
二
日
、
浪
花
庄
内
蔵
屋
鋪
封ふ

う

印い
ん

付
ト
な

る
、
是
レ
細
川
矦こ

う

ヨ
リ
庄
内
と
申
合
セ
、
浪
花
へ
入
こ
む
会
津
の
考か

ん

者し
や

に
見

セ
ん
計
略
な
り
と
の
噂う

ハ
さも

有ア

ル
べ
し

033　閏
四
月
十
五
日
、
会
津
庄
内
江
押ヲ

シ

寄ヨ
セ

、
庄
内
城
と
ら
れ
殿
ハ
外
江
移う

つ

リ
明
わ

た
す
、
此
城
ヲ
出で

丸
と
し
て
会
津
堅か

た

メ
る
時
は
盤は

ん

石し
や
くの

如
く
也
、
そ
れ
ゆ

へ
長
薩
広
土
是
に
あ
た
ら
ん
ト
す
る
時
、
大
垣か

き

薩
土
長
に
む
か
い
戦た

ゝ
かふ

、
大

垣
敗は

い

ぼ
く
し
て
庄
内
城
江
に
げ
入
て
加
勢セ

い

乞こ

ふ
、
其
時
城
内
ヨ
リ
会
津
忍ヲ

シ

大

田
喜
薩
長
軍
に
む
か
ふ
、
合
戦
最さ

い

中ち
う

大
垣
ハ
庄
内
城
に
火
を
放は

な

し
焼
立
、
会

津
の
後う

し
ろ
ゟ
大
軍
に
て
は
さ
む
、
軍い

く
さ

敗や
ぶ

れ
る
、
中
々
大
垣
の
は
た
ら
き
ゟ
い

大
垣
庄
内
ヲ
焼や
き

討う
ち

す
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よ
〳
〵
会
津
よ
わ
り
降こ

う

参さ
ん

ノ
噂
高
し
、
和か

ず

の
宮
ハ
田
安
に
入
給
ふ
、
母ほ

公こ
う

貞て
い

昌し
や
う

院
ハ
本
丸
に
て
尾
刕
こ
れ
を
守し

ゆ

護ご

す
、
一
ツ
は
し
ハ
水
戸
に
入
ト
云
、

東ヱ

都ト

ハ
是
に
て
納ヲ

サ
マる

也
、
是
ミ
な
談た

ん

合こ
う

也

034　閏
四
月
十
五
日
、
御
墨
附
頂ち

や
う

戴た
い

い
た
し
親ヲ

ヤ

殿ト
ノ

と
引
か
わ
り
御
所
江
参さ

ん

内た
い

御

礼
也　
「
此
前
日
筑
前
モ
下
ら
れ
け
る
、
東
都
蒸し

や
う

気き

舩
に
て
立
去さ

り
し
籏
本

一
万
騎き

寄よ
セ

来き
た

ら
ん
も
は
か
り
か
た
し
と
国
の
堅か

た

め
に
帰
国
也
、
江
戸
本
丸
ハ

尾
刕
在ざ

い

城じ
や
うな

り
、
加
奈
川
ハ
鍋
し
ま
矦こ

う

堅か
た

め
た
も
ふ
、
関
東
ハ
和
順し

ゆ
ん

ト
云
、

朝
庭
ヨ
リ
百
五
十
万
石
墨
附
也

今
会
津
ト
退た

い

出し
ゆ
つセ

し
籏ハ

タ

本
而の

已ミ

に
て
外
に
う
れ
い
な
し
、
程
な
く
亡ほ

ろ

ぶ
る

色
あ
ら
わ
れ
た
り
、
会
津
勢
越ヱ

チ

後コ

新に
い

潟か
た

江
追ヲ

イ
ち
ら
さ
れ
越ヱ

チ

後コ

ノ
国
ハ
走そ

う

動と
ふ

ス
、
此
時
肥
前
芸
刕
勢
三
千
人
宛ツ

ヽ

操く

り
出
し
給
ふ
、
土
刕
長
刕
も
同

お
な
し
く

勢
イ

出
し
け
る
、
父
ノ
殿
ハ
上
京
引
か
ハ
り
た
も
ふ
也
、
此
時
東
都
ヨ
リ
蒸
気
舩

に
て
乗の

り
出
セ
し
籏ハ

タ

元
九
刕
乗の

り

ま
わ
る
ヨ
リ
西
大
名
ミ
な
〳
〵
下
り
た
も
ふ

也
、

〽
熊く

ま

の
膽い

は
に
が
し
砂さ

糖と
う

ハ
甘あ

ま

た
る
し
鰹か

つ
ほハ

堅か
た

し
ま
だ
も
牡ほ

丹た

餅も
ち

〔
絵
上
〕
宍し

ゝ

戸と

矦こ
う

〔
絵
右
下
〕〈
毛
利
長
門
守
毛
利
淡
路
守
〉
両
矦
下く

た

り
諸
国

人
気
直
り
し
所
父
大
膳
大
夫
矦
に
申
上
嬉よ

ろ
こび

を
伝
へ
た
も
ふ
也
〔
絵
左
下
〕

砂
持
町
中
の
人
ン
気
申
上
け
る

032 031

034 033
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035　慶
応
元
う
し
五
月
ヨ
リ
水
戸
矦こ

う

行
方
し
れ
ず
な
る
、
同と

う

勢セ
い

五
十
人
計ハ

カ
リに

て
亜ア

墨メ

利リ

伽カ

江
着ち

や
くい

た
さ
れ
け
る
、
そ
れ
ゟ
仏ふ

ら
ん
す

蘭
亜
大
小
ノ
国
々
廻め

く

り
利り

害か
い

を
も

つ
て
な
づ
け
、
今
ド
ロ
ン
ス
国こ

く

ノ
皇ヲ

ヽ

と
成
り
下し

も

を
よ
く
い
た
わ
る
也
ト
云
、

日
本
に
て
会
津
朝ち

や
う

敵て
き

と
な
り
た
る
事
聞き

く

よ
り
直す

く

さ
ま
軍く

ん

舩セ
ん

い
だ
し
何
故ゆ

へ

朝

敵
な
る
ヤ
但
し
た
る
上
味
方
す
べ
し
と
会
津
江
書し

よ

を
送ヲ

ク

る
、
是
外
国
に
い
な

が
ら
会
津
に
勢

い
き
を
い

付
る
也
、
今
伊
達
預
り
と
成
、
軍
し
づ
ま
り
有ア

ル

と
い
へ
ど

も
悪ハ

る

か
し
こ
き
会
津
な
れ
バ
気
を
ゆ
る
す
事
相
な
ら
ず
、
新
帝
に
は
会
津
ハ

亡ほ
ろ

ぼ
す
へ
し
と
怒い

か

り
給
ふ
と
い
ふ
、
其
内
仙
台
ヨ
リ
会
津
連つ

れ

参
内
の
噂う

ハ
さも

有あ
る

也
、
申
開
ら
き
の
す
し
も
あ
る
よ
し
也

〔
題
字
下
〕
ド
ロ
ン
ス
に
て
軍

評
義
ま
ち
〳
〵
也
〔
絵
中
央
〕
水
戸
少

将
と
の
外
国
に
住し

ゆ

居き
よ

ス
〔
絵
下
〕
是
水
戸
嫡
男
一
ツ
は
し
ノ
兄ア

ニ

也
、
元
治
ヨ

リ
慶
応
元
二
月
ま
て
隠
居
死し

去き
よ

後ご

、
武
田
高
雲
斎
田
丸
主
水
に
責セ

メ

ら
れ
あ
や

う
き
時
、
先
将
軍
に
た
す
け
ら
れ
江
戸
へ
引
と
ら
れ
し
恩ヲ

ン

に
て
徳
川
の
か
た

も
つ
也
、
高
雲
ハ
長
刕
に
あ
れ
ハ
是
敵
の
根こ

ん

元
也
〔
絵
左
上
〕
会
津
ノ
国
江

毛
利　
　

様
二
百
人
同
勢
に
て
入
こ
み
応ヲ

ヽ

対タ
イ

最さ
い

中
也
ト
云

036　同
正
月
、
騎き

兵へ
い

隊た
い

に
責セ

メ

付
ら
れ
降
参
し
て
城
ハ
都
ノ
御
意い

く
だ
る
迄
芸
刕
ヨ

リ
留
主
居
入
レ
有
也
、
此
時
福
山
ヨ
リ
芸
刕
の
若
君
十
才
な
る
を
所
望も

う

す
る
、

水
戸
矦
ド
ロ
ン
ス
国
ヨ
リ
会
津
に
味
方
ス

〔
マ
マ
〕

福
山
矦こ
う

毛け

を
吹ふ
ひ

て
疵き
つ

求も
と

む
る

し
か
ら
ば
落ら

く

着し
や
くの

後
談
合
す
べ
し
と
申
セ
ど
も
、
し
き
り
に
家
老
三
人
来き

た

り
て
決け

つ

着ち
や
くの

日
を
定さ

た

メ
ん
ト
入
来
る
、
三
人
之
内
壱
人
会
津
の
老ら

う

臣し
ん

と
い

ふ
事
見
ら
る
ゝ
、
家
老
典
膳
智
勇
な
れ
バ
返へ

ん

答と
う

に
福
山
矦
江
進
上
す
る
と
も

会
津
と
ハ
取と

り

引
ハ
い
た
さ
ず
と
ト
云い

ゝ

は
な
す
、
三
人
赤セ

キ

面め
ん

し
て
退た

い

出し
ゆ
つい

た

し
け
る

〔
題
字
下
〕
芸
刕
へ
跡
目
を
乞こ

ひ
味
噌
つ
け
る
〔
絵
左
上
〕
会
津
と
な
れ
合あ

ひ

し

と
見
ら
れ
、
後
ニ
福
山
落
城
を
引
出い

た

さ
れ
た
り
〔
絵
各
人
横
〕
芸
刕
家
老
荒

尾
典
膳
一
万
五
千
石
強
勇　

福
山
家
老
海う

ん

野ノ

善
左
衛
門
七
千
石
智
者　

同
林

主も
ん
と水

五
千
石
勇
臣　

会
津
老
臣
堀
内
左さ

司し

馬ま

強
勇

037　閏
四
月
上
旬
ヨ
リ
甲
刕
へ
く
り
出
し
乱
ぼ
う
、
十
三
日
信
刕
小
大
名
に
あ
た

り
味
方
に
セ
ん
た
く
み
也
、
松　

城
主
会
津
に
向
ひ
戦
ふ
所
へ
東
藤
来
れ
ど

も
両
勢
と
も
敗は

い

走そ
う

ト
見
へ
た
る
所
、
大
垣
来
り
て
こ
れ
を
お
さ
ゆ
る
ト
い
へ

ど
も
大
勢
な
れ
バ
む
つ
か
し
く
見
へ
た
る
所
、
井い

伊ゝ
う
し
ろ
ゟ
揉も

ミ
た
つ
る
、

会
津
勢
よ
わ
り
た
る
所
、
横よ

こ

間あ
い

よ
り
長
刕
ノ
籏は

た

お
し
立
責セ

め

来
る
、
左
リ
ゟ
薩

刕
芸
刕
土
刕
大た

い

勢セ
い

と
な
る
、
是
ヨ
リ
井
伊
大
垣
の
は
た
ら
き
つ
よ
し
と
い
ふ
、

大
勢
打う

ち

と
り
分ふ

ん

取と
り

、
越
後
新に

い

潟か
た

へ
に
げ
こ
む
、
新に

い

が
た
ゟ
早
打
お
い
〳
〵
都

へ
来く

る
と
い
ふ
、
会
津
味
方
四
万
余
の
勢
ハ
姫
路
若
刕
桑
名
籏ハ

タ

本
其
外
浪
士

沢
山
ト
申
也
、
武
刕
忍ヲ

シ

上か
ず
さ総

大
田
喜
東
都
乱
ぼ
う
セ
し
集ア

ツ
マり

、
浪
士
其
内
に

壬ミ

生ふ

も
ま
じ
り
い
る
也
、
榊さ

か
きば

ら
案
内
し
て
八
百
人
打
と
る
ト
い
ふ

信
刕
に
て
会
津
〈
四
万
二
千
の
〉
勢
敗
軍
ス

〔
マ
マ
〕
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〔
絵
左
横
〕
会
津
勢
わ
が
仕
か
け
置を

き

し
大
筒
に
か
ゝ
り
死
人
多
し
、
こ
れ
天
ば

つ
也

038　閏
四
月
、
奥
刕
へ
勅
使
立
た
も
ふ
、
是
生い

け

と
り
朝
敵
と
有
上
ハ
何
日
月
ノ
籏ハ

た

に
恐を

そ

れ
あ
ら
ん
、
再さ

い

度と

の
勅
使
来
ら
バ
是
も
生い

け

ど
ら
ん
勢

い
き
を
いな

り
、
や
け
ご
し

す
へ
て
乱ら

ん

ぼ
う
也
、
今
信し

ん

刕
飯い

ゝ

田た

あ
ぶ
な
し
と
早
打
都
へ
来
る
事
櫛く

し

の
波は

を

ひ
く
が
ご
と
く
也
、
是
ゆ
へ
大
坂
着ち

や
くの

士
一
人
も
残
ら
ず
上
京
す
る
、
会

津
壱
人
に
て
日
本
く
つ
が
へ
す
也
、
籏
元
二
万
騎
会
津
に
組
す
る
也
、
姫
路

会
津
甲
刕
を
下
り
信
刕
飯
田
ヲ
ね
ら
ふ

も
東ヱ

都
ヨ
リ
会
津
に
付つ

く

ト
云
、
桑
名
も
加く

わ

わ
る
、
官く

わ
ん

軍ぐ
ん

と
し
て
井
伊
大
垣

手
が
ら
多ヲ

ヽ

し
と
云
、
東
藤
も
向
ふ
、
長
刕
手て

が
ら
多
し
、
同
十
二
日
官
軍
と

し
て
荒ア

ラ

手
先
陣
と
登の

ほ

ら
れ
け
る
、
仙
台
口
ゟ
細
川
先
陣
と
し
て
柳
川
後
陣
に

て
押お

し

出
し
給
ふ
、
何
ケ
年
に
て
も
兵
ら
う
仙
台
ゟ
送を

く

ら
ん
ト
義き

定し
や
う

也

〔
絵
右
横
〕
松
本
城
、
諏す

訪ハ

城
〔
絵
下
〕
甲か

う

刕
に
て
薩
刕
長
刕
分ふ

ん

ど
り
多
く
あ

る
、
籏
元
長
刕
に
首
と
ら
る
ゝ
集
り
勢
な
れ
は
越
後
ノ
国
新
潟
江
追ヲ

イ
ち
ら

さ
る
ゝ

036 035

038 037
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039　閏
四
月
九
日
ゟ
堂
し
ま
米
市
場
紙
屋
中
北
新
地
長
刕
ヨ
リ
御
た
の
み
あ
り
て

ざ
こ
ば
お
い
〳
〵
は
づ
ミ
賑に

き
わひ

也
、
若
殿と

の

太た
い

融ゆ
う

寺じ

に
て
御
上
覧ら

ん

あ
る
と
て
ミ

な
〳
〵
是
へ
粧よ

そ
をひ

出
る
、
道
す
じ
長な

か

け
れ
バ
見
物
人
山
の
ご
と
く
、
長
刕
之

事
な
れ
バ
我わ

れ

へ
と
こ
し
ら
へ
出
る
者も

の

多
し
、
長
刕
矦こ

う

浪
花
に
て
人
気
も
か
り

た
も
ふ
故ゆ

へ

浪
花
へ
英ゑ

い

気き

持も
た

セ
軍
評
定
わ
す
れ
さ
セ
ん
が
為
砂
持
は
し
め
け
る

と
い
ふ
、
是
智
勇
な
る
大
将
に
て
軍ぐ

ん

略り
や
くぬ

け
目
な
し
、
此
中
に
籏ハ

タ

元
一
万

騎ぎ

余
分
と
り
の
蒸
気
舩
に
打う

ち

の
り
江
戸
の
り
出
し
行
方
し
れ
ず
、
い
つ
れ
に

て
わ
ざ
ハ
ひ
あ
ら
ん
も
し
れ
ず
と
京
都
よ
り
帰
国
の
大
名
も
有
り
、
東
へ
軍

勢
く
り
出
す
も
あ
る
也

〽
長
門
屋
の
灸や

い
とが

利き
い

て
腰こ

し

延の

バ
し

〔
絵
右
横
〕
此
時
甲
刕
大
合
戦
最さ

い

中ち
う

也
、
信
刕
飯い

ゝ

田た

城
落ヲ

ト

さ
る
ゝ
ト
云
〔
絵
中

央
〕「
堂
じ
ま
地た

ん

車じ
り

出
る
人
数
凡
五
千
人
也
〔
絵
扇
中
〕
人
気　
砂
持　
萩

040　辰
閏
四
月
ご
ろ
ゟ
西
諸
大
名
方
浪
花
入
ヨ
リ
家
中
付つ

き

て
は
じ
め
て
大
坂
見
る

人
多
し
、
よ
つ
て
武ふ

器き

類る
い

ハ
よ
く
売う

れ

る
也
、
六
角
ノ
日
傘か

さ

、
沓く

つ

、
刀
、
は
さ

み
、
は
ら
巻
、
陣
笠
、
毛け

の
兜か

ふ

ト
品し

な

々
ア
ル
、
今
商あ

き

内
よ
く
す
る
は
此
店
な

り　
「
此
時
触
書
徳
川
慶よ

し

喜ひ
ろ

降こ
う

伏ふ
く

い
た
セ
し
、
よ
つ
て　
「
朝
庭
ノ
御
勘
弁
あ

る
な
れ
ハ
諸
国
一
統と

う

左さ

心
得
へ
し
と
ア
リ　
「
長
刕
屋
鋪
砂
持
は
じ
ま
る
市

長
刕
屋
鋪
砂
持
に
ぎ
わ
ひ

南
船
場
〈
い
つ
れ
も
此
店
〉
流り
う

行こ
う

な
り

中
へ
御
た
の
み
あ
る
人
気
集ヨ

り
赤
ひ
繻し

ゆ

伴ハ
ん

そ
ろ
へ
と
見
へ
さ
わ
ぎ
い
る
也

〽
日
の
本も

と

に
沓く

つ

高た
か

下げ

駄た

に
傘か

さ

さ
す
も
無む

理り

な
ら
ぬ
事
天あ

め

が
下し

た

な
り

〔
絵
下
〕
い
づ
れ
の
家
中
も
ミ
な
〳
〵
か
ゝ
る
□
□
□
也
、
ミ
な
〳
〵
袖
印

で
わ
か

041　辰
閏
四
月
七
日
卯
ノ
刻
出
御き

よ

あ
り
て
枚
方
御
と
ま
り
ト
触ふ

れ

有あ
り

テ
、
六
日
ヨ
リ

川
す
じ
舩
止ト

メ
に
て
両
側か

わ

厳け
ん

重じ
う

に
そ
う
じ
い
た
し
け
る
、
其
夜
淀
ノ
城
御
一

宿
に
て
翌よ

く

日
二
条
城
江
御
入
な
り
と
い
ふ
、
大
坂
さ
む
ら
ひ
余よ

程ほ
と

へ
る
也
、

帝
ま
た
〳
〵
尾
刕
迄
出
御
の
う
わ
さ
ア
リ

042　閏
四
月
朔
日
、
新
帝
様
東
江
御
出
、
そ
れ
ゆ
へ
異
人
参
内
ナ
リ
、
西
御
堂
へ

は
来く

る
事
な
ら
ず
、
東
へ
出い

て

て
外
国
人
よ
ひ
よ
セ
の
触ふ

れ

出
し
け
る
、
異い

人
と

も
け
ふ
を
嚝ハ

レ

と
粧よ

そ
をひ

三
ケ
国
ノ
王
参
内
す
る
、
日
本
人
群く

ん

集じ
ゆ

す
る
事
雲う

ん

霞か

の

ご
と
し　
○
日
本
大
小
名
是
に
て
根ね

打う
ち

な
し
、
外
国
に
し
た
ご
ふ
事
日
本
の

威い

な
き
事
諸
国こ

く

の
う
れ
い
止ヤ

ま
ず
、
程
な
く
外
国
に
と
ら
る
ゝ
ト
評
定
ス

〔
絵
右
上
〕
異い

人
ハ
や
ミ
し
て
ゆ
く
也
〔
絵
右
下
〕
は
や
し
方
し
や
れ
る

新
帝
浪
花
ヨ
リ
帰き

都と

ア
ル

外
国
人
東
御
堂
参
内
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043　四
月
廿
八
日
、
久
留
米
矦こ

う

平
戸
矦
大
洲
矦
此
所
へ
忍し

の

び
に
て
申
合
、
家
来
十

人
計
ツ
ヽ
也
舩
に
て
上
り
遊
び
た
も
ふ
也
所
へ
中
山
来く

る
事
し
ら
セ
し
も
の

あ
り
て
そ
う
〳
〵
舩
に
て
に
げ
か
へ
り
、
明
日
一
け
ん
ま
へ
に
金
十
両
ツ
ヽ

中
山
広
は
た
へ
お
く
る
也
、
あ
ぶ
な
き
所
な
る
べ
し
、
其
後
鴻
池
善
五
郎
畑

に
て
長
刕
の
ふ
れ
ま
い
大
名
集
り
た
も
ふ
、
閏
四
月
上
旬
池
多
畑ハ

タ
ケに

細
川
ふ

れ
ま
い
大
名
よ
り
合
た
も
ふ
也

〔
絵
人
物
右
上
〕
中
山
中
納
言
殿
、
い
ま
だ
大
名
と
附
合
酒
く
ミ
か
わ
す
事
な

し
、
大
名
さ
く
ら
の
ミ
や
ト
聞
よ
り
咄
し
も
あ
れ
バ
か
る
〴
〵
し
く
供
な
く

公
家
の
突ツ

キ

当ア
テ

桜
の
宮〈
岩
国
や
座
鋪
〉

し
て
来き

た
られ

し
な
り
、
中
々
無
法
に
あ
ら
す
ト
い
ふ
〔
絵
人
物
左
上
〕
広
幡
左

小
弁
殿
、
乱
国
な
れ
ハ
人
に
恐
れ
ず
、
気
の
か
る
き
人
な
れ
バ
我
も
同
道
セ

ん
と
二
人
筒つ

ゝ

保ほ

に
て
馬
上
な
り

044　大
が
ら
く
り
品
書
の
種
狂
言
方
仕
打
方
に
見
附
ら
れ
、
手
付
も
と
ら
ず
早
々

京
都
を
夜
抜ぬ

け

、
浪
花
津
で
色
上
ん
と
セ
し
所
、
京
都
よ
り
ほ
り
出
さ
れ
け
る

太
夫
こ
れ
な
り

〽
会あ

い

津づ

ち
も
と
つ
て
ん
か
ち
の
乱ミ

た
れ

焼ヤ
き

刃は

が
ね
ハ
裏う

ら

へ
ま
わ
る
な
ま
く
ら

神
国
坪
は
づ
れ
ど
ろ
か
き
連
中

042 041

044 043

040 039
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徳〔
カ
〕川

江
は
た
き
仕
事
の
橋は

し

か
け
て
一
年
も
た
ず
ゑ
ら
ひ
怪け

我か

人

人
の
世
話わ

焼ヤ
き

蛤は
ま
ぐり

で
腹ハ

ら
痛い

た

め
赤
玉
ぐ
ら
ひ
き
か
ぬ
く
る
し
み

〔
絵
右
上
〕
新
帝
ヲ
二
条
城
江
生い

け

ど
り
是
ヲ
楯タ

テ

に
日
月
ノ
籏
お
し
立
、
十
八
国

主
ヲ
降
参
さ
セ
譜ふ

代た
い

に
お
と
し
、
我ワ

レ
朝
庭
ヨ
リ
隠い

ん

居き
よ

い
た
し
大
御
所
ト
な

ら
ん
謀ぼ

う

計け
い

也
、
一
ツ
ば
し
ヲ
人
形
に
つ
か
ふ
也
〔
絵
右
下
〕
中
山
卿
と
越
中

ハ
明
和
ノ
い
こ
ん
残の

こ

り
有
り
、
大
望も

う

く
わ
立
ま
た
〳
〵
中
山
殿
に
見
な
ら
ハ

さ
れ
残
念
〳
〵
〔
絵
下
〕
天
利
に
叶
ハ
ぬ
と
ハ
思ヲ

モ

ふ
た
れ
ど
欲よ

く

の
道
に
ハ
迷ま

よ

ひ
な
し
、
今
さ
ら
か
ん
に
ん
と
も
い
わ
れ
ハ
セ
ず
、
一
生し

や
うに

な
い
麁そ

相ゝ
う

ま
た

し
た
そ
う
な
〔
絵
左
下
〕
悪あ

く

龍り
ゆ
うも

時と
き

来
ら
ず
天
上
の
仕し

ぞ
こ
な
い
奥
刕
の
山

中
へ
お
ち
て
く
る
し
む
〔
絵
左
上
〕
入い

ら
ざ
る
所
で
金か

ね

か
り
て
其
し
ん
ぱ
い

で
な
ん
に
も
し
ら
ぬ
う
ち
恐を

そ

ロ
し
い
た
く
み
し
て
何な

に
も
角か

も
お
れ
に
あ
ぶ

ゼ〔
マ
マ
〕、

よ
つ
ぽ
ど
お
れ
は
ぬ
け
さ
く
じ
や
、
第
一
お
れ
ハ
軍い

く
さ事

ハ
こ
の
ま
ず
、

商あ
き

内な
い

で
な
け
れ
バ

ハ
出
来
ぬ

045　乱ミ
た

る
ゝ
時
は
む
か
し
ゟ
か
ゝ
る
事
来
り
あ
る
也
、
慶
応
四
辰
四
月
廿
日
、
智

行
妻
子
打
捨
、
国
ち
く
て
ん
す
、
家
老
四
人
目
鈴
木
石
見
八
千
石
ト
云
、
朝

比
奈
弥
太
郎
五
千
石
二
人
行
方
□
れ
ず
、
大
坂
へ
入
込
ミ
居い

る

と
風
聞ふ

ん

、
水
戸

□
主
居
よ
り
裁さ

い

判は
ん

所
へ
訴う

つ
たへ

け
る
ゟ
町
中
触ふ

れ

書か
き

に
、
是
見
付
次
第
申
出
べ
し
、

若も
し

一
宿し

ゆ
くに

て
も
あ
ら
バ
急
度
と
が
め
申
付
る
も
の
也
ト
有ア

ル

、
此
時
会
津
の
考か

ん

者し
や

京
大
坂
へ
千
人
余
も
入
こ
み
居い

る
と
い
ふ

水
戸
臣
二
人
国
退た
い

去き
よ

触ふ
れ

ま
わ
る

〔
絵
右
横
〕
か
ゝ
る
大
身し

ん

建た
ち

二
人
退た

い

去き
よ

す
る
い
わ
れ
な
し
、
御
ね
が
い
あ
り
て

わ
ざ
と
生い

け

ど
ら
れ
国
ノ
ね
が
い
上
ん
為
の
家
出
と
相
見
へ
け
る
〔
絵
右
（
朝

比
奈
）
下
〕
日
本
に
三
弥
太
郎
と
て
強
勇
の
き
こ
へ
高
き
士
な
り
、
卅
八
才

〔
絵
左
（
鈴
木
）
上
〕
五
十
才
〔
絵
左
下
〕
安
政
水
戸
へ
蟄ち

つ

居き
よ

の
使
者
ハ
会
津
ナ

リ
、
よ
つ
て
し
た
が
わ
ず
、
悪
心
に
あ
ら
ず
、
長
刕
下
り
と
見
へ
候
、
程
な

く
出
勤
あ
る
べ
し

046　四
月
下
旬
、
朝
庭
ヨ
リ
仰ヲ

ヽ
セう

け
東
都
へ
出
立
ア
ル
、
箱
根
と
ま
り
聞
ヨ
リ
江

戸
中
尾
刕
公
江
戸
焼
打
と
思
ひ
籏ハ

タ

元
家
来
分
町
家
に
い
た
る
迄
大
坂
の
あ
わ

て
し
ご
と
く
こ
ん
ざ
つ
す
る
也
、
本
丸
へ
早
駕
付
て
触ふ

れ

わ
た
し
や
う
〳
〵
鳴な

り
ハ
し
づ
ま
る
也
、
い
よ
〳
〵
本
丸
へ
入
た
も
ふ
ト
お
い
〳
〵
諸し

よ

式し
き

下
直
ト

な
る
、
籏
元
ハ
ミ
な
〳
〵
蒸し

や
う

気き

舩セ
ん

八
艘そ

う

に
の
り
う
つ
る
、
五
艘そ

う

の
籏
元
ハ

利り

害か
い

聞き
ゝ

わ
け
上あ

か

れ
ど
も
三
艘
ハ
聞き

ゝ

わ
け
ず
い
づ
く
と
も
な
く
出し

ゆ
つ

帆ハ
ん

し
て
行

方
し
れ
ず
ト
い
ふ

〔
絵
右
上
〕
町
中
大
変へ

ん
〔
絵
右
下
〕
尾
刕
〈
江
戸
〉
本
丸
へ
入
給
ふ　

箱
根
越こ

ヱ

047　辰
四
月
廿
日
、
薩
刕
藩
十
人
計
り
入
来
り
有う

無む

な
し
諸
道
具
附
立
封ふ

う

印い
ん

ナ
リ
、

か
ね
〳
〵
聞
あ
わ
セ
あ
り
と
見
へ
、
不
意い

う
た
れ
し
な
れ
ハ
一
銭
の
た
く
わ

東
都
籏
元
譜ふ

代
四
方
八
方
へ
さ
ん
ら
ん
ス

西
与
力
内
山
彦
二
郎
追を
い

は
な
し
と
成
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へ
な
く
家
内
ほ
り
出い

た

さ
れ
け
る
、
是
薩
刕
分
ど
り
に
も
あ
ら
ず
、
内
山
の
行

き
や
う

作さ

あ
し
く
欲よ

く

心
深
キ
所
、
大
塩
平
八
郎
の
意い

味ミ

有あ
る

か
ゆ
へ
薩
刕
ノ
手
に
ま
か

す
も
の
也
、
残
念
〳
　〵
「
東
与
力
三
宅
三
郎
助
と
の
誠ま

こ
との

武
士
を
見
セ
長

刕
気
に
は
ま
り
与
力
ゟ
ハ
上
座
の
出
世
す
る
也
、
是
そ
ふ
と
ふ
ノ
時
、
城
代

両
奉
行
代
官
与
力
同
心
に
げ
る
、
三
宅
ハ
一
人
も
に
け
る
事
な
く
長
刕
来
る

時
申
け
る
ハ
、
我
代
々
天
下
の
役
人
た
り
、
将
軍
替
り
た
も
ふ
と
も
役
人
之

我
々
な
れ
ど
も
此
た
び
乱ら

ん

戦セ
ん

と
相
な
れ
バ
是
非
な
し
、
御
用
あ
ら
バ
何
也
と

も
つ
か
ひ
下
さ
れ
、
将
軍
余よ

類る
い

と
思
し
召め

さ

バ
首
は
ね
ら
る
へ
し
、
人
の
ご
と

く
に
げ
る
覚
な
し
ト
い
わ
れ
け
る

〔
絵
右
上
〕
実し

つ

躰た
い

に
見
セ
か
け
運う

ん

上
と
り
し
天
ば
つ
也
〔
絵
中
央
〕
は
や
〳
〵

屋
し
き
を
立
の
き
め
さ
れ
〔
絵
下
〕
ミ
れ
ん
ら
し
う
か
な
し
む　

不
意い

に
来き

た

れ
は
何
一
ツ
か
く
す
間
も
な
し　

天
ば
つ
来
り
其
日
か
ら
こ
し
き
ど
う
や
う

也
〔
絵
中
紙
札
〕 　
分
と
り　
薩
分
取

048　慶
応
四
辰
正
月
九
日
、
会
津
こ
し
ら
へ
置
し
地
雷
火
は
ゼ
て
あ
た
ら
名
物
は

だ
か
に
い
た
し
け
る
、
長
刕
軍
師
な
れ
バ
う
か
つ
に
城
内
へ
の
り
こ
ま
ず
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
さ
ぐ
り
見
る
内
あ
や
し
き
所
へ
小
筒
打う

ち

心
見
る
ナ
リ
、
其
内

放ほ
う

は
つ
す
る
所
ア
リ
、
此
火
う
つ
り
て
城
焼ヤ

け

る
也
、
是
ミ
な
会
津
が
こ
し
ら

大
坂
城
時
節
到
来
に
て
焼
ル

046 045

048 047
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へ
置お

く

土ミ
ヤ
け産

な
る
べ
し
、
日
本
一
ノ
悪あ

く

魔ま

是
一
人
に
限か

き

る
也

〔
絵
右
横
〕
豊
臣
秀
よ
し
公
建た

て

お
か
れ
し
城
焼
ほ
ろ
ぶ
る
時
節
到
来
と
い
ゝ
な

が
ら
、
町
人
城
焼や

け

る
を
見
納ヲ

サ

メ
と
な
げ
く
也

049　慶
応
四
辰
正
月
七
日
、
大
坂
に
け
い
た
し
、
八
日
若
山
へ
に
け
こ
ま
ん
と
し

て
す
で
に
大
炮ほ

う

に
か
ゝ
ら
ん
と
い
た
し
ま
た
〳
〵
に
げ
い
だ
し
、
蒸
気
舩
に

て
同
十
四
日
東ゑ

都と

に
付つ

く

、
そ
れ
よ
り
和
ノ
宮
耳
に
入
二
人
よ
び
申
さ
れ
け
る

ハ
、
此
た
び
遠ゑ

ん

路ろ

恙つ
ゝ
がな

く
御
着ち

や
く

目
出
度
候
、
風ふ

う

聞ふ
ん

に
う
け
た
ま
わ
れ
ハ
、

此
た
び
の
着ち

や
くハ

一
ト
合
戦
あ
つ
て
敗は

い

ぼ
く
し
て
浪
花
お
い
ち
ら
さ
れ
、
あ
ま

つ
さ
へ
徳
川
慶よ

し

喜ひ
ろ

会
津
以い

下か

ノ
大
名
小
名
役
人
に
い
た
る
迄
大
坂
に
賊そ

く

徒と

の

触ふ
れ

書か
き

也
、
に
げ
か
へ
る
程ほ

と

な
れ
バ
賊そ

く

徒と

の
覚
あ
る
べ
し
、
我
々
も
徳
川
也
、

賊そ
く

い
た
セ
し
覚
な
し
、
何
と
て
是こ

れ

を
洗あ

ら

ひ
清き

よ

め
て
か
へ
ら
ざ
る
や
、
は
や

〳
〵
徳
川
ノ
け
が
れ
す
ゝ
ぐ
べ
し
、
左さ

な
く
バ
両
人
ノ
首
は
ね
都ミ

や
こへ

お
く
る

へ
し
ト
利り

を
も
つ
て
は
じ
し
め
た
も
ふ
、
今
お
も
ひ
あ
た
る
べ
し

〽
お
一い

ち

ほ
う
〳
〵
の
て
い
ハ
江
戸
ま
で
と
ゞ
く
江
戸
の
湊
へ
舩
つ
な
ぐ

〔
絵
右
上
〕
女
な
が
ら
も
丙ひ

の
へ午

の
勢い

き
おイ

広く
わ
う

大た
い

ナ
リ
〔
絵
右
下
〕
手
づ
ま
の
仕
ぞ

こ
な
ひ
よ
り
大
乱ら

ん

と
な
り
、
日
本
国
中
さ
わ
が
し
、
賊そ

く

徒と

の
名
を
負を

ひ
命
お

し
ミ
江
戸
へ
に
げ
か
へ
り
し
ゟ
江
戸
中
わ
ら
ひ
も
の
也
、
会
津
今
眉ま

ゆ

毛け

立た
て
ゝも

お
そ
し
〳
〵
〔
絵
中
央
下
〕
京
大
坂
を
夜
ぬ
け
し
て
東
都
へ
居い

そ
う候

打う
つ

な
り
〔
絵

左
下
〕
一
ツ
は
し
ハ
性し

や
うに

も
あ
わ
ぬ
将
軍
ト
成
リ
一
ケ
年
も
た
ず
馬ハ

鹿か

の
名

和
ノ
宮
〈
一
ツ
は
し
会
津
ヲ
〉
よ
び
付
は
ぢ
し
め
給
ふ

を
ひ
ろ
む
る
也

050　
〔
無
題
〕

我
国
朝
て
き
ト
い
わ
る
ゝ
覚
な
し
、
た
と
へ
家
名
た
へ
る
と
も
、
今
一
合
戦

い
た
し
西さ

い

軍く
ん

ど
も
ニ
泡あ

わ

吹
カ
し
、
東
国
武ふ

士し

の
勢
イ
見
セ
ん
と
威い

ば
り
信
刕

甲
刕
に
地し

ら
い
火く

わ

ふ
セ
西
軍
を
ま
ち
い
る
噂
高
し

〔
絵
横
・
中
〕「
会
津
勢　
鳥
羽　

八
わ
た
男
山　
八
わ
た
ノ
町　
は
し
本　
く
づ
ハ　

伏
見　
細
川
勢
か
セ
い　
細
川
陣

051　会
津
へ
人
足
に
買か

い

と
ら
れ
し
乞こ

し
き食

隊た
い

伏
見
山
崎
淀
に
て
か
へ
る
、
五
百
人
之

内
百
三
十
人
ハ
長
刕
ま
わ
し
も
の
、
こ
れ
ハ
足あ

し

が
る
殿ト

ノ

へ
忠
義
つ
く
し
け
い

り
や
く
い
た
し
手
が
ら
い
た
し
、
此
た
び
ハ
ミ
な
〳
〵
三
百
石
ノ
士し

ト
な
る

強
勇
の
若
武
者
な
り
、
命
捨
て
か
ゝ
る
手
が
ら
な
れ
バ
は
げ
し
き
事
天
狗
之

ご
と
し
、
命
た
す
か
り
し
会
津
勢
落
武
者
腹ハ

ら

へ
ら
し
、
町ま

ち

在さ
い

の
き
ら
ひ
な
く

押
入
め
し
の
つ
か
み
食ぐ

ひ
、
金
銀
か
す
め
と
り
抜
身
に
て
お
ど
し
、
賊
と
も

餓が

餽き

と
も
見
ぐ
る
し
き
事
目
も
あ
て
ら
れ
ず
は
づ
か
し
、
思
わ
ず
主
も
主
な

り
、
家
来
も
日
本
に
は
ぢ
ふ
れ
ま
ふ
ト
云

〔
絵
左
上
〕
長
刕
は
だ
か
武
者
こ
じ
き
隊た

い

に
や
と
わ
れ
し
人
々
な
り
、
手
が
ら

多
し
〔
絵
右
下
〕
大
坂
へ
も
ど
り
死
□
〔
絵
左
下
〕
会
津
藩ハ

ン

長
刕
藩ハ
ン

山
崎
に
て
手
が
ら
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052　卯
ノ
正
月
ヨ
リ
停

ち
や
う

止し

は
じ
ま
り
切
な
し
と
い
ふ
、
廿
一
日
に
て
明あ

く

、
そ
れ
ゟ

三
月
す
へ
よ
り
将
軍
ノ
ち
や
う
じ
は
じ
ま
る
、
是
五
十
七
日
な
り
、
此
内
花

山
院
七
日
ア
ル
、
米
ハ
ま
す
〳
〵
高
し
、
壱
升
壱
貫
百
六
十
文
ナ
リ
、
町
中

や
け
に
成
り
米
高
お
そ
れ
ず
、
芝
居
遊ゆ

山
か
ま
わ
ず
銭
つ
か
ふ
也
、
此
年
将

軍
び
ん
ぼ
う
し
て
浪
花
町
中
江
三
月
間
イ
五
月
間ア

イ

七
月
間
イ
と
三
ケ
度
申
付

る
、
そ
れ
ゟ
町
人
申
合
セ
将
軍
な
り
と
も
あ
ま
り
〳
〵
無
躰た

い

な
れ
ハ
店
し
め

る
也
、
此
用
金
さ
し
止ト

メ
け
る
、
金
相
場
弐
朱
壱
貫
三
百
文
な
り
、
油
壱
升

二
貫
文
付
る
、
諸
式
高た

か

し
、
是
よ
り
天
下
び
ん
ぼ
う
し
て
外
国
ヨ
リ
か
ね
か

一
ツ
は
し
将
軍
〈
大
坂
用
金
〉
三
度と

目

り
う
け
る
、
そ
れ
ゆ
へ
交こ

う

易ゑ
き

と
ま
ら
ぬ
也
、
町
人
と
む
か
ふ
づ
ら
と
成
リ
、

会
津
と
な
れ
あ
い
浪
花
津
黒く

ろ

土つ
ち

に
い
た
さ
ん
と
た
く
む
也
、
是
将
軍
に
あ
ら

ず
国こ

く

賊そ
く

と
い
ふ
也
、
辰
と
し
の
春
を
見
る
べ
し

〽
こ
と
わ
り
じ
や
気
の
毒と

く

な
れ
と
け
り
も
し
つ
さ
り
と
て
は
又
か
ね
か
セ
い

と
は

〔
題
字
右
横
〕
用
金
の
こ
と
わ
り
〔
絵
右
上
〕
両
奉
行
町
人
に
は
な
あ
か
さ
れ

将
軍
へ
此
よ
し
申
上
る
、
松
平
勘
太
郎
、
松
平
駿
河
〔
絵
右
下
〕
長
者
ハ
此

時
西
大
名
方
ヨ
リ
尻し

り

お
し
な
れ
バ
将
軍
を
屁へ

と
も
お
も
ハ
ぬ
也
、
京
都
へ
わ

り
ふ
さ
し
こ
み
と
ふ
ど
ふ
出
す
事
な
し
〔
絵
各
人
横
〕
な
り
ま
せ
ん
、
い
や

〳
〵
、
め
つ
そ
ふ
な
、
御
こ
と
わ
り
、
た
し
な
ミ
な
さ
れ
、
十
人
両り

や
うが

へ

050 049

052 051
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ハ
こ
し

、
ゑ
い
か
と
お
も
ふ
て

053　神
府
い
ろ
〳
〵
金か

な

俸
小
判
木
像
か
い
な
棺く

わ
ん

桶
人
ノ
首
石
降
る
な
り
、
ゑ
い

じ
や
な
い
か
と
踊を

と

り
し
あ
と
大
変へ

ん

な
り
、
将
軍
守
護
職
諸し

よ

司し

代
目
附
与
力
同

心
諸
大
名
方
京
都
ほ
り
出
さ
れ
浪
花
城し

や
うに

こ
も
る
、
ミ
な
〳
〵
此
存そ

ん

念ね
ん

は

ら
さ
ん
と
大
坂
諸
軍
勢
伏
見
に
む
か
い
大
合か

つ

戦セ
ん

と
な
る
、
こ
れ
お
ど
り
の
あ

と
な
り
、
ぎ
や
つ
と
セ
い
き
や
つ
と
つ
き
や
夜
あ
け
の
か
ね
た
い
こ
ト
お
ど

る
、
こ
れ
わ
る
し
、
霜
月
九
日
夜
、
一
ツ
は
し
会
津
桑
名
、
二
条
ノ
城
夜
ぬ

け
両
奉
行
目
附
与
力
同
心
小
役
人
に
い
た
る
迄
大
坂
へ
に
げ
く
だ
る
、
尾
刕

公
追ヲ

イ
来
り
降こ

う

参さ
ん

す
ゝ
め
る
、
会
津
尾
刕
ヲ
打
と
ら
ん
と
す
、
尾
刕

京
都
へ
の
ほ
り
た
も
ふ
、
是
も
ス
カ
也

〔
絵
右
下
〕
此
時
分
土
人
形
物
言
ふ
、
練ね

り

人
形
同
、
神
仏
境け

い

内た
い

□
人
の
形か

た
ち

写う
つ

す
異い

物ふ
つ

持
来
り
日
本
な
や
ま
□
す
で
に
あ
ぶ
な
き
所
、
神
の
た
す
け
に
て
事

露ろ

顕け
ん

い
た
し
け
る

054　花
山
院
御
こ
と
ば
ゟ
長
刕
大
丈し

や
う

夫ふ

と
な
り
今
迄
は
受
方
に
て
相あ

い

人て

に
な
ら

ず
、
此
た
ひ
花
山
院
申
さ
れ
け
る
ハ
朝ち

や
う

敵て
き

の
や
つ
ば
ら
ふ
ミ
ち
ら
セ
ト
聞

よ
り
長
刕
ゟ
仕
か
け
て
れ
い
ノ
一
本
や
り
い
だ
し
て
ふ
ミ
ち
ら
す
、
紀
刕
ハ

諸
国
〈
お
か
け
お
ど
り
〉
は
づ
む

勅
使
の
自し

殺さ
つ

ヨ
リ
長
刕
手
あ
ら
し

命
か
ら
〳
〵
い
よ
最さ

い

上
へ
に
け
わ
た
る
、
ミ
な
〳
〵
陣
家
捨
て
に
げ
る
故
分

ど
り
仕
ら
れ
道
具
な
し
、
長
刕
へ
と
り
し
物
仰き

や
う

山
分
ど
り
な
り

〽
風ふ

う

味ミ

よ
ふ
出
来
た
団た

ん

子こ

も
堅か

た

ふ
な
り
東あ

つ
ま

男
の
お
歯ハ

に
合あ

ふ
ま
ひ

〔
絵
右
下
〕
紀
刕
井
伊
榊
ば
ら
明
石
松
山
福
山
高
松
、
ミ
な
〳
〵
徳
川
流
れ
の

大
名
也

055　寅
八
月
、
是
を
た
く
み
叡ヱ

イ

山
江
連つ

れ

レ
出
し
井
伊
と
の
へ
あ
づ
け
置ヲ

キ
会
津
へ

引
こ
む
計け

い

略り
や
く、

土
刕
叡
山
と
西
坂
本
に
陣
か
ま
へ
井
伊
へ
使し

者し
や

立た
て

申
け
る

ハ
、
容よ

う

易い

な
ら
さ
る
義
に
よ
つ
て
こ
ゝ
に
陣ち

ん

す
、
か
な
ら
ず
案あ

ん

じ
下
さ
る
な

と
申
入
け
る
、
よ
つ
て
此
は
か
り
こ
と
も
な
ら
ず
、
薩
土
を
う
ら
み
い
る
也
、

元
治
に
ハ
中
山
侍
従
に
あ
へ
か
へ
さ
れ
つ
ぶ
れ
る
、
会
津
も
尻し

り

の
割わ

れ

る
下し

た

こ

し
ら
へ
、
是
天
ゟ
憎に

く

ミ
た
も
ふ
ゆ
へ
な
り
、
程
な
く
黒こ

く

白ひ
や
くわ

か
る
也

〔
題
字
下
〕
土
刕
薩
刕
こ
れ
を
見
付
道
す
し
を
と
め
る
〔
絵
右
下
〕
江
刕
西
坂

本
に
道
を
ふ
さ
ぐ
〔
絵
左
下
〕
薩
刕
ハ
宇
次
黄ヲ

ヽ

檗ハ
ク

山
ン
に
道
を
ふ
さ
が
る
〔
絵

中
〕
西
教
寺

056　慶
応
二
寅
九
月
、
御
所
ヨ
リ
一
ツ
は
し
殿と

の

に
将
軍
号
下く

た

ら
ん
と
す
、
一
ツ
は

し
是
ヲ
辞じ

ス
ル
、
実じ

つ

は
諸
大
名
ノ
心
ヲ
引ひ

き

見
る
也
、
此
時
備
前
因い

ん

刕
登の

ほ

り
て

〈
中
川
一
ツ
は
し
会
津
桑
名
〉
帝
盗ぬ
す

ミ
出
す
た
く
み

岡
山
矦こ
う

一
ツ
橋
〈
将
軍
号こ
う

を
〉
練か
ん

言げ
ん

す
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是
ヲ
と
ゞ
め
て
申
さ
れ
け
る
は
、
今
将し

や
う

軍く
ん

微ひ

力り
き

に
て
た
も
ち
が
た
し
、
後の

ち

の
う
れ
い
な
か
ら
ん
内
は
や
〳
〵
辞じ

退た
い

な
さ
れ
よ
と
再さ

い

三
申
入
、
し
か
ら
バ

と
あ
る
ゆ
へ
備
前
因
刕
ハ
下
ら
れ
け
る
、
其
跡あ

と

に
て
中
川
会
津
桑く

わ

名な

に
す
ゝ

め
ら
れ
将
軍
う
け
る
也
、
是
向む

か

ふ
に
の
ぞ
み
あ
る
ゆ
へ
也
、
こ
れ
一
ツ
は
し

を
道
具
に
い
た
し
外く

わ
い

国こ
く

に
因ち

な
ミを

結む
す

バ
し
よ
い
顔
い
た
し
、
是こ

れ

国こ
く

賊そ
く

と
や
い

わ
ん
、
朝
敵
と
や
い
わ
ん

〽
徳
川
の
流な

が

れ
に
い
ら
ぬ
橋ハ

し

か
け
て
一
年
ン
も
た
ず
ゑ
ら
い
怪け

我が

人

〔
題
字
右
横
〕
病
ひ
よ
り
気
が
勝か

ち

性し
や
うに

も
あ
わ
ぬ
天
下
の
ぞ
み
〔
絵
右
上
〕
水

戸
二
男
一
ツ
は
し
へ
養
子
、
日
本
一
の
あ
ほ
う
の
か
ゞ
み
〔
絵
右
下
〕
一
ツ

ば
し
と
の
名
高
き
智
者
ト
よ
ば
れ
し
人
も
十
四
代
家
茂
公
を
は
か
り
我
レ
十

五
代
と
な
り
、
外
国
に
身
を
や
つ
し
朝
庭
の
お
と
ろ
へ
ハ
し
ら
ぬ
顔
、
是
外

国
に
た
ま
し
い
と
ら
る
ゝ
ト
い
ふ
也
〔
絵
左
下
〕
水
戸
九
男
備
前

057　同
寅
五
月
、
京
都
出
立
之
節
、
中
川
ノ
宮
外
に
公く

家け

十
三
軒
閉へ

い

門も
ん

申
付
、
わ

れ
西
ヨ
リ
か
へ
る
迄
ト
仰を

ゝ
セら

る
ゝ
也
、
自じ

身し
ん

西
に
て
命
捨す

て

る
御
覚か

く

悟こ

、
御
い

た
わ
し
き
勅ち

よ
く

使し

ト
云
、
勅ち

よ
く

命め
い

に
曰い

わ
く、

毛
利
大
膳
朝ち

や
う

庭て
い

ヨ
リ
再さ

い

度と

皇
太
子
供ぐ

奉ふ

セ
よ
と
の
使つ

か
いな

る
に
何
と
て
遅ち

参さ
ん

な
る
や
、
但た

ゝ

シ
野ヤ

心し
ん

あ
り
や
、
い
か
に

〳
〵
と
大
声
也
、
長
刕
恐ヲ

ソ

レ
入
申
け
る
ハ
皇
太
子
様
御
座さ

近ち
か

く
敵て

き

寄よ
セ

来
る
関

花
山
院
長
門
の
国
へ
御
勅ち

よ
く

使し

054 053

056 055

058 057
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東
之
無
法
人
な
れ
バ
道
中
い
か
ゞ
と
あ
ん
じ
延ゑ

ん

引い
ん

御
免
之
程
奉
御
ね
が
い
と

申
け
る
、
花
山
申
さ
れ
け
る
は
皇
太
子
に
向む

か

ふ
ハ
朝
敵
也
、
踏ふ

ミ

ち
ら
し
通
る

べ
し
、
萩
ハ
強ご

う

の
国
な
ら
ず
や
ト
○

○
そ
れ
切
リ
立
た
も
ふ
、
此
公き

ミ

長
刕
ヒ
イ
キ
ノ
御
こ
と
バ
也
、
そ
れ
よ
り
花

山
院
旅り

よ

舘く
わ
んへ

か
へ
り
給
ひ
其
夜
御
自し

害か
い

に
て
死
し
給
ふ
也
、
是
長
刕
に
威い

を
も
た
セ
し
御
こ
と
バ
也
、
是
ヨ
リ
長
刕
寄よ

セ

手て

に
目
に
物
見
セ
追ヲ

イ
し
り
ぞ

け
た
も
ふ
也
ト
云

〽
時と

き

来き
た

り
な
れ
し
都ミ

や
こを

名
残
に
て
ま
た
咲
か
へ
る
萩
の
下し

た

露つ
ゆ

〔
絵
右
上
〕
智
仁
勇
に
て
七
十
一
才

058　
〔
無
題
〕

惣
陣
松
山
長
刕
と
な
れ
あ
い
わ
れ
〳
〵
ヲ
よ
び
よ
セ
し
と
松
山
を
う
た
が
ふ

事
む
り
な
ら
ず
、
是
松
山
に
大
し
ま
を
安
〳
〵
と
ら
セ
し
ハ
長
防
の
奥ヲ

ク

の
手

な
り
、
是
に
恐
れ
て
ま
た
〳
〵
元
ノ
広
し
ま
へ
戻
り
、
し
ば
ら
く
は
ら
の
そ

ん
じ
養や

う

生し
や
うい

た
し
い
る
な
り　
○
後
に
是
松
山
矦
の
わ
つ
ら
ひ
と
な
る

〽
東
か
ら
長
刕
ち
ゞ
み
を
買か

い

に
来く

り
や
う
つ
て
や
ろ
う
が
ま
け
は
セ
ぬ
ぞ
や

〔
絵
下
〕
紀
刕
陣
死
人
百
人
余
右
同
断　

松
山
陣
百
人
余　

別
手
組
陣
百
人

ノ
内
三
十
人
た
す
か
る　

旗ハ
タ

元
陣
三
百
之
内
百
七
人
残
る
〔
絵
中
〕
徳
山
妙

見
宮　

小
瀬
川
巾
百
廿
間

059　五
月
入つ

梅ゆ

最さ
い

中ち
う

米
八
百
文
ト
な
る
、
町
中
下シ

タ

は
た
ら
く
も
の
す
で
に
命い

の
ち

危あ
や
う

し
、
そ
れ
よ
り
人
気
よ
り
将
軍
を
恐お

そ

れ
ず
食く

わ
ん
か
か
な
し
さ
役
人
を
け
つ

に
は
さ
む
、
是こ

れ

公こ
う

義き

の
政セ

い

道と
う

う
す
き
ゆ
へ
か
ゝ
る
大
変
所
々
に
お
こ
る
、
天

下
を
う
ら
み
け
る
也
、
難な

ん

波バ

む
ら
こ
ぼ
ち
兵
庫
池
田
伊
丹
、
此
時
曽
根
崎
村

モ
有
ル
、
公
義
捌さ

ハ
きあ

り
て
入に

う

牢ら
う

手
錠し

や
う

町
あ
づ
け
他た

参さ
ん

止と

メ
、
す
な
ハ
ち
平

人
よ
り
是
将
軍
を
責セ

メ

る
道と

う

利り

な
り　
○
此
の
ち
昼ひ

る

中
の
付
火
百
五
十
人
組
と

い
ふ
、
わ
ざ
と
と
ら
へ
ら
れ
入
牢
す
、
壱
人
と
し
て
火
あ
ぶ
り
な
し
、
一
ツ

は
し
会
津
よ
り
ま
わ
し
者も

の

将
軍
そ
し
ら
す
る
は
か
り
こ
と
也

〽
人
の
も
の
只た

ゞ

寅と
ら

と
し
と
荒あ

れ

ま
わ
し
入つ

梅ゆ

の
命
を
し
ば
し
繋つ

な

が
む

〔
絵
右
上
〕
穢ゑ

多た

む
ら
に
付つ

い

て
町
々
は
し
〳
〵
貧ひ

ん

人し
ん

れ
き
〳
〵
の
人
も
い
づ
る

也
〔
絵
左
下
〕
是こ

れ

則
す
な
ハ
ち

大
乱ら

ん

の
元
也
、
禍わ

さ
ハひ

下し
も

か
ら
ト
い
ふ
、
会
津
こ
れ
を

見
な
ら
ふ
也

060　御
両
所
之
御
か
け
に
て
ま
つ
摂セ

つ

刕し
う

ハ
極こ

く

楽ら
く

之
ご
と
し
、
取
締し

つ
め

行
と
ゞ
き
、

是
偏ひ

と
へに

神
国
な
る
が
故ゆ

へ

か
く
の
ご
と
く
納
る
ト
云
、
町
ま
わ
り
加
役
と
し

て
岸き

し

和わ

田た

矦こ
う

勤つ
と
めた

も
ふ
な
り
、
此
時
外
国
ハ
阿
蘭
陀
南
京
仏
蘭
亜
西
墨
利

伽
也
、
ヲ
ロ
シ
ヤ
英い

吉き

利り

西す

ハ
一
寸
さ
し
止ト

メ
ト
な
る
、
そ
れ
ゆ
へ
に
此
二

ケ
の
悪
国
会
津
籏ハ

タ

元
に
近
し
く
い
た
す
ト
い
ふ
也
、
何
や
ら
モ
ガ
〳
〵
の
様

慶
応
二
寅
ど
し
米
や
ら
ん
ぼ
う

醍た
い

醐こ
の宮
〈
宇
和
じ
ま
〉
両
矦こ
う

浪
花
捌
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子
に
て
は
ま
だ
〳
〵
軍い

く
さ

納
り
が
た
し　
「
浪
花
江
津
山
郡
山
橘
三
ケ
月
大
北

条
此
か
た
〴
〵
旅り

よ

宿し
ゆ
くと

り
給
ふ
、
姫ヒ

メ

路シ

降
参
東
都
へ
き
こ
へ
、
姫
じ
屋
敷

分
ど
り
し
ら
れ
、
諸
家
中
蒸
気
舩セ

ん

に
て
国
元
へ
七
日
目
に
に
げ
か
へ
る
、
食

し
よ
く

セ
ざ
れ
バ
皆
々
餓か

餽き

の
ご
と
し
ト
云

〔
絵
右
上
〕
宮
方
な
れ
ど
も
強
勇
の
御
方
也
〔
絵
左
上
〕「
宇
和
じ
ま
少
将
殿
大

坂
西
番
所
に
居す

ハ

り
大
坂
町
中
補
佐
仕
た
ま
い
静し

つ
かに

納
り
あ
る
也
、
是
智
仁
勇

の
将
た
り
〔
絵
右
下
〕「
東ヱ

都ト

に
て
も
薩
長
土
盰か

ん

賊そ
く

の
高
札さ

つ

建タ
テ

け
る
也　
「
浪

花
札ふ

た

場ハ

〳
〵
へ
願
ひ
ノ
目
安
箱ハ

コ

出
る
、
閏
四
月
此
時
銅
銭
十
二
文
に
成
、
文

久
銭
十
六
文
古
浪
銭
廿
四
文
也

061　四
月
中
旬
京
都
出
立
ツ
有
て
交
易
場
ト
ヨ
コ
ハ
マ
ニ
陣ち

ん

す
へ
け
る
、
東
都
中

道
中
す
し
マ
デ
お
と
ろ
く
、
ま
た
〳
〵
爰こ

ゝ

に
て
軍
は
じ
ま
る
や
ら
ん
と
、
是

む
り
な
ら
ず
、
段
々
こ
れ
を
し
づ
め
給
ひ
厳け

ん

重し
う

ニ
陣し

ん

仕
給
ひ
、
江
戸
町
中
ず

い
分
心
お
き
な
く
賑に

き

わ
し
く
セ
よ
と
の
触ふ

れ

也
け
り
、
是
に
て
東ゑ

都と

中
神か

ミ

の
ご

と
く
い
ふ
也
、
会
津
ハ
ま
す
〳
〵
強こ

う

勢セ
い

に
て
東ヱ

都ト

へ
入
こ
み
軍い

く
さセ

ん
と
手
く

バ
り
い
た
す
ト
い
ふ
事
評
判
と
り
〴
〵
な
り

〔
絵
左
上
〕
横
は
ま
道
〔
絵
下
〕
横
は
ま
道　

東
海
道　
加
奈
川
台　
六
郷
わ
た

し

加
奈
川
堅か
た

メ
鍋
し
ま
矦こ
う

060 059

062 061
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062　辰
正
月
七
日
に
伏
見
淀
山
崎
の
軍い

く
さ

破や
ふ

れ
悪あ

く

党と
う

ど
も
こ
と
〳
〵
く
落お

ち

う
セ
壱

人
も
か
げ
見
へ
ず
、
九
日
城
内
順し

ゆ
ん

見け
ん

薩
長
ヨ
リ
入
来
る
時
本
丸
ヨ
リ
大
の

男
一
人
出い

て

来き
た

る
、
長
刕
こ
れ
を
と
が
む
る
時
、
か
の
男
我
ハ
会
津
代
々
ノ
家

臣
た
り
、
此
た
ひ
主
人
ヨ
リ
大
役
申
付
ら
れ
け
れ
ど
も
浪
花
黒く

ろ

土つ
ち

に
す
る
ハ

安
け
れ
ど
も
我
レ
一
生
う
か
む
瀬
な
し
、
よ
つ
て
其
時
よ
り
主
人
を
う
ら
み

朝
て
い
を
思
ふ
ゆ
へ
尊そ

ん

公こ
う

等ら

を
待ま

ち

い
た
り
、
十
六
ケ
所
の
地
ら
い
く
わ
残
ら

ず
お
し
へ
今
よ
り
善
人
に
か
へ
る
也
ト
、
腹
十
文
字
に
さ
バ
き
て
性
名
を
申
、

命
ハ
会
津
へ
つ
か
わ
す
也
、
心
ハ
都
に
と
ゝ
む
る
ト
相
は
て
け
る
、
玉
造
杦

山
に
碑ひ

を
の
こ
し
け
る　
○
六
月
ヨ
リ
さ
ん
け
い
人
群く

ん

集し
ゆ

す
る

〔
絵
右
上
〕
早
瀬
軍く

ん

太
夫
則の

り

定さ
だ

四
十
才
、
千
石
、
強
勇
ナ
リ　
「
地
雷
火
に
く

わ
し
き
男
也
、
こ
れ
に
て
城
に
の
こ
る
〔
絵
右
下
〕「
長
薩
藩ハ

ン

城
内
順
見
ノ
時

強
士
壱
人
残
り
い
る
ナ
リ
、
順
見
を
ま
ち
い
た
る
躰て

い

な
り　
「
是
日
本
の
神

と
い
ふ
也

063　辰
三
月
廿
四
日
、
天
保
山
大
筒
御
覧ら

ん

あ
る
、
住
よ
し
参
詣
あ
る
、
座ざ

摩ま

角
力

御
覧ら

ん

な
さ
る
ゝ
、
ミ
な
〳
〵
公く

卿き
や
う

大
名
方
と
り
巻
拝
す
る
事
な
ら
ず
、
し

ば
ら
く
浪
花
津
は
都
御
所
の
ご
と
く
是
古い

に

し
へ
よ
り
聞き

ゝ

も
お
よ
バ
ぬ
珍
事
な

る
べ
し
、
平
人
ハ
く
る
し
き
中
に
も
有
が
た
き
事
あ
る
也
、
よ
つ
て
こ
ゝ
に

会
津
藩ハ
ン

朝
庭
へ
忠
義

新
帝
浪
花
入
御

う
つ
し
お
く
也　
「
細
川
新
帝
に
偽ぎ

念ね
ん

う
け
、
浪
花
出
御
中
ミ
な
〳
〵
賄

ま
か
な
い

方

肥
後
ゟ
銀
方
な
れ
バ
中
々
大
変
の
金
高
也

〔
絵
左
下
〕
芸
刕
若
殿
帝ミ

か
と

留
主
中
京
都
に
お
ゐ
て
死
去
ア
ル
ト
云
〔
絵
中
旗
〕

天
照
皇
太
神
宮　

京
極

064　都す
へ

て
盤ば

ん

上
ハ
勝か

た

ん
と
す
る
ゟ
只
ま
け
ま
じ
〳
〵
ト
心
を
く
ば
る
が
始し

終し
う

ノ
勝か

ち

と
す
る
、
向
ふ
息い

き

つ
よ
ふ
て
ハ
軍
勢
ノ
駒
死し

す
る
事
多
し
、
駒
沢
山
持
な
が

ら
役
に
た
ゝ
ず
、
是
ら
う
そ
く
ヤ
の
さ
し
方
也
、
こ
れ
し
り
て
長
門
屋
一
ま

い
お
ろ
し
駒こ

ま

い
ら
ず
に
詰つ

め

る
、
ら
う
そ
く
ヤ
へ
分ふ

の
り
い
た
セ
し
伊
勢
ヤ
助じ

よ

言ご
ん

セ
し
ゟ
将し

や
う

基き

く
だ
け
む
ご
た
ら
し
い
ま
け
と
な
る
、
か
け
の
勝し

や
う

負ぶ

の
城

を
打
捨
、
一
夜や

の
間
に
出し

ゆ
つ

奔ぼ
ん

い
た
し
、
其
無
念
晴は

れ

や
ら
ず
は
だ
か
に
て
う

ろ
つ
く
と
い
ふ
、
将し

や
う

基ぎ

で
身し

ん

上し
や
うた

ゝ
き
あ
げ
、
今
こ
じ
き
同と

う

様や
う

の
く
ら
し

ト
云
、
残
念
〳
〵

〽
金
銀
は
と
ら
れ
軍く

ん

勢セ
い

と
ぼ
し
き
も
角か

行く

な
り
ゆ
き
て
つ
ま
る
大
将

〔
題
字
下
〕
七
段
八
段
ま
て
な
し
連
中
〔
絵
各
人
横
〕
大
関
長
門
ヤ
の
い
ん
き

よ　

長
門
ヤ
へ
分ふ

の
り
す
る
土
佐
ヤ
の
お
や
じ　

轡く
つ
ハヤ

分ぶ

の
り
し
て
か
と
ふ

な
る　

関
脇
ら
う
そ
く
ヤ
む
か
つ
く　

い
セ
ヤ
助じ

よ

言こ
ん

し
て
ま
け
さ
す
也

国
と
命
の
掛か

け

将し
や
う

基ぎ

伏
見
大
会く
わ
い



─ 41 ─

資料紹介　「幕末明治巷談絵噺」（齊藤・桑原・林・西脇）

065　同
辰
正
月
ヨ
リ
土
刕
あ
づ
か
り
ノ
異い

人
壱
ケ
国
ア
リ
、
堺
に
お
り
〳
〵
上
り

遊
ふ
事
あ
り
、
こ
れ
を
守し

ゆ

護こ

セ
ん
為
土
刕
藩
廿
人
毎
日
が
わ
り
に
詰つ

め

る
也
、

此
廿
日
此
か
た
〳
〵
の
運う

ん

尽つ
き

た
る
悪あ

く

日
な
り
、
し
ら
ぬ
外
国
舩
入
来
り
堺さ

か
いに

上
り
往
来
す
る
、
そ
れ
ゟ
土
刕
藩
廿
人
出
て
追を

い

ち
ら
す
、
其
夕ゆ

う

か
た
守し

ゆ

護ご

す

る
異い

人
土
刕
に
け
が
な
か
り
し
や
と
見
ま
い
舩
寄よ

り
来
る
、
そ
れ
と
は
し
ら

ず
ま
た
〳
〵
来
り
し
と
陸く

か

よ
り
鉄て

つ

ぽ
う
に
て
廿
一
人
打
と
る
、
よ
く
〳
〵
見

れ
ば
土
刕
あ
づ
か
り
の
異い

人
な
り
、
土
刕
矦
朝ち

や
う

庭て
い

へ
す
ま
ず
其
日
の
出
役

切
腹
と
定
り
、
妙
国
寺
ニ
て
自し

害か
い

の
り
つ
ぱ
な
る
を
見
て
異
人
身
の
毛け

立
に

土
刕
藩ハ

ン

柳
ヶ
瀬
常
七
伝〈
廿
六
才
〉

け
出
し
け
る
と
い
ふ

〔
題
字
下
〕
妙
国
寺
に
て
十
一
人
切
腹
ノ
壱
人
也
〔
絵
右
横
〕
異
人
驚ヲ

ト
ロキ

テ
に

げ
る
〔
絵
左
横
〕
十
一
人
石セ

き

碑ひ

建た
ち

て
さ
ん
け
い
人
多
し
〔
絵
下
〕
箕
浦
猪
之
吉

〈
廿　
　
　

〉　
西
村
左
平
治
〈
廿　
　
　

〉　

異
人
を
う
ら
み
た
る
詞
お
そ
ろ
し

く
、
異い

人
と
も
是
に
て
あ
と
は
た
す
け
下
さ
れ
と
願
ひ
九
人
助た

す
かる

、
内
壱

人
佐
川
伴
蔵
十
八
才
、
生
る
事
い
や
か
り
て
舌し

た

く
ひ
ち
き
り
死
す

066　魂
云
文
久
ヨ
リ
以こ

の

来か
た

関
白
親
王
家
殿
上
人
五
摂セ

つ

家け

金か
ね

で
つ
ら
は
り
、
京
都

猪い

の
獅し

々
武
者
之
助
心し
ん

底て
い

064 063

066 065



─ 42 ─

人　　文　　学　　報

ハ
会
津
な
ら
で
叶か

な

ハ
ぬ
と
十
文
に
ぎ
り
い
た
り
し
に
、
将
軍
死
ゝ
て
一
ツ
ば

し
の
た
わ
け
も
の
ト
か
わ
り
し
ゆ
へ
、
我ハ

レ
化ハ

ケ

の
か
わ
あ
ら
わ
れ
し
也
、
将

軍
な
ど
ゝ
け
つ
あ
な
ふ
と
し
、
我
レ
日
本
国
中
皇わ

う

土と

ま
で
の
ま
ん
と
た
く
め

ど
も
、
あ
ほ
う
の
細
工
に
外
国
に
う
き
身
や
つ
し
、
其
う
へ
に
城
異
国
へ
わ

た
し
日
本
の
地
売う

り
わ
た
し
、
是
ゆ
へ
大
名
ど
も
に
穴あ

な

さ
ぐ
ら
れ
お
れ
も
と

も
に
お
と
し
、
お
の
れ
ハ
今
よ
い
口
ば
か
り
ぬ
か
し
て
命
お
し
ミ
わ
れ
一
人

朝
敵
と
い
わ
し
て
も
こ
れ
か
ら
一
ツ
は
し
に
ぬ
り
付つ

け

最
一
合
戦
い
た
さ
ば
、

東
堂と

う

め
を
あ
わ
ふ
か
し
く
れ
ん
、
こ
れ
を
お
も
へ
ハ
桑
名
松
山
は
う
れ
し
い

男
じ
や
、
そ
れ
ま
で
の
く
た
び
れ
や
す
め
に
今
浪
人
の
身
の
上
じ
や

〽
ど
ん
な
事
し
た
跡あ

と

へ
も
先さ

き

も
引ひ

く

に
ひ
か
れ
ぬ
御こ

所し
よ

車く
る
ま　

〔
題
字
下
〕
八
幡
太
郎
弟ヲ

ト
ヽ

新
羅
三
郎
義
光
ノ
後こ

う

胤い
ん

也
〔
絵
右
横
〕
奥
刕
会
津
廿

八
万
石
〔
絵
右
下
〕
此
勢

い
き
お
いに

妓ひ
め

買か
い

な
と
仕
て
こ
ま
そ
ふ
、
も
ふ
や
け
じ
や

〔
絵
左
上
〕
す
し
分
ど
る
と
腹ハ

ら

に
セ
ひ
付つ

け

て
こ
ふ
か
い
〔
絵
左
下
〕
降こ

う

参さ
ん

し
て

一
万
石
ぐ
ら
い
で
末ま

つ

代
は
じ
ふ
れ
ま

乗の
り

か
け
た
舩
じ
や

067　ど
な
た
も
最も

少
シ
た
ん
れ
ん
セ
ん
と
長
刕
つ
め
る
事
ハ
出
来
ぬ
〳
〵

〔
絵
各
人
〕
若
山　
大
田
喜 

松
平
織
部
正　

武
刕
忍ヲ

シ　

石
刕
津
山　

榊
ば
ら　

唐
津　

板
倉　

雲
刕 

駒
な
げ
る　
明
石　
高
ま
つ　
い
よ
松
山 

セ
ん
ち
詰つ

め

十
一
士し

〈
将し
や
う

基き

詰
手
〉
わ
か
ら
ぬ
へ
ぼ
連
中

068　是
む
か
し
ヨ
リ
強
気
の
国
な
れ
バ
野ヤ

心
と
欲よ

く

心
ハ
な
し
、
秀
よ
し
公
に
責セ

メ

ら

れ
其
の
ち
恩ヲ

ン

あ
り
、
ま
た
秀
頼
公
真さ

な

田た

後
藤
、
大
坂
ヨ
リ
下
り
由
縁ゑ

ん

あ
る
故ゆ

へ

豊
臣
殿
下
薩
刕
に
て
引
お
こ
す
心
な
り
、
長
刕
と
は
心
相
違い

す
る
也
、
薩
刕

ハ
秀
よ
し
の
物
分ふ

ん

ど
り
す
る
、
長
刕
ハ
欲よ

く

な
り
と
思
ふ
、
長
刕
ハ
薩
刕
へ
持も

タ
し
な
は
一
生し

や
う

害が
い

埋う
も
れ

木き

と
長
刕
へ
と
り
上
置を

く

也
、
双そ

う

方
欲よ

く

心
は
な
け
れ
ど

も
豊
臣
家
ノ
起を

こ

し
方
違ち

か

ふ
也
、
ミ
な
〳
〵
義き

を
思
ひ
、
徳
川
無
利
ど
り
の
天

下
な
れ
バ
徳
川
に
義き

利り

な
き
大
名
ハ
家
康
を
に
く
ミ
い
た
る
也
、
此
た
び
時

節
到と

う

来
に
て
安
々
ほ
ろ
ぶ
る
事
、
徳
川
ゟ
の
大
名
ハ
く
や
し
か
る
べ
し

〽
日
本
に
鳴な

り
響ヒ

ヾ

き
た
る
鹿か

児ご

し
ま
も
干ひ

割わ
れ

が
来き

た
か
す
こ
し
鼻は

な

声こ
へ

〔
絵
右
横
〕
家か

系け
い

は
頼
朝
流る

労ろ
う

之
比こ

ろ

伊
藤
祐
清
ノ
娘
ト
契ち

き

り
け
る
内
伊
藤
ほ
ろ

ぶ
る
、
娘
懐く

わ
い

胎た
い

な
が
ら
に
げ
の
び
摂
刕
住
よ
し
に
て
延

〔
マ
マ
〕生

、
そ
れ
ゟ
薩
刕

へ
下
り
こ
れ
を
そ
だ
つ
、
嶋
津
先
祖
也
〔
絵
左
下
〕
家
老
新に

い

納の

武
蔵
、
是
ハ

嶋
津
義
久
ヨ
リ
強
勇
に
て
と
り
上
り
し
家
が
ら
也
、
其
時
ヨ
リ
地
方
に
て
高

廿
六
万
石
ノ
ぬ
し
也　

智
行
七
十
二
万
五
千
石
な
れ
と
も
日
向
大
隅
薩
摩

琉
球
四
ケ
所
、
高
九
百
八
十
万
石
の
主ぬ

し

な

069　心
つ
く
今
に
な
つ
て
ぼ
や
く
ハ
お
そ
ま
く
な
れ
ど
、
思
へ
ば
〳
〵
会
津
と

い
ふ
や
つ
ハ
お
そ
ろ
し
い
臓そ

う

袋ふ
く
ろの

つ
よ
い
生う

ま

れ
付
、
お
れ
を
出た

し
に
つ
か

嶌
津
大
膳
太
夫
矦こ

う

し
ん
て
い

一
橋き
や
う

法
師
の
く
や
み〈
上
野
へ
お
あ
づ
け
〉
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い
六
十
余よ

刕
呑の

む
つ
も
り
、
言い

や
け
ん
く
わ
セ
ん
な
ら
ず
け
ん
く
わ
す
り
や

分ぶ

が
な
し
、
小こ

分ふ
ん

か
多を

ゝ

ひ
、
し
り
つ
ゝ
下し

た

馬う
ま

喰く

て
い
た
が
放ハ

ナ

れ
た
い
〳
〵
と

思
へ
ど
も
、
お
れ
放ハ

ナ

し
て
は
芸
が
出
来
す
、
お
れ
も
テ
キ
放ハ

ナ

し
て
ハ
た
よ
り

な
し
、
す
る
う
ち
京
都
に
て
段
々
狂き

や
う

言け
ん

の
し
り
が
割わ

れ
連
中
一
と
う
ほ
り

出
さ
れ
其
無
念
や
ミ
が
た
な
く
、
西
ノ
顔か

ほ

役や
く

と
伏
見
で
け
ん
く
わ
じ
や
ひ
ら

い
也
、
い
か
れ
て
ま
た
〳
〵
無む

念ね
ん

か
さ
な
り
、
お
れ
も
今
こ
ふ
命
た
す
か
り

楽ら
く

な
れ
ハ
最
ふ
〳
〵
あ
ん
な
や
か
ら
ハ
と
も
に
組く

ん

で
落
る
ど
う
り
、
モ
ウ

〳
〵
顔
見
る
も
い
や
〳
〵

〽
惚ほ

れ

て
つ
ま
ら
ぬ
異い

国こ
く

の
人
に
す
へ
は
か
ら
け
つ
啼な

き

わ
か
れ

〔
絵
下
〕
○
備
前
の
弟
ハ
よ
い
目
が
ね
じ
や
、
こ
ん
な
事
な
ら
将
軍
持モ

タ
ず
ト

い
れ
ば
こ
ん
な
つ
ら
い
事
ハ
あ
る
ま
い
の
う
、
酒
の
ミ
と
ふ
て
も

ハ
な
し
、

ま
い
日
精し

や
う

進し
ん

で
や
セ
る
の
を
覚
へ
る
、
寺て

ら

の
事
な
ら
好こ

う

物ふ
つ

の
女
ハ
な
し
、

生い
き

て
る
か
い
ハ
な
け
れ
ど
も
命
ハ
お
し
く
、
ア
ヽ
因い

ん

果く
わ

じ
や
ナ
ア
〔
絵
中
央
〕

「
心
か
ら
と
て
こ
ん
な
所
へ
ほ
り
こ
ま
れ
、
よ
く
〳
〵
お
れ
は
び
ん
ぼ
う
相

と
見
へ
る
わ
い

070　閏
四
月
ヨ
リ
西
番
所
の
門
口
に
間ま

中
ノ
表
札
打
ツ
、
持
○
旦
那
番
頭
是
に
結

所
と
し
て
集ア

ツ
マル

也
、
此
時
鴻
池
番
頭
伴
兵
衛
と
い
へ
る
人
弁へ

ん

舌ゼ
つ

よ
し
、
書し

よ

画く
わ

天
下
決け
つ

断た
ん

所
町
人
集
会
ス

068 067

070 069
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に
能の

う

な
し
、
是
ヲ
持
上
従
四
位
下
に
任に

ん

ス
、
是
醍
醐
殿
ヨ
リ
手
を
ま
わ
セ
し

昇し
や
う

進し
ん

ナ
リ
、
町
人
手
代
に
官
職し

よ
くは

む
か
し
ゟ
無
き
事
也
、
米
喜
番
頭
伊
兵

衛
ハ
柔に

う

和ハ

に
し
て
書
ハ
よ
く
す
、
是
も
と
り
上
置
れ
し
は
後
に
金
銀
官
職
の

威い

を
も
つ
て
く
り
出
さ
セ
ん
計
略り

や
く

也
、
主
人
こ
れ
を
よ
く
し
り
て
二
人
と

も
い
と
ま
出
す
と
い
ふ
、
官
位
高
名
の
よ
び
や
う
な
し
と
金
の
蔓つ

る

切
る
と
い

ふ
也
、
是
皆
西
国
大
名
と
持
丸
腹
合
セ
し
故
ナ
リ

〔
題
字
下
〕
商し

や
う

法ほ
う

方
ト
唱ト

ナ

ふ

071　
〔
無
題
〕

五
月
下
旬
、
備
中
松
山
板
倉
伊
賀
守
、
一
ツ
は
し
会
津
に
組
し
官
軍
に
向
ひ

生い
け

捕
ら
れ
獄
門
に
か
ゝ
る
、
長
く
老
中
家
柄
国
も
ろ
と
も
う
し
な
ふ
事
先
祖

へ
孝
道
の
世
継つ

き

な
る
べ
し
、
累る

い

代
の
板
倉
是
を
見
て
さ
ぞ
悦
び
た
も
ふ
べ
し
、

今
世
界
士し

農の
う

工こ
う

商し
や
う

出
家
に
い
た
る
迄
命
ハ
無な

ふ
て
も
金か

ね

が
ほ
し
い
ト
迷ま

よ

ひ

道
ヨ
リ
禍

わ
さ
ハ
いを

ま
ね
く
也
、
お
し
い
か
な
、
此
家
退タ

イ

転テ
ン

ト
し
る
べ
し　
○
此
時

ヨ
リ
貞
昌
院
大
御
所
ノ
御
台
也
、
和
ノ
宮
十
四
代
家
茂
公
ノ
御
台
也
、
日
光

宮
上
野
宮
本
丸
に
入
給
ふ
ト
云
、
尾
刕
薩
刕
こ
れ
を
補
佐
ス
ト
云
、

〔
絵
右
下
〕
宇
都
宮
合
戦
ニ
打
死
、
親
子
と
も
獄
門
に
か
ゝ
る
〔
絵
左
下
〕
ヲ

ヤ
〳
〵
御
老
中
の
ご
く
門
だ
、
め
づ
ら
し
い
ね

072　六
月
上
旬
上
野
宮
に
む
ほ
ん
す
ゝ
め
、
籏
本
勢
集
り
薩
刕
ヲ
打
と
ら
ん
ト
大

炮ほ
う

か
ま
へ
扣ひ

か

ヱ
た
り
、
薩
土
橘
鍋
し
ま
勢
お
し
か
け
て
や
ぶ
る
、
籏
本
勢
宮

ヲ
連ツ

レ
ち
り
〳
〵
に
迯ニ

ゲ
う
セ
て
行
が
た
し
ら
ず
と
い
ふ
、
此
時
江
戸
中
地

震ら
い

火く
わ

は
セ
て
江
戸
屋
し
き
町
〳
〵
七
部
焼し

や
う

失し
つ

、
死
人
其
数
し
れ
ず
、
大
変へ

ん

也073　徳
川
権
大
納
言
、
是
田
安
息
男
亀
之
助
ど
の
也
、
年
九
才
也
、
一
ツ
橋
中
納

言
ト
昇
進
、
是
尾
刕
玄け

ん

洞と
う

様
の
御
事
な
り
、
田
安
中
納
言
ト
昇
進
也
、
当
時

清し

水
跡ア

ト

な
し
、
朝
庭
ヨ
リ
任に

ん

官く
わ
んあ

り
、
此
時
佐
竹
庄
内
言
葉
違
ひ
に
て
合

戦
は
じ
ま
る
、
京
都
に
は
大
名
〳
〵
分
ど
り
の
調し

ら
べ
は
じ
ま
る
、
越
後
新に

い

潟か
た

に
て
会
津
西
国
勢
合か

つ

戦セ
ん

や
ま
ず
、
加
刕
よ
り
四
万
人
勢
く
り
出い

た

す
ト
云

〔
題
字
下
〕
徳
川
家
名
相そ

う

読そ
く

七
十
万
石
也
〔
絵
中
〕
徳
橋
田　

074　六
月
上
旬
、
兵
庫
に
て
女
郎
引ヒ

か
し
、
大
坂
よ
し
や
橋
築つ

き

地
に
て
は
母
壱
人

娘
壱
人
く
ら
す
も
の
あ
り
、
此
娘
当
十
六
才
に
し
て
別
し
て
美ひ

人
也
、
是
目

に
と
ま
り
金
に
て
母
を
釣
り
い
や
が
る
も
の
枕ま

く
らか

わ
し
、
廿
両
出
し
親
ふ
通

東
都
中
炮
大
火

三
家
諸
国
御
触
書

醍
醐
殿
放ほ
う

埒ら
つ
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に
買か

い

と
り
か
こ
ふ
ト
云
、
有
ル
夜
、
広
喜
に
遊
び
居
る
、
此
時
ま
づ
し
き
侍

二
人
来
り
て
座
鋪
か
ら
ん
と
い
ふ
、
広
喜
申
け
る
、
今
宵
ハ
御
武
家
さ
ま
に

て
座
し
き
な
し
と
い
ふ
時
、
侍
申
、
武
家
な
ら
ハ
近
付
の
為
よ
し
と
い
ふ
と

上あ
か

る
、
恐
れ
さ
セ
ん
と
醍
醐
さ
ま
也
ト
云
、
そ
れ
な
れ
ハ
猶な

を

よ
し
と
ず
つ
と

通
り
あ
い
さ
つ
す
、
盃
浪
士
よ
り
さ
す
、
諸
太
夫
立
腹
し
て
作
法
し
ら
ざ
る

素す

浪
人
す
さ
れ
と
い
ふ
ゟ
早
く
立
か
ゝ
り
、
か
た
り
の
ま
い
す
者
と
鉄
扇
に

て
二
人
り
の
あ
た
ま
割
、
に
げ
か
へ
り
け
る

〔
題
字
下
〕
大
坂
新
地
に
て
芸
子
引
か
す
〔
絵
右
横
〕
○
諸
大
夫
〔
絵
下
〕
此
侍

二
人
直
さ
ま
京
着
い
た
し
太
政
官
へ
願
ひ
け
る
ハ
、
此
た
ひ
醍
醐
さ
ま
の
名

を
か
た
り
色
町
に
て
あ
ぶ
れ
る
も
の
二
人
顔つ

ら

打
わ
り
御
座
候
間
御
と
ゞ
け
置ヲ

ク
な
り
と
下
る
、
是
に
て
だ
い
ご
殿
閉
門
也

075　五
月
ヨ
リ
越
後
新
潟
へ
軍く

ん

集し
ゅ

ス
、
そ
れ
ゟ
蒲
原
郡
に
て
追
ち
ら
さ
る
ゝ
、
六

月
に
い
た
り
て
上
総
房
刕
徳
川
勢
と
し
テ
行き

や
う

徳と
こ

辺
に
勢セ

い

わ
だ
か
ま
る
、
是

退た
い

治し

セ
ん
と
西
国
ヨ
リ
軍
勢
操く

り
出
し
多
し
ト
い
ふ
也　
○
よ
く
〳
〵
此
勢

ヲ
吟
味
あ
る
所
、
会
津
に
あ
ら
ず
籏
元
に
あ
ら
ず
、
是
門
徒
潰つ

ふ

れ
ん
と
い
ふ

事
聞
よ
り
百
性
町
人
之
集
り
勢
大
勢
に
て
五
大
名
あ
ぐ
ミ
は
て
る
ト
い
ふ
、

門
徒
つ
ぶ
れ
る
時
は
生い

き

て
か
い
な
し
ト
集
る
也
、
そ
れ
押お

さ

へ
ん
に
は
東
門
跡セ

き

籏
元
浪
士
敗
ぼ
く
す

072 071

074 073

076 075



─ 46 ─

人　　文　　学　　報

な
れ
ば
此
た
び
東
門
跡
申
付
ら
れ
北
国こ

く

東
国
へ
下
向
と
い
ふ
也

076　是
会
津
ヲ
奥
刕
仙
台
江
押ヲ

シ

入
レ
打
と
ら
ん
計け

い

略り
や
くに

て
同
国こ

く

争あ
ら
そひ

見
セ
る
な

り
、
佐
竹
申
け
る
ハ
我
ハ
官く

わ
ん

軍く
ん

ヲ
手
引
す
る
庄
内
を
打
と
る
也
、
貴き

君く
ん

ハ

仙
台
の
下け

地
に
従し

た
かひ

身
を
か
く
し
給
ひ
よ
き
折ヲ

リ

を
知し

ら

す
べ
し
と
、
う
ま
〳
〵

あ
さ
む
き
双
方
化け

粧し
や
う

軍い
く
さ

始
メ
た
ば
か
り
、
会
津
ヲ
手
ぬ
ら
さ
ず
仙
台
に
て

打う
ち

と
る
手し

ゆ

段た
ん

也
、
仙
台
に
は
土
刕
藩
先
月
よ
り
大
勢
入
こ
み
い
る
也
、
是
佐

竹
上
杦
庄
内
の
は
た
ら
き
也

077　是
会
津
ノ
士
に
あ
ら
ず
、
徳
川
七
十
万
石
ノ
領り

や
うな

り
、
籏ハ

タ

元
衆
は
十
万
騎
也
、

七
十
万
石
に
て
ハ
知ち

行き
や
うな

し
、
そ
れ
ゆ
へ
集あ

つ
まリ

勢
に
て
乱
お
こ
す
事
ハ
是

や
け
す
こ
の
乱ら

ん

妨ほ
う

也
、
京
都
よ
り
西
国
勢
く
り
出
し
凡
十
二
万
ア
ル
ト
云
也
、

籏
元
浪
士
大
勢
と
い
へ
ど
も
是
に
叶
わ
ず
お
い
〳
〵
打う

た

れ
日
に
〳
〵
減へ

る
、

此
軍
会
津
懸か

ゝ

り
な
し
、
諸
国
浪
士
壬
生
ま
し
り
い
る
也
、
こ
れ
ら
扶ふ

持ち

放
れ

な
れ
バ
と
る
に
た
ら
ず
ト
云

〔
題
字
下
〕
同
六
月

佐
竹
荘
内〈
是
い
つ
わ
り
の
合
戦
也
〉

越
後
新
潟
合
戦

078　朝
庭
ヨ
リ
不
興き

や
うた

る
会
津
肥
後
守
、
京
都
御
か
ま
ひ
ト
成
り
て
本
国
江
引
と

り
籠
城
ス
、
官
軍
さ
し
向ム

ケ
ら
れ
け
れ
ど
も
中
々
要や

う

害か
い

よ
し
、
此
た
び
東
軍

会
津
に
一
味
と
見
セ
か
け
、
浪
花
蔵
屋
し
き
仙
台
庄
内
小
田
原
三
家
、
細
川

ゟ
封ふ

う

印
付つ

く

、
佐
竹
庄
内
合
戦
い
つ
わ
り
ト
し
ら
ず
仙
台
江
入
城
ス
、
仙
台
江

ハ
長
刕
土
刕
立
花
強
勇
、
五
月
す
へ
ゟ
入
こ
み
ア
ル
、
会
津
一
味
と
思
ひ
来

り
手
を
ぬ
ら
さ
ず
罰ば

つ

セ
ら
る
ゝ
事
、
是
神
仏
の
手
引
な
る
べ
し
、
是
に
て
泰

平
を
諷う

タ

ふ
也

〔
絵
右
横
〕
強
勇
な
れ
バ
手
に
あ
わ
ず
、
土
刕
藩
首
切
ル
、
立
花
勢
〔
絵
左
下
〕

京
都
に
て
獄
門
の
噂

079　同
六
月
廿
八
日
、
日
本
に
神
事
な
し
、
外
国
に
ハ
ゆ
る
す
也
、
万
民
の
な
げ

き
に

〽
日
本
の
土
ハ
異い

国
江
買
と
ら
れ
帝
の
御
座
は
い
づ
く
な
る
ら
ん

是
世
を
観く

わ
ん

念ね
ん

い
た
し
た
る
一
首し

ゆ

也
、
御
大
名
方
の
腹
に
は
一
物
ツ
あ
る
べ

し
、
ま
づ
日
本
の
納
り
を
ま
つ
而の

已ミ

也

〔
絵
中
〕
日
本
人
な
ぶ
ら
る
ゝ

長
土
藩
会
津
退タ
イ

治シ

ス

川
口
異
人
ま
つ
り
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080　卯
七
月
、
一
ツ
は
し
将
軍
ノ
時
さ
わ
り
あ
り
て
入
牢ら

う

す
、
そ
れ
よ
り
先さ

き

に
入

牢
す
る
武
士
あ
り
、
牢
内
に
て
蔦つ

た

亀
ヲ
い
た
わ
り
世
話
い
た
し
け
る
、
極
月

皆ミ
な

々
ゆ
る
し
と
成
り
け
る
時
、
右
之
武
士
蔦
亀
へ
来
り
世
話
に
な
る
、
其
後

中
山
京
都
へ
よ
ひ
の
ぼ
セ
に
付
此
武
士
も
供
ス
、
此
時
蔦
亀
ゟ
入
用
雑
用
等

ま
か
な
い
け
る
、
是
武
士
の
為
に
は
恩
人
た
り
、
其
後
京
都
ヨ
リ
か
へ
り
一

礼
の
べ
、
扨
亀
五
郎
と
の
内
談
あ
れ
バ
人
を
よ
け
一
間
の
内
へ
入
、
咄
し
の

内
に
首
打う

つ

事
早
し
、
是
中
山
殿
ヨ
リ
申
付
ト
相
見
へ
る

〔
題
字
下
〕
辰
七
月
十
九
日
首
う
た
る
ゝ
〔
絵
下
〕
此
男
土
刕
藩
に
て
先
兄
中

新
堀
蔦つ

た

亀
の
伝

山
に
従
ひ
し
吉
村
虎
太
郎
の
弟
也
、
今
の
中
山
に
従
ひ
一
日
も
た
す
け
置
事

な
ら
ぬ
ト
あ
る
ゆ
へ
、
わ
さ
〴
〵
首
と
り
に
か
へ
り
た
り
ト
見
ゆ
、
小
分
三

人
早
ご
し
ぬ
け
る
、
此
首
芦
わ
け
は
し
番
所
ま
へ
に
獄
門
す
、
一
書
そ
へ
行

方
し
れ
ず
也
〔
絵
右
横
〕
小
兵
ノ
男
也

081　信
甲
飛
駿
上
野
下
野
上
総
下
総
武
羽
常
房
奥
是
十
三
固

〔
マ
マ
〕国

也
、
此
国
々
不

承
知
な
ら
バ
是
乱
ノ
元
ト
成
ル
、
承
知
な
ら
バ
太
平
を
開
く
基モ

ト

ひ
ナ
リ
、
是

故
に
公
達
都
出
し
時
、
成
就
セ
ざ
れ
ハ
二
度
都
へ
か
へ
ら
じ
ト
出
給
ふ
、
東

有
栖
川
〈
公
達
〉
東
都
鎮ち
ん

代

078 077

080 079

082 081
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都
中
賑
わ
し
く
成
り
今
泰
平
の
ご
と
し
、
有
栖
川
の
荷に

物も
つ

を
い
〳
〵
帰
る
故

京
都
に
も
祝
ひ
也
ト
云
、
日
本
触ふ

れ

〈
町
在
に
い
た
る
迄
八
十
才
以
上
二
人
扶

持
、
九
十
才
よ
り
三
人
ふ
ち
下
さ
る
ゝ
、
金
札
取
引
は
正
金
壱
両
ト
か
へ
よ
、

も
し
違い

は
い
あ
ら
バ
申
出
よ
と
の
仰
也
〉、
東ヱ

都ト

は
別
し
て
繁ハ

ん

花く
わ

ト
成
り
、

諸
式
大
坂
に
か
わ
ら
ず
平
安
を
賀か

し
祝
ふ
ト
云
也
、
軍イ

ク
サハ

奥
刕
追
イ
お
と
さ

れ
越
後
新に

い

潟か
た

へ
海
上
廿
五
里
こ
れ
を
渡わ

た

ら
ん
ト
す
、
渡わ

た

さ
じ
と
ノ
軍
也
、
敵て

き

は
出
羽
庄
内
姫
じ
親
殿
板
倉
軍
勢
籏
元
壬
生
浪
士
也
、
凡
五
万
ト
い
へ
と
も

兵
ら
う
な
く
次
第
に
へ
る
計
也

〔
題
字
下
〕
東
十
三
ケ
国
支
配
と
し
て
関
東
江
下
り
た
も
ふ
、
是
辰
七
月
上
旬

也
〔
絵
右
下
〕
東
国
大
小
名
こ
れ
に
従
ひ
日

詰
か
け
下
地
を
う
け
こ

れ
を
守

082　八
月
朔
日
ヨ
リ
彼
岸
の
入
、
此
日
よ
り
大
雨
ふ
り
出
し
四
日
迄
止ヤ

ム
事
な
し
、

其
内
地じ

震ゝ
ん

た
ひ
〳
〵
ゆ
る
也
、
上
在
所
か
ら
崎
切
口
崩く

つ

れ
八
軒
家
浜
ゟ
高
ら

い
ば
し
迄
つ
ゞ
き
し
石
垣か

き

つ
ぶ
し
舟
に
て
は
こ
び
是
ヲ
築キ

ツ

ク
、
高
槻つ

き

ノ
城
水

中
に
有ア

リ
テ
殿
モ
家
中
も
堤
に
小
家
組
て
水
引
ク
ヲ
ま
ち
給
ふ
ト
云
、
七
日

朝
よ
り
侍さ

む
らイ

壱
人
う
ろ
つ
く
、
浜は

ま

司し

ハ
是
に
気
も
つ
か
ず
心
わ
る
ふ
思
ふ
う

ち
米
直
店
に
て
見
付
ら
れ
此
ご
と
く
大
変
也
、
此
日
相
場
建タ

ヽ

す
、
買
こ
み

〳
〵
悪
党と

う

重か
さ
なり

命
と
ら
る
ゝ
、
此
時
三
千
両
す
く
ひ
い
る
時
也
、
死し

骸か
い

曽

根
崎
村
江
持
か
へ
る
、
下し

モ

〳
〵
の
う
ら
み
た
ち
ま
ち
身
に
む
く
ふ
也

米
買
〆
津
の
伊
切
ら
る
ゝ

〔
題
字
下
〕
同
辰
八
月
七
日
午
の
刻
寄
場
に
て
〔
絵
右
横
〕
是
長
藩
に
て
と
く

ト
聞
合
セ
切
ル
也
、
天
神
は
し
に
張
紙
ま
た
〳
〵
四
五
人
ア
ル
ト
書か

き

ア
ル

083　同
七
□
中
旬
、
薩
土
長
芸
刕
柳
川

米
肥
後
、
人
数
く
り
出
し
〳
〵

佐
竹
上
杦
大
田

忍
其
外
東
国
大
名
と
も
〳
〵
軍
□
す
し

案
□
□
東
国
武
士
は
た
ら
き
ハ
西
国
九
刕
大
名
也
、
此
諸
軍
落ヲ

チ

テ
越

後
へ
渡
ら
ん
ト
軍
舩
こ
し
ら
へ
る
、
是
は
命
か
ら
〳
〵
新
潟
へ

ゆ
へ

也
、
強こ

う

に
あ

榊
原
勢
一
万
人
そ
ん
じ
る
ト
云

〔
絵
中
央
〕
東
国
集
り
勢
大
名
籏
元

大
勢
な

に
ハ
へ
る
こ
と
な

し〔
二
冊
目
表
紙
〕「
幕
末
明
治
巷
談
絵
噺
」

084　于
時
明
治
二
巳
三
月
上
旬

085　于
時
明
治
二
巳
ノ
三
月
、
此
女
南
都
に
て
順
見
に
か
ゝ
り
そ
れ
ゟ
朝
庭
よ
り

奥
刕
白
川
二
本
松
落〔

カ
〕城

初
瀬
旅
宿
屋
走
動

初は

瀬セ

天
満
宮
夢
の
つ
げ　

は
ら
み
女
の
由
来
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御
扶ふ

持ち

方
下
さ
れ
大
事
に
い
た
し
や
し
な
い
あ
る
也
、
此
女
廿
五
才
ヨ
リ
後

家
と
な
り
美
人
に
あ
ら
ず
見
憎に

く

か
ら
ず
、
嫁
に
め
と
ら
ん
ト
い
ふ
人
あ
れ
ど

も
真し

ん

実じ
つ

の
気
性し

や
う

な
れ
ば
耳ミ

ヽ

に
も
か
け
ず
一
人
リ
ぐ
ら
し
に
て
当
年
四
十
九

才
也
、
慶
応
三
夘
ノ
正
月
、
夢
に
菅か

ん

公こ
う

と
お
ほ
し
き
威い

相そ
う

の
公く

家け

一
人
ン
ノ

太
子
を
連つ

れ

て
い
わ
く
、
な
ん
じ
女
な
が
ら
も
真ま

心
を
見
て
此
御
方
を
な
ん
じ

に
し
ば
ら
く
あ
づ
け
置を

く

也
、
大
切セ

つ

に
セ
よ
と
申
さ
れ
け
る
、
女
夢
心
に
辞じ

退た
い

す
と
い
へ
ど
も
た
つ
て
捨
置
か
へ
ら
る
ゝ
、
夢
覚さ

め

て
ヤ
レ
〳
〵
う
れ
し
や
夢

な
り
と
お
も
ひ
、
初
瀬
の
天
神
江
灯
明
さ
ゝ
げ
す
る
内
、
段
々
身ミ

重を
も

く
な
り

て
此
年
巳
ノ
七
月
産う

ミ

月
ト
い
ふ
つ
げ
也
、
是
三
十
三
月
目
後こ

家け

の
初う

い

産さ
ん

也
、

此
子
只た

ゝ

も
の
に
あ
ら
ず
と
噂う

ハ
さ

□
し

〔
絵
右
下
〕
南
都
役
人
此
女
神
ノ
申
子
と
て
い
た
わ
り
そ
り
や
く
無
キ
や
う
申

わ
た
し
、
初
瀬
へ
つ
れ
か
へ
る
〔
絵
中
央
下
〕
女
ノ
家
主
南
都
江
お
め
し
ニ

成
り
褒
美
も
ら
ふ
〔
絵
左
下
〕
女
京
都
ゟ
御
墨
付
い
た
ゞ
く

086　
〔
無
題
〕

日
本
ハ
所シ

ヨ

々
外
国
人
来
り
家や

移う
つ

リ
ス
、
異い

人
は
び
こ
り
往
来
イ
す
る
と
も
誰タ

レ

か
指ゆ

ひ

さ
す
も
の
一
人
も
な
し
、
日
本
ノ
弱ヨ

ワ

き
事
猫
に
追ヲ

ハ
れ
し
鼠
の
ご
と
し
、

こ
れ
に
む
か
ふ
も
の
朝
敵
同と

う

様や
う

の
触ふ

れ

書か
き

出
る
、
そ
れ
ゆ
へ
日
本
ヲ
自し

由ゆ
う

自
在さ

ひ

に
ふ
る
ま
い
け
り
、
七
部
外
国
ノ
も
の
と
案ア

ン
じ
る
も
の
多
し

 083

084 

086 085
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〔
絵
中
央
〕
ミ
な
〳
〵
か
け
茶
ヤ
〔
絵
中
央
下
〕
料
理
ヤ

087　
〔
無
題
〕

巳
六
月
ヨ
リ
川
崎
金
吹
場
造
立
、
異
人
ヲ
や
と
ひ
給
金
い
だ
し
積
上
る
、
石

工
方
之
異
人
金
つ
か
い
こ
ミ
ち
く
て
ん
す
る
、
此
か
ね
吹
場
ハ
亜ア

墨メ

利
伽
に

て
も
仏
蘭
亜
ニ
テ
モ
大
半
作
リ
テ
此
ご
と
く
に
げ
る
故
こ
れ
虚う

そ

也
、
日
本
モ

異
人
之
芸げ

い

に
か
ゝ
り

088　
〔
無
題
〕

大
和
国
寺
々
砕く

た

キ
け
る
人
数
ハ
日
本
ノ
料と

が

人
首く

ひ

輪ハ

ノ
徒
也
、
勅
命
ト
唱ト

ナ

ヱ
五

ケ
寺
ノ
古
寺
こ
わ
す
、
こ
ゝ
に
一
ツ
ノ
庚
申
堂
ア
リ
、
是
に
か
ゝ
る
時
ふ
し

ぎ
な
る
か
な
荒ア

レ

廟ヒ
ヤ
ウな

れ
と
も
奇
瑞
ア
リ
テ
是
ニ
か
ゝ
り
た
る
人
足そ

く

ふ
る
ひ

付
あ
る
い
わ
怪け

我が

人
多
し
、
何
等
の
事
あ
り
て
か
ゝ
る
古
キ
地
な
る
宮
寺
を

発ハ
イ

し
た
も
ふ
や
わ
か
ら
ず
、
是
に
て
日
本
ノ
神し

ん

祇ぎ

い
か
で
こ
れ
を
ゆ
る
し
給た

ま

わ
ん
、
誰タ

レ

か
ら
出
て
誰タ

レ

が
こ
れ
を
う
け
つ
ぎ
か
ゝ
る
乱ら

ん

妨ほ
う

、
何
ゆ
へ
宮
寺
邪し

や

魔ま

に
な
る
や

089　
〔
無
題
〕

巳
九
月
上
旬
、
摂
刕
尼
ヶ
崎
城
主　

遠
江
守
公
、
当
年
十
九
才
ト
云
、
何
事

〔
マ
マ
〕

も
諸
藩
中
之
所
行
よ
く
し
り
玉
ひ
テ
此
た
び
近
習し

ゆ

二
三
人
に
て
折ヲ

リ

々
歩ほ

行こ
う

あ

る
、
田
畑ハ

タ

す
る
百
性
に
か
る
〳
〵
ト
物
言い

ゝ

か
わ
し
座さ

し
て
咄
し
仕
給
ふ
時
、

付
々
こ
れ
を
と
が
め
、
殿
さ
ま
そ
れ
に
て
ハ
あ
ま
り
か
る
〴
〵
敷
ク
威い

光こ
う

う

し
な
ひ
給
ふ
ト
云
、
殿
、
我
レ
領
分
ノ
百
性
に
物
云い

ゝ

て
威
を
失う

し
なふ

ト
な
れ
は

今
日
ゟ
物
い
わ
す
、
さ
す
れ
は
各ヲ

ノ

々
も
我
カ
そ
バ
に
あ
つ
て
用
な
し
、
今
日

ゟ
目
通
り
叶
わ
ず
ト
申
さ
れ
け
る
、
是
よ
り
色
々
と
領
内
江
き
こ
へ
、
有
か

た
し
と
悦
び
か
つ
ほ
ぶ
し
を
殿
さ
ま
江
献
上
す
る
、
殿
悦
び
た
ま
ひ
近
習
郡

代
奉
行
小
役
人
集ア

ツ

メ
テ
、
今
日
領
分
之
者
ヨ
リ
我
に
送ヲ

ク

り
物
く
れ
た
り
、
此

品
ヲ
一
本
〳
〵
其
所
江
工
風
し
て
立タ

テ

て
見
る
へ
し
ト
あ
る
侍
衆
殿
ノ
御
意
な

れ
ど
も
両
方
細ほ

そ

き
も
の
立
べ
き
や
う
な
し
と
云い

ふ

、
殿
わ
ら
ひ
給
ひ
て
則
こ
れ

尼
ノ
領
分
ト
同
じ
事
也
、
上
ミ
ト
下し

モ

ト
細ほ

そ

り
た
る
ゆ
へ
中
ふ
と
し
、
そ
れ
ゆ

へ
立タ

ヽ

ぬ
也
、
是
よ
り
立
や
う
に
た
の
む
也
ト
な
ミ
だ
流
し
給
ふ
、
そ
れ
ゟ
運

上
と
る
人
な
し
、
諸
家
中
は
じ
入
ト
云

〔
絵
右
下
〕
玉
子
ノ
運
上
と
ま
る

090　
〔
無
題
〕

是
徳
川
慶
喜
弟
に
て
十
才
ヨ
リ
仏
蘭
亜
に
入い

り

て
学か

く

問も
ん

す
、
是
大
将
ト
し
て
桑

名
姫
じ
父
子
長
岡
備
中
松
山
ミ
な
〳
〵
残
党
也
、
都
合
十
二
大
名
ノ
浪
人
此

中
に
浪
人
数
多
入
こ
み
官く

わ
ん

軍く
ん

相
人て

に
籏ハ

タ

上
す
、
是
一
ツ
は
し
ノ
存
念
ト
し

て
世
界
さ
わ
が
し
悪
逆き

や
くト

い
ふ
也
、
程
な
く
天
罪ち

う

有
べ
し

〔
絵
右
上
〕
奥
刕
箱
舘
軍
勢
十
一
万
余
仏
蘭ら

ん

亜す

味
方
し
て
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091　
〔
無
題
〕

巳
四
月
十
日
、
越
後
路
に
紀
伊
阿
波
薩
土
長
佐
竹
陣
す
る
所
、
浪
人
集
り
勢

い
づ
く
よ
り
廻
り
来
り
け
ん
、
陣
々
に
火
を
か
け
鉄
ぽ
う
打
か
け
〳
〵
陣
中

さ
わ
ぎ
出
セ
ば
脇
よ
り
大
炮
打
か
け
責セ

メ

詰つ
め

〳
〵
だ
ま
し
打
に
か
ゝ
り
死
す
る

事
数
多
也
、
浪
人
と
も
手
は
じ
め
よ
し
と
引
し
り
ぞ
き
け
る
、
そ
れ
よ
り
薩

長
ゟ
五
千
人
宛
く
り
出い

た

し
追
イ
〳
〵
東ひ

か
し

江
乗
り
出
し
け
る
、
是
ゆ
へ
に
浪

花
津
は
諸
式
高
く
難
渋
人
お
い
〳
〵
出
来
る
也

092　
〔
無
題
〕

巳
九
月
上
旬
ヨ
リ
京
都
ヨ
リ
東
京
江
官
女
女
﨟ら

う

達
出
立
ア
ル
、
朝
庭
様
御
か

へ
り
ト
思ヲ

モ

ひ
ノ
外
京
都
ハ
た
ん
〴
〵
と
淋さ

ひ

し
く
な
り
、
是
に
付
大
坂
モ
す
い

び
也
、
西
国
九
国
ノ
大
名
方
宮
ヲ
思
ひ
東
北
に
向
ひ
味
方
郎ら

う

等と
う

を
へ
ら
し
合

戦
に
は
た
ら
き
し
か
い
も
の
ふ
、
帝
江
戸
ニ
住
た
も
ふ
時
は
労
し
て
功
な
し

ト
い
ふ
也
、
今
お
だ
や
か
な
り
ト
い
へ
ど
も
是
手
は
づ
有
ル
事
か
、
居い

心
よ

ふ
て
お
帰
り
な
い
か
、
下し

も

〳
〵
の
こ
ん
き
う
御
ぞ
ん
じ
か
、
何
と
も
あ
ん
じ

ら
る
ゝ
也
、
京
都
大
坂
ノ
な
げ
き
東
京
也
へ
通つ

う

じ
る
人
あ
る
ま
じ
、
下
ノ
世

界
〳
〵

088 087

090 089

092 091
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093　
〔
無
題
〕

巳
九
月
ヨ
リ
大
名
小
名
智
行
十
分
一
朝
庭
江
さ
し
上
と
な
る
、
其
割
合
に
い

た
し
家
中
も
禁
裏
の
守
護
に
つ
か
わ
し
け
る
、
民
ノ
目
よ
り
見
る
時
は
是
後

に
乱ら

ん

の
も
と
い
な
り
と
な
げ
く
も
の
多
し
、
下
万
民ミ

ん

の
い
た
ミ
む
か
し
ヨ
リ

稀ま
れ

な
る
困こ

ん

窮き
う

と
い
ふ
、
お
い
〳
〵
新ア

タ

ら
し
き
大
変へ

ん

出
来ら

い

し
て
世
は
挟セ

ハ

む
計
り

也
、
帝ミ

カ
ト

御
帰き

京
な
き
工
合
に
て
は
東
国
北
国
大
名
ヨ
リ
人
質チ

ヽ

ノ
形カ

タ
チ

也
ト
ミ

ゆ
、
西
国
九
刕
之
諸
大
名
ア
ン
カ
ン
ト
是
ヲ
見
捨
に
い
た
す
べ
き
や
、
是
大

乱ら
ん

之
端ハ

し

に
な
ら
ね
ば
よ
し
と
、
平
人
に
軍
師
多
し
、
武
家
に
軍
師
な
し
、
商

人
な
り
と
も
弁へ

ん

ト
算さ

ん

筆ひ
つ

あ
れ
ハ
大
禄
ノ
分
限
者し

や

と
な
る
事
早
し
、
万
民
ほ
そ

る
計
り
也
、
う
る
さ
し
〳
〵

〔
絵
上
〕
そ
れ
〳
〵
禄
付つ

け

て
官
軍く

ん

と
し
て
さ
し
上
る
ト
云
、
昔
王
天
下
の
風

な
れ
ど
も
今
乱
国
ス
ハ
こ
れ
乱
ノ
元
な
り
と
諸
国
な
げ
く
也

094　
〔
無
題
〕

む
か
し
ヨ
リ
内た

ひ

裏り

女
郎
も
喰く

わ

に
や
立タ

テ

ら
ん
と
い
ふ
、
ひ
だ
る
い
時
も
み
な
い

も
の
な
し
ト
た
と
へ
の
通
り
い
か
な
る
美
人
た
り
と
も
五
穀こ

く

に
放ハ

ナ

れ
て
ハ
肉に

く

落ヲ
チ

て
袖
引
ク
人
も
な
し
、
ま
た
強
将
た
り
と
も
兵
粮ら

う

と
ほ
し
き
時
は
し
た
か

ふ
物
な
し
、
仙
人
の
根ね

付つ
け

の
ご
と
し
、
つ
ゝ
し
む
べ
し
、
恐
る
べ
し

〔
絵
各
人
中
・
横
〕
長
天
ば
つ
ハ
こ
わ
ひ
も
の
じ
や
ナ
ア
、
丸
で
が
き
ど
う
し

や　

板
い
ら
ざ
ら
ぬ
事
し
て
の
け
た　

会
情セ

い

も
ち
か
ら
も
有
ル
事
か
、
さ

つ
ぱ
り
ヘ
チ
や
ぞ
や　

姫
に
つ
ち
も
さ
つ
ち
も
ゆ
く
事
か　

桑
こ
な
い
に

む
が
ふ
ゆ
く
も
の
か

095　
〔
無
題
〕

巳
ノ
六
月
下
旬
、
ま
た
〳
〵
諸
商
人
御
用
金
と
り
立
ナ
リ
、
是
株か

ふ

代
と
な
る

ト
云
、
米
ヤ
木
ヤ
酒
ヤ
醤
油
ヤ
道
具
ヤ
古
手
ヤ
肴
ヤ
料
理
ヤ
菓
子
ヤ
糸い

と

ヤ
下

駄
ヤ
、
何
に
よ
ら
す
商
人
は
の
が
れ
る
事
な
し
、
商
内
ハ
隙ひ

ま

な
り
、
少
シ
有

か
ね
ハ
上
ミ
へ
引
上
ら
れ
、
ほ
や
く
声
地
獄こ

く

へ
も
聞
ゆ
る
ば
か
り
な
り
ト
言

ふ
、
蔵
屋
敷
〳
〵
ハ
大た

い

概か
い

祭ま
つ

り
ハ
出
来
る
也
、
浪
花
氏
神
〳
〵
九
ケ
年
お
わ

た
り
な
し
、
米
相
場
十
石
八
十
七
両
三
分
ト
い
ふ
、
札さ

つ

の
取
引
也

〽
金
札
の
ぐ
る
り
ハ
蛇し

や

鳳ほ
う

と
り
巻ま

い

て
菊
の
御
紋
は
唐か

ら

艸
と
成
る

〔
絵
各
人
横
〕
な
さ
け
な
い
世
界
に
な
つ
た
、
徳
川
の
代
と
ち
が
ふ
て
此
く
る

し
ミ
が
ゑ
ら
ひ
、
よ
い
事
ハ
見
ら
り
よ
ま
い
、
も
う
明
□
見
る
事
な
る
ま
い
、

世
の
す
へ
し
や
、
早
ふ
死
ニ
た
い
ナ
、
京
都
ハ
い
セ
こ
し
き
の
ご
と
く

ほ

し
が
る
ナ
ア

096　弘
化
年
干
ヨ
リ
仏
蘭
英
国
両
亜ア

墨メ

ヲ
ロ
シ
ヤ
、
日
本
ヲ
ト
ロ
ヱ
ハ
水
戸
矦こ

う

ヨ

リ
内
通
ア
リ
テ
弱ヨ

ワ

ミ
へ
差さ

し

込こ
ミ

尻ケ
ツ

に
挟ハ

サ

ミ
い
る
也
、
井
伊
ど
の
日
本
の
内ナ

イ

外
ク
ワ
イ

五
ケ
国
江
打
明ア

ケ

し
ト
見
へ
て
日
本
同ト

士シ

討ウ
チ

さ
セ
其
虚キ

ヨ

に
乗シ

ヤ
ウじ

て
此
国
を
と
ら

英
国
ヨ
リ
三
ケ
条
難な
ん

題た
い
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ん
計け

い

略り
や
くに

か
ゝ
り
今
日
本
人
同
士
打
と
相
成
け
り
、
今
明
治
に
し
て
か
ゝ

る
難な

ん

文も
ん

申
か
け
、
朝
庭
に
て
は
東
北
残さ

ん

党と
う

起ヲ
コ

リ
仏
蘭
を
味
方
に
付つ

け

奥
刕
箱
舘

に
籏ハ

タ

上
ス
、
遠
路
な
れ
ば
官く

わ
ん

軍ぐ
ん

ふ
弁
な
る
事
を
よ
く
し
る
也
、
英
国
ハ
三

ケ
条
申
て
日
本
セ
ま
る
、
是
ヲ
追ヲ

ふ
事
安
か
れ
ど
も
浮う

け

舩ふ
ね

す
れ
ば
箱
舘タ

テ

へ
ま

わ
り
一
ツ
に
な
り
寄ヨ

セ

来
ら
ん
謀ほ

う

計け
い

也
、
外
国
ハ
ミ
な
〳
〵
申
合
セ
ト
ス
、
そ

れ
故
無
念
な
が
ら
英エ

イ

国
日
本
に
徘ハ

イ

廻ク
ワ
イス

、
日
本
大
名
一
致ち

す
る
な
ら
バ
阿

蘭
陀
国
南
京
朝
鮮
琉リ

ウ

球キ
ウ

ミ
な
〳
〵
日
本
ノ
味
方
な
れ
ど
も
箱
舘
片
付
ぬ
内
ハ

万
民
困こ

ん

窮き
う

也
、
神
国
に
あ
り
な
が
ら
外け

道と
う

に
な
や
ま
さ
る
ゝ
事
是
日
本
の
恥ハ

チ

な
る
べ
し
、
よ
く
も
お
と
ろ
へ
し
も
の
か
な
、
ア
ヽ
残
念
〳
〵

〔
絵
右
上
〕
岩い

わ

倉く
ら

卿
薄ハ

ク

学カ
ク

也

097　英
国
ヨ
リ
八
宗
つ
ぶ
し
切
支
丹
宗
に
い
た
さ
ん
と
す
、
日
蓮
宗
ア
リ
テ
ワ
邪

法
弘ヒ

ロ

ま
り
か
た
し
、
是
三
十
番
神
唱ト

ナ

ヱ
ル
故
也
、
そ
れ
ゆ
へ
一
番
に
こ
れ
を

潰つ
ふ

さ
ん
と
す
る
也　
「
門
徒
ハ
肉に

く

食し
き

妻さ
い

帯た
い

な
れ
ど
も
在
家
町
家
に
い
た
る
迄

仏
ノ
為
な
れ
ば
命
な
げ
出
し
成
仏
す
る
ト
心
得
居
る
ゆ
へ
、
法
論ろ

ん

に
よ
れ
ば

何
十
万
と
も
わ
か
ら
ず
、
よ
つ
て
英ヱ

イ

国コ
ク

二
番
ン
に
こ
れ
を
き
ら
ふ
也
、
そ
れ

よ
り
高
野
山
叡ヱ

イ

山
三
井
寺
金
剛
山セ

ン

南ナ

都ラ

法
師
禅セ

ン

宗
律リ

ツ

宗
浄
土
に
い
た
る
迄
出

家
た
る
も
の
其
気
猛タ

ケ

々
敷シ

ク
大
名
衆
ノ
軍い

く
さ

間ま

ど
ろ
し
く
、
皆ミ

な

々
心
に
襷タ

ス
キか

け

て
外
国
ヲ
と
ら
ん
勢い

き
をイ

強き
や
う

大
イ
也

法ほ
つ

華け

太
政
官
ニ
而
宗□
ウ
□
□偏

094 093

096 095

098 097



─ 54 ─

人　　文　　学　　報

〔
題
字
下
〕
切
支
丹
ヲ
引ヒ

ク

公
家
大
名
モ
有
リ
ト
見
ゆ
〔
絵
各
人
横
〕
身
延
ノ
上

人　

小
湊
ノ
上
人　

京
都
還く

わ
ん

主し
ゆ

〔
絵
左
下
〕
日
蓮
宗
、
身
延
小
湊
京
本
山
ヨ

リ
出
て
む
か
し
の
安
国
論ロ

ン

引
出
し
て
読ド

ク

誦ジ
ユ

教き
や

化け

い
た
し
け
る
、
そ
れ
ゟ
追
イ

〳
〵
か
ゝ
る
凶き

や
う

変へ
ん

発ヲ
コ

る
事
北
条
六
代
七
代
の
世
と
か
わ
ら
ぬ
を
感
心
い
た

し
け
る

098　
〔
無
題
〕

巳
七
月
、
京
都
に
て
異い

人し
ん

過く
わ

言こ
ん

あ
り
て
亜ヤ

楚ス

宗
弘ヒ

ロ

メ
さ
す
か
、
日
本
ノ
政
事

此
ほ
う
へ
さ
す
る
か
、
帝
英イ

キ

リ

ス

吉
利
亜
江
渡
ス
か
、
三
ケ
条
難
文
一
ツ
か
け
る

時
は
軍
舩
さ
し
む
け
日
本
と
る
べ
し
ト
云
時
、
岩
倉
卿
、
此
方
に
ハ
好こ

の

ま
ね

も
軍
舩
さ
し
む
け
る
と
な
ら
バ
は
や
〳
〵
さ
し
む
く
べ
し
、
武
ノ
国
な
れ
バ

恐
る
ゝ
に
た
ら
ず
、
三
ケ
条
ハ
一
ツ
も
相
な
ら
ず
早
々
立
去さ

れ

と
い
わ
れ
、
異

人
あ
ん
に
相
違
し
て
軍
舩
だ
け
は
云
過ス

キ
な
れ
は
と
り
か
へ
し
な
ら
ず
、
国

同
士
乱ら

ん

お
こ
る
と
い
ふ

099　
〔
無
題
〕

巳
八
月
下
旬
、
英
吉
利
亜
王
日
本
へ
連ツ

レ

来
リ
、
木
津
川
に
舩
つ
な
ぎ
老
職
五

人
浪
花
津
へ
上
り
日
本
ノ
姿す

か
たを

順
見
ン
ニ
廻
る
所
、
何
を
見
附
し
や
ら
ん
、

城
内
か
ね
吹
場
見
ま
わ
り
け
り
、
爰
よ
り
蒸し

や
う

気き

ま
で
川
舩
こ
し
ら
へ
有ア

ル

に
、

早
馬
に
て
東
御
堂
へ
は
し
り
、
爰こ

ゝ

に
も
足あ

し

と
め
ず
其
ま
ゝ
木
津
川
へ
は
し
り
、

王
も
ろ
と
も
蒸
気
に
う
つ
り
日
本
ノ
地
を
は
な
れ
に
げ
か
へ
る
、
何
を
見
し

そ
と
相
わ
か
ら
ず

〔
絵
左
下
〕
か
ね
吹
場
ノ
ゑ
ん
し
や
う
仕
か
け
あ
る
事
天
文モ

ン

に
て
わ
か
り
し
や

ら
か
へ
る
と
も
い
ふ

100　
〔
無
題
〕

肥
刕
鍋
し
ま
ノ
長
者
竹
冨
大
坂
に
て
悪
事
露ろ

顕け
ん

入
牢
す
、
殿
ヨ
リ
申
付
ら
れ

米
一
万
石
買
ま
わ
し
仰ヲ

ヽ
セ

付
ら
れ
け
る
所
、
大
坂
に
て
凡
二
万
五
千
石
買か

い

〆

け
る
、
此
事
露ろ

顕け
ん

な
り
、
裁
判
所
よ
り
手
を
ま
わ
し
、
五
月
朔
日
気
を
ゆ
る

さ
セ
夜
ル
か
ら
め
捕ト

リ

テ
妻
子
と
も
入
牢
ト
成
リ
、
申
開
ら
き
相
不
立
、
新
牢

に
押ヲ

シ

込コ

ム
也
、
此
時
大
坂
府
に
成
り
た
る
大
熊
某
あ
れ
は
、
か
く
も
ろ
く
も

あ
る
ま
じ
、
大
熊
東
都
役
ト
な
り
是
運
の
尽ツ

キ
也
、
石コ

ク

建タ
テ

潰ツ
フ

セ
し
も
此
人
ト

云
、
肥
前
仲
間
の
落ヲ

チ

盈コ
ホ

レ
皆
竹
留
に
ひ
ろ
ハ
れ
仲
間
ハ
ミ
な
〳
〵
胸
す
か
す

也
、
三
日
ノ
朝
妻
子
入
牢ら

う

ス

〔
絵
右
下
〕
外
国
江
積ツ

ム
事
露ろ

顕け
ん

な
れ
バ
命
む
つ
か
し
〔
絵
下
〕
欲
に
踏
ミ
迷

ひ
谷
へ
転こ

ろ

ぶ
も
わ
か
ら
ぬ
愚
者
い
か
で
か
天
是
ヲ
ゆ
る
し
給
ふ
へ
き
、
翌よ

く

日

に
い
た
り
肥
前
留
主
居
ゟ
も
ら
ひ
に
出
る
所
竹
留
ト
る
す
い
口
書
違
ひ
に
て

ぶ
た
箱
よ
り
本
牢ら

う

へ
く
り
あ
が
る
罪ツ

ミ

重ヲ
モ

し
〔
絵
中
衝
立
文
字
〕
是
誉
理
響
キ

於
井
〳
〵
古
女
迺
直
左
加
留
也
、
此
人
幕
下
皆
々
白
状
伊
多
志
毛
ル 

欲
人

亭
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101　文
久
ヨ
リ
加
奈
川
に
て
日
本
と
取と

り

引
は
じ
ま
り
、
今
明
治
迄
之
内
、
外
国
の

手
元
日
本
江
費つ

い
へる

事
中
々
大
金
な
れ
ば
今
更さ

ら

止
る
事
も
な
り
が
た
し
、
日
本

は
南
京
国
と
は
違ち

か

ひ
長
刕
土
刕
あ
る
内
容た

や

易す
く

落ヲ
ト

し
が
た
し
、
其
内
に
外
国
が

む
つ
か
し
、
モ
ウ
此
上う

へ

は
三
ケ
条
之
難な

ん

文も
ん

言
立
に
い
た
し
喧け

ん

嘩く
わ

い
た
し
勝し

や
う

敗ハ
ひ

を
分わ

け

る
べ
し
と
太
政
官
江
さ
し
出
し
け
る
、
其
文
に
曰い

わ
く、

帝
人
質し

ち

ト
し
て
外

国
江
連ツ

レ
か
へ
る
か
、
ま
た
切き

り

支し

丹た
ん

日
本
に
弘ひ

ろ

メ
さ
す
や
、
日
本
の
政セ

い

事し

此

方ほ
う

江
致い

た

さ
す
や
、
此
三
ツ
の
願く

わ
ん

書し
よ

也
、
是
今
日
本
同
士
打
ヲ
考

か
ん
か
へ

弱よ
ハ

身ミ

へ
さ

し
込こ

む

也
、
朝
庭
東ヱ

都ト

に
て
大
名
方
ニ
印
形き

や
うと

り
一
致ち

し
て
帰き

京
之
後
異
国

外
国
人
集ア

ツ
マリ
談た
ん

合こ
う

す

退た
い

治し

之
噂う

わ
さ

専
も
つ
ば
ら

也

〔
題
字
下
〕
交
易
は
い
つ
わ
り
に
て
日
本
手
に
入イ

レ

ン
ト
ス
ル
也

102　
〔
無
題
〕

巳
四
月
上
旬
、
東
在
毛
馬
百
性
某
内
ノ
持
牛う

し

、
あ
る
日
あ
る
じ
裏
に
つ
な
ぎ

餌ゑ

飼か
い

セ
ん
と
す
る
時
、
此
う
し
あ
る
じ
を
な
が
め
涙な

ミ
たぽ

ろ
〳
〵
ト
こ
ぼ
し
け

る
、
あ
る
じ
ふ
吉き

つ

に
思ヲ

モ

ひ
牛
を
し
か
つ
て
い
わ
く
、
お
の
れ
日
本
た
が
へ
し

五
穀こ

く

の
た
す
け
を
い
た
す
役
に
有
な
が
ら
、
け
ふ
に
限
り
食し

よ
くを

あ
た
へ
る
に

眼ま
な
こに

涙な
ミ
たふ

く
む
は
不
吉
ツ
也
ト
い
ふ
時
、
牛う

し

あ
る
し
を
見
て
い
わ
く
、
今
日

100 099

102 101
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本
外
国
の
お
と
し
穴あ

な

に
落お

ち

入
身
う
ご
き
な
ら
ず
、
早
々
外
国
ヲ
打
は
ら
ハ
ね

ば
今
ゟ
三
ケ
年
之
内
国
中
異
国
之
も
の
と
成な

ル
べ
し
、
神
々
に
祈き

誓セ
い

な
く
ば

五
穀こ

く

実ミ

の
ら
ず
、
ゆ
め
〳
〵
う
た
が
い
た
も
ふ
べ
か
ら
ず
ト
一
声
ほ
へ
て
其

あ
と
な
し
、
是
天
に
口
な
し
の
天
変
也

〔
絵
右
下
〕
あ
る
じ
驚ヲ

ト
ロキ

し
ば
ら
く
う
し
を
な
が
め
あ
き
れ
い
る
ト
云
〔
絵
左

下
〕
朝
て
い
御
聞き

ゝ

に
た
つ
し
、
此
う
し
京
都
に
の
ほ
り
其
ご
と
く
申
て
其
あ

と
な
し
、
今
京
都
に
て
扶ふ

持ち

付つ
き

て
大
事
に
飼か

い

置ヲ
キ

た
も
ふ
也

103　
〔
無
題
〕

巳
ノ
四
月
朔
日
、
海
老
江
村
百
性　
　

宅
江
早そ

う

朝
蔵
に
入
け
る
、
さ
つ
そ
く

こ
れ
を
と
ら
へ　
　

寺
に
持
来
り
籠か

こ

に
入
ㇾ
是
を
見
セ
る
、
住ち

う

主し

こ
れ
時ほ

と
ゝ
き
す鳥

な
り
と
餌ヱ

飼か
い

す
、
ど
ふ
や
ら
こ
ふ
や
ら
摺す

り

餌ヱ

に
つ
く
、
此
評
判
高
く
な
り
て

諸
方
ゟ
見
物
集ア

ツ
マり

来
り
寺
に
押ヲ

シ

か
け
る
、
福
し
ま
羅ら

漢か
ん

よ
り
ゑ
び
江
村
迄

人
切
れ
ず
続つ

ゞ

く
な
り
、
寺て

ら

に
狂
歌
発
句
短た

ん

冊さ
く

に
書か

き

て
張
り
あ
る
事
百
枚
計
あ

る
也
、
村
中
寄よ

り
世
話
方
と
な
り

〽
思
わ
す
も
仏
法
に
入
時
鳥

〔
絵
中
央
〕
大
坂
中
よ
り
見
物
群
集
ス
、
見
は
じ
め
に
て
発
句
狂
歌
本
堂
に
つ

ま
る

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕

104　日
本
外
国
の
輪わ

な

に
か
ゝ
り
ど
ち
ら
へ
と
も
動う

こ

く
事
叶
わ
ず
、
と
り
餅
桶
に
あ

し
入い

れ

し
ご
と
く
、
南
京
国
同
様
に
落ヲ

ト

さ
れ〔

マ
マ
〕事

眼が
ん

前
た
り
、
畜ち

く

生し
や
うに

因ち
な
みを

結む
す

び

日
本
の
神し

ん

仏ふ
つ

に
か
ま
わ
ず
、
政
事
方
薄う

す

く
米
高
に
気
を
く
ば
ら
ず
、
只
金
銭

の
く
つ
た
く
に
年
月
の
び
る
、
そ
れ
故
難な

ん

渋し
う

人
し
の
ぎ
が
た
く
、
夜や

盗と
う

悪わ
る

根こ
ん

性し
や
う

出
る
者
多
し
、
其
日
本
政
事
行
届と

ゝ

か
ざ
る
を
見
て
種し

ゆ

々
さ
ま
〳
〵
ト
品し

な

を
か
へ
な
や
ま
す
也
、
そ
ろ
〳
〵
八
宗し

う

を
潰つ

ふ

さ
ん
と
亜ヤ

楚そ

宗し
う

を
日
本
に
弘ひ

ろ

め

ん
と
ス
、
是
に
乗の

り
た
る
大
名
あ
り
と
見
へ
て
法
論ろ

ん

と
な
り
、
出し

ゆ

家つ
け

の
心
皆

夜や

叉し
や

の
こ
と
し

〔
絵
右
下
〕
天
王
寺
一
舎
利
江
集し

う

会く
わ
いス

〔
絵
各
人
横
〕
一
ト
軍い

く
さし

て
勝
利
を
わ

け
ん　

外
国
の
う
つ
む
し
ど
も
目
に
も
の
見
セ
ん　

今
日
本
の
よ
わ
い
事　

何
ち
よ
こ
ざ
い
な
畜ち

く

生
と
も　

お
も
し
ろ
か
つ
て
お
い
で
た
な

105　
〔
無
題
〕

巳
二
月
末す

へ

、
江
戸
堀
五
丁
目
五い

を
う百

灘
荒
助
と
て
、
六
十
目
ヨ
リ
前
頭
へ
抜ぬ

け

た

る
角
力
取
也
、
天
保
時
代
ノ
す
も
ふ
取
な
れ
は
世
話
人
也
、
宿
ヤ
い
た
し
居

た
る
所
ま
た
〳
〵
鮨
ヤ
い
た
し
子
な
け
れ
ば
十
才
計
り
の
忰
も
ら
ひ
、
当
年

廿
才
計
り
也
、
女
房
卅
壱
才
也
、
荒
助
五
十
三
才
に
て
死
去
す
、
五
十
日

満ミ
チ
ル

命め
い

日
と
て
頼タ

ノ

ミ
寺
江
た
の
み
法ほ

う

事し

ス
、
住ち

う

主じ

参ま
い

る
、
此
日
よ
り
た
が
い
に

宿し
ゆ
く

業こ
う

に
て
思
ひ
合
イ
是
蜜ミ

つ

通つ
う

ノ
は
じ
ま
り
な
り
、
女
ヨ
リ
生
玉
江
参
詣
か
こ

諸
宗
坊
主
英ヱ

イ

国コ
ク

ヲ
亡ほ
ろ

ぼ
さ
ん
ト
集よ
る
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付
通
ふ
、
ま
た
ハ
生
玉
ヨ
リ
通
ふ
事
多ヲ

ゝ

し
、
忰
是
ヲ
箱は

こ

訴そ

す
る
と
い
へ
ど
も

親
の
訴そ

人
な
れ
ハ
取
上
な
し
、
お
し
て
三
度ト

に
お
よ
ぶ
、
裁さ

い

判ば
ん

所し
よ

セ
ん
か
た

な
く
捕ト

ら
へ
た
も
ふ
、
五
十
日
入
牢ら

う

の
上
四
月
廿
七
日
ヨ
リ
三
日
ケ
間
牢ら

う

屋

し
き
門
前
に
二
人
と
も
さ
ら
す
、
是
を
見
る
人
群く

ん

集じ
ゆ

ス
、
住
主じ

ハ
徒ト

罪さ
い

首
玉

入
ら
れ
六
百
日
ト
い
ふ
、
女
か
ね
は
六
百
日
押ヲ

シ

込コ

メ
也
、
制セ

ひ

札さ
つ

の
両
罪さ

い

軽か
ろ

か

ら
ず
、
恐ヲ

ソ

る
べ
し
、
慎つ

ゝ

し
む
べ
し

〔
絵
右
〕
生
玉
浄
雲
寺
、
浄
土
也
、
住
僧
龍
誉ヨ

上
人
、
当
四
十
一
才
清
僧
也
、

別
し
て
美
男
、
宿し

ゆ
く

業こ
う

に
て
罪さ

い

科く
わ

の
か
れ
ず
〔
絵
上
〕「
見
限か

き

る
心
は
あ
る
ま

い
の
う
〔
絵
下
〕
荒
助
女
房
か
ね
、
当
年
卅
一
才
、
美
女
也
〔
絵
左
〕「
こ
ふ

な
つ
た
ら
そ
い
と
け
い
で
お
く
も
の
か

106　巳
ノ
五
月
以
来
亜ヤ

楚ソ

宗
弘ひ

ろ

め
ん
と
封ふ

う

じ
も
の
ヲ
街ち

ま
たに

落ヲ
ト

し
是
を
ひ
ろ
ハ
セ
悪

事
の
種タ

ね

と
す
る
な
れ
ど
も
、
日
本
に
は
法ほ

華け

経き
や
う

弘ひ
ろ

ま
り
あ
れ
ば
日
本
に
足あ

し

と
ま
ら
ぬ
也

107　安
政
万
延
文
久
元
治
慶
応
明
治
ま
で
凡
年
数す

う

十
二
ケ
年
ン
也
、
井

の
ゝ
在さ

い

世セ

に

も
ふ
け
る
也
、
其
の
ち
よ
り
日
本
人
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ

切
支
丹
弘ひ

ろ

め
ん
ト
す
る

両
亜ア

墨メ

利リ

伽カ

困こ
ん

窮き
う

ス

104 103

106 105

108 107
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今
橋
通
り
の
や
う
な
る
長
者
沢
山
ア
ル
、
い
つ
と
な
く
交
易
と
日
本
の
女
に

か
ゝ
り
有
銀か

ね

底そ
こ

た
ゝ
き
、
国
に
て
も
誰た

れ

か
相あ

い

人て

に
な
る
も
の
な
し
、
そ
れ
故

に
国ニは
乱ら

ん

な
り
、
只
上
下
と
も
国こ

く

王
を
う
ら
み
困こ

ん

窮き
う

今
の
日
本
ト
お
な
じ
事

也〔
題
字
下
〕
か
く
の
ご
と
し
〔
絵
右
下
〕
欲よ

く

の
間ま

ち
が
い
と
は
い
ゝ
な
が
ら
か

く
な
り
は
て
し
口
お
し
さ
〔
絵
左
下
〕
い
ら
ざ
ら
ぬ
事
に
手
を
出
し
て
か
ゝ

る
仕
合
セ

108　
〔
無
題
〕

巳
四
月
上
旬
、
東
都
こ
ぼ
ち
す
も
ふ
芝
居
と
ま
る
ふ
け
い
き
也
、
太
政
官
米

の
政
事
と
ゝ
か
ず
し
ん
ぼ
う
な
ら
ず
、
牛う

し

込
四
ツ
谷
新
宿し

ゆ
く

此
辺
ヨ
リ
お
こ

り
出
し
あ
れ
る
、
広
キ
所
な
れ
ハ
人
数
多
し
、
よ
つ
て
役
人
に
お
そ
れ
ず
は

げ
し
、
此
時
本
丸
焼や

け

る
ト
い
ふ

109　
〔
無
題
〕

通つ
う

力
に
て
空
へ
と
ぶ
連
中
、
風
呂
ヤ
運
上
鳥ト

リ

、
首く

ひ

輪ハ

運
上
鳥
、
ミ
な
〳
〵
羽

根
つ
よ
く
よ
く
空
を
と
ぶ
な
り
、
其
外
か
す
り
鳥
、
ま
い
な
い
鳥
、
首く

ひ

す
じ

こ
そ
バ
く
ち
ゞ
ま
り
い
る
也
、
今
欲よ

く

と
分
ど
り
の
世
界
な
れ
バ
智
行
鳥
に
て

も
つ
か
む
気
有ア

ル

〔
絵
右
上
〕
四
月
廿
三
日
神
戸
ノ
士
立
売
ぼ
り
に
て
飛
ヒ
、
よ
く
日
松
し
ま
に

て
数
多
の
人
に
見
ら
れ
我
罪ツ

ミ

ほ
ろ
ふ
ト
い
ふ
、
交
易
掛
り
上
席セ

キ

小
嶋
彦
治
郎

ト
云
、
大
坂
て
か
け
の
門
口
に
て
と
ぶ
〔
絵
左
上
〕
黒
鍬
の
大
将
越
前
福
井

下
タ
清
水
丹
波
守
東
都
て
と
ぶ
噂
〔
絵
右
中
段
〕
川
崎
銭
吹
役
人
東
都
に
て

と
ぶ
也
〔
絵
中
央
〕
転テ

ン

法ホ
ウ

輪
院
三
条
殿
登
城
、
東
都
に
て
飛
フ
噂
高
し
〔
絵

右
下
〕
横
井
平
四
郎
京
都
講こ

う

堂と
う

前
に
て
飛
ぶ
ナ
リ
、
此
鳥
打
人テ

沢
山
ナ
リ
、

外
国
ト
な
れ
あ
ふ
ト
云
〔
絵
左
下
〕
大
坂
金
吹
大
将
東
都
に
て
飛
ふ
ト
い
ふ

110　慶
応
元
う
し
ゟ
日
本
お
だ
や
か
な
ら
ざ
る
を
見
て
時
節
到
来
と
考
、
日
本
人

ト
か
た
ら
ひ
国く

に

を
と
ら
ん
と
す
る
所
、
日
本
ノ
大
将
慶よ

し

喜ひ
ろ

と
い
ふ
も
の
愚ぐ

人ン

に
て
事
あ
ら
わ
れ
、
伏
見
ト
い
ふ
所
に
て
追を

イ
ま
く
ら
れ
、
今
で
ハ
宿
な
し

と
成
リ
、
非
人
ど
う
や
う
な
れ
バ
わ
れ
〳
〵
も
た
の
に

〔
マ
マ
〕思

ふ
人
ハ
な
し
、
野

に
ね
た
り
山
に
寝
た
り
人
の
軒の

き

に
た
て
ハ
と
づ
か
れ
た
り
、
日
に
〳
〵
痩ヤ

セ

る

を
覚
へ
里サ

ト

心
が
出
て
、
嚊カ

ヽ

が
い
ふ
た
通
り
日
本
へ
こ
な
ん
だ
ら
よ
か
つ
た
ニ

ト
思
ひ
す
ご
〳
〵
戻モ

ト

つ
た
、
か
ん
に
ん
し
て
た
も
や

〔
絵
右
横
〕
こ
ち
の
人
や
う
ま
あ
戻モ

ト

つ
て
下
さ
ん
し
た
、
も
ふ
〳
〵
ど
こ
へ
も

い
て
下
さ
ん
な
、
そ
ふ
し
て
此
な
り
ハ
な
ん
じ
や
い
な
、
い
や
ら
し
い
〔
絵

上
〕
ヲ
ヽ
女
房
ど
も
様や

う

子す

は
な
セ
バ
長
ひ
事
、
ま
づ
日
本
江
渡
り
し
所
な
る

ほ
ど
国
ハ
ち
い
そ
ふ
と
も
人
気
さ
か
し
く
手
に
あ
わ
ず
、
ど
ふ
や
ら
こ
ふ
や

ら
は
た
か
に
し
ら
れ
、
し
ば
ら
く
長
町
に
い
た
れ
ど
も
く
ふ
事
な
ら
ず
も
と

つ
た
わ
い
や
い

外
国
の
な
ミ
だ
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111　〔
絵
中
央
〕
日
本
に
あ
し
と
ま
ら
ず
ミ
な
〳
〵
か
へ
る
也
ト
云

112　巳
三
月
、
道
明
家
芝し

は

居い

ノ
門
ト
江
居す

ハ

リ
此
ご
と
く
店
出
し
書
付

諸

病ひ
や
うい

ね
む
り
物
わ
す
れ
小
便
た
れ
、
ま
し
な
い
ニ
テ
直
ら
ぬ
と
い
ふ
事
な
し
、

あ
ま
り
ふ
し
ぎ
な
れ
ハ
裁さ

い

判は
ん

所
よ
り
手
が
入
り
お
と
ら
へ
と
な
る
、
三
日
ふ

た
箱
に
繋つ

な

キ
、
四
日
目
白
状
な
れ
バ
入
牢ら

う

す
、
其
翌よ

く

日
牢ら

う

内
に
見
へ
ず
、
こ

外
国
人
に
げ
か
へ
る

ま
じ
な
い
婆ハ

々

れ
切
支
丹
之
法
に
て
ぬ
け
た
り
と
も
い
ふ
、
い
ま
だ
か
げ
見
セ
ず
、
こ
れ
ゆ

へ
亜ヤ

楚そ

宗し
う

や
か
ま
し
く
吟
味
き
び
し
く
な
る

〔
題
字
下
〕
切
支
丹
ノ
法
に
て
人
ヲ
ま
ど
わ
す
〔
絵
右
下
〕
婆ハ

々
に
見
ゆ
れ
と

も
是
お
や
じ
也
〔
絵
左
上
〕
直
り
し
病
気
ミ
な
〳
〵
あ
と
へ
戻
る

113　こ
れ
も
同
し
諸
病
ま
し
な
い
す
る
、
是
は
耳
に
筆
挟ハ

サ

ミ
歌
を
書か

キ
病
気
〳
〵

ノ
す
し
に
よ
り
違ち

か

ふ
な
り
、
人
ノ
軒
に
立
チ
人
ヲ
集ア

ツ

メ
、
真し

ん

言ご
ん

の
唱ト

ナ

ヱ
持も

ち

た

る
木ほ

く

に
て
腹
を
お
し
其そ

の

上
耳ミ

ヽ

に
て
切
リ
紙
に
書か

く

な
り
、
是
も
切き

り

支し

丹
ト
う
た

弘
法
大
師
ト
云い
ゝ

ふ
ら
す

110 109

112 111

114 113
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か
ふ
人
で
き
る
な
り
、
し
ば
ら
く
お
と
ろ
ふ
ト
い
へ
ど
も
い
ま
た
在さ

い

世セ

に
て

ま
じ
な
い
す

〔
絵
右
上
〕
六
十
才
計
に
て
赤
頬つ

ら

な
り

114　明
治
二
巳
三
月
ヨ
リ
誰タ

レ

い
ふ
と
無な

く
別
品
と
い
ふ
ヲ
ヱ
ラ
イ
相
生
タ
ね
ト
誉ホ

メ

る
、
何
事
に
よ
ら
ず
是
流り

う

行こ
う

す
、
関
取
に
て
請う

け

よ
い
所
と
、
ま
た
浄
瑠
璃
に

て
相
生
太
夫
ト
両
方
と
も
相
生
に
て
人
気
よ
き
ヲ
は
や
り
詞こ

と
ハと

す
る
也
、
東ヱ

都ト

に
て
ヒ
イ
キ
ハ
鳴な

る

雷い
か
つ
ちの

ご
と
し

〔
絵
右
上
〕
ミ
ナ
ト
達
ノ
森
改
相
生
〔
絵
左
下
〕
ナ
ニ
ワ
小
勝
改
相
生
太
夫

115　巳
四
月
上
旬
、
夜
に
入
り
て
一
時
に
火
の
手
上
る
、
是
西
国
九
国
ノ
大
名
方

い
か
な
る
計け

い

略り
や
くあ

る
や
ら
ん
、
三
月
中
比こ

ろ

ゟ
追
イ
〳
〵
此
山
江
莚む

し
ろづ

ゝ
み

人
数
か
け
て
は
こ
ぶ
、
是
ミ
な
〳
〵
大
筒
と
見
ゆ
、
用
意
と
ゝ
の
ひ
し
夜
一

時
に
火
の
手
上
る
、
是
に
お
と
ろ
き
神か

う

戸へ

の
異
人
あ
わ
て
所
持
の
道
具
舩
へ

は
こ
び

〔
絵
右
上
〕
西
大
名
、
異
人
ヲ
お
ど
ろ
か
す

東
都
流
行
こ
と
ば

六
甲
山
篝か
ゝ
り

火

116　
〔
無
題
〕

巳
ノ
五
月
ご
ろ
ゟ
川
口
異い

人
屋
し
き
徳
川
植
お
か
れ
し
大
樹
の
松
け
が
れ
し

か
、
但
シ
天
の
機き

に
叶
わ
ざ
る
か
、
三
だ
か
へ
ほ
と
の
木
ミ
な
〳
〵
并な

ら
び

て
枯か

れ

る
な
り
、
皇わ

う

土と

を
穢け

か

れ
し
外
国
江
売
る
事
、
神
仏
こ
れ
を
き
ら
ひ
一
ツ

と
し
て
悦
ふ
事
な
し
、
末
世
に
い
た
り
あ
ほ
う
の
名
を
と
り
し
は
時
ノ
将
軍

た
り

117　
〔
無
題
〕

あ
ゝ
天
成
か
な
命
な
る
か
な
、
時
節
到
来
ノ
国こ

く

乱
と
は
い
ゝ
な
か
ら
日
本
お

と
ろ
へ
し
か
色
々
悪
魔ま

障し
や
う

化げ

し
て
王
国
ヲ
ね
ら
ふ
、
同
士
討
ノ
か
た
〳
〵

は
国
ノ
け
づ
ら
れ
も
あ
り
国こ

く

徳と
く

あ
る
も
沢タ

ク

山
ナ
リ
、
殖ふ

ヱ
た
る
方
ハ
恐
悦
な

れ
と
も
け
づ
ら
れ
し
ハ
嬉う

れ

し
か
る
べ
き
や
、
是
い
つ
し
か
存
念
の
は
れ
る
時

あ
る
ま
じ
、
後
に
ま
た
も
や
世
界
の
わ
づ
ら
ひ
ト
な
る
事
眼
前
手
に
と
る
ご

と
し
、
我
悪
事
よ
り
国こ

く

徳
け
づ
ら
る
ゝ
と
は
思を

も

わ
ぬ
ハ
、
こ
れ
人
間
の
浅あ

さ

ま

し
き
也
、
皇わ

う

政
事
よ
り
其
お
こ
な
ひ
く
だ
け
下
万
民
の
な
げ
き
多ヲ

ヽ

し
、
い
つ

の
世
に
か
御
代
泰
平
を
諷う

た

ふ
時
来
ら
ん
ト
命
お
わ
る
を
た
の
し
ミ
に
一
日
の

が
れ
ノ
時し

節セ
つ

と
は
成
に
け
り
、
捌
役
人
ノ
金
銭
ほ
し
か
る
事
、
伊
セ
こ
じ
き

ノ
ご
と
し
、
盗
賊そ

く

た
り
と
も
首
は
ね
ず
、
切
ら
れ
し
も
の
ハ
切
ら
れ
ぞ
ん
也
、

何
事
も
金
銭
に
て
ふ
セ
ぐ
世
ト
な
る

〔
絵
上
〕
○
大
名
小
名
方
ハ
何
お
も
ひ
け
ん
、
深
き
の
ぞ
み
あ
り
と
見
へ
て
浪
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花
津
へ
一
粒リ

う
も
の
ぼ
し
下
さ
ら
ず
、
こ
れ
ゆ
へ
六
十
四
刕
ノ
困
窮
は
大
坂

に
セ
ま
る
、
神し

ん

仏
祈
る
ヨ
リ
外
な
し
〔
絵
右
下
〕
明
治
二
巳
九
月
ヨ
リ
此
札

通
用
ス
ル

　
　

表　
銭
百
文　

以
二
十
五
疋　

換
金
壱
歩　

大
坂
為
替
会
社

　
　

裏　
明
治
弐　

己
□　

券
□

118　浪
花
に
古
キ
町
人
こ
れ
よ
り
な
し
、
太
子
た
く
は
つ
の
節セ

つ

施セ

物も
つ

出い
た

す
後
、
天

王
寺
建こ

ん

立り
う

の
時
寄
附
三
千
両
也
、
そ
れ
ゆ
へ
今
に
暖の

簾れ
ん

家
ノ
宝
物
也
ト
い
ふ　

天
王
寺
屋
の
古こ

事し

「
空く

う

海か
い

上
人
高
野
造つ

く

る
時
金
三
百
両
か
し
、
其
証
文
今
に
有
リ
、
こ
れ
直
筆

ナ
リ
、
こ
れ
ハ
善
心
な
る
ゆ
へ
相そ

う

読そ
く

ス
、
平
五
ハ
是
よ
り
七
百
年
余
後
の
家

が
ら
也
、
鴻
池
辰
巳
ヤ
か
し
久
は
ミ
な
〳
〵
新
ま
い
也
、
徳
川
十
五
代
に
つ

ぶ
れ
る
を
天
五
笑
ひ
い
る
ト
い
ふ

〔
題
字
下
〕
慶
応
マ
テ
百
卅
八
代
ナ
リ
〔
絵
各
人
横
〕
な
ん
ぼ
う
な
り
と
も
お

か
し
申
ト
云い

ふ

、
し
か
ら
バ
し
バ
し
借
用
申
也
、
老
子
お
ど
ろ
く
〔
絵
右
下
・

中
〕
聖
徳
太
子
ノ
筆　

弘
法
大
師
筆　
天
王
寺
屋　
天
王
寺
屋　

116 115

118 117
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119　徳
川
家
康
ハ
参
刕
広
忠
ノ
息
男
也
、
幼
年
ヨ
リ
才
智
人
に
肥こ

へ

た
り
と
い
へ
と

も
秀
よ
し
土
民ミ

ん

よ
り
出
て
天ア

メ
カ
シ
タ下

を
掌し

や
う

握あ
く

す
、
是
他タ

年
う
ら
み
ト
ナ
リ
秀
よ

し
病
気
よ
り
む
ほ
ん
気
ざ
し
、
我
実し

つ

子し

秀
康
秀
よ
し
ノ
養
子
是
ヲ
毒
殺さ

つ

す
、

我
聟
浅
野
池
田
ヲ
餌ヱ

ハ

に
し
て
清
正
を
こ
ろ
し
主
人
た
る
秀
頼
ヲ
亡ホ

ロ

ぼ
し
無
利

取と
り

の
天
下
、
丁ち

や
うど

関
ケ
原
に
似ニ

た
る
伏
見
山
崎
乱ら

ん

お
こ
り
、
東
照
宮
ノ
威い

勢セ
い

消キ
ヱ

失う
セ

見
る
か
げ
な
し
、
薩
長
土
の
威い

ま
す
〳
〵
勢
イ
つ
よ
し

〔
絵
右
上
〕
大
御
所
家
康
公
十
五
代
ニ
慶
応
乱
出
来
イ
し
徳
川
ノ
い
た
み
を
う

ら
み
た
も
ふ
也
〔
絵
左
上
〕
新
将
軍
秀
忠
公
な
げ
き
た
も
ふ
〔
絵
各
人
横
〕
一

ツ
は
し　

会
津　

板
倉　

姫
路　

桑
名

120　
〔
無
題
〕

巳
ノ
六
月
、
越
前
国
栄
平
寺
に
て
切
支
丹
ト
宗
綸ろ

ン

ノ
時
出
雲
ノ
国
阿
波
ノ
国

ヨ
リ
真
言
坊
主
出
て
法
論ロ

ン

ス
、
亜ヤ

楚ソ

宗
ハ
朝
ヨ
リ
暮く

れ

迄
に
米
植
付
し
て
、
五

ツ
時
ニ
花
盛サ

カ

リ
、
昼
に
稲
か
り
、
八
ツ
に
こ
な
し
、
七
ツ
時
に
米
に
て
見
セ

る
、
真
言
宗
ハ
四
斗
樽
に
拾
ば
い
生い

き

た
鮒ふ

な

入
ル
、
午う

ま

ノ
刻
に
ミ
な
〳
〵
米
と

な
る
、
こ
れ
よ
り
日
本
に
恐
れ

る
、
其
時
禅
坊
主
大
力
之
も
の
出
て

ミ
な
〳
〵
生
ど
る
、
こ
れ
実
セ
つ
也

徳
川
お
と
ろ
へ
を
歎な

け

キ
た
も
ふ

121　
〔
無
題
〕

巳　

東
都
鉄
ぼ
う
洲
に
異
人
屋
し
き
造ソ

ウ

営ヱ
イ

な
り
て
帝ミ

カ
ト

此
所
江
御
幸
あ
り
て

か
へ
ら
ず
、
八
月
朔
日
い
よ
〳
〵
六
十
四
大
名
付
そ
い
帰き

京
ノ
噂
町
々
触ふ

れ

書

出
る
所
、
九
月
な
れ
と
も
か
へ
り
な
し

122　
〔
無
題
〕

巳
九
月
、
松
平
勘
太
郎
大
隅
守
ど
の
命
に
か
け
て
願
出
ア
ル　
「
朝
庭
イ
都

は
な
れ
東
京
に
御
座
を
鎮し

つ

め
給
ひ
て
よ
り
下
万
民
日
に
〳
〵
痩ヤ

セ

る
ト
い
へ
ど

も
、
公く

卿き
や
う

大
名
小
名
ニ
い
た
る
迄
是
に
気
の
付つ

く

人
壱
人
も
な
し
、
程
な
く

下し
も

々
乱
妨
に
お
よ
び
切
ど
り
分
ど
り
と
い
ふ
時
、
勘
太
郎
殿
一
命
な
け
打う

つ

積つ
も

リ
に
て
歎タ

ン

願ク
ワ
ン

有
ル
、
朝
庭
さ
ま
の
御
威い

徳と
く

有ア
リ

が
た
し
と
は
思
へ
と
も
今
眼か

ん

前セ
ん

下シ
モ

動
乱
ス
、
何
卒と

そ

下
ノ
動ト

ウ

心
ン
我わ

れ

等ら

に
御
ま
か
し
下
さ
れ
、
こ
れ
鎮し

つ
めさ

セ

下
さ
ら
ば
生し

や
う

々
世
々
の
本ほ

ん

懐く
わ
いと

願
ふ
、
上か

ミ
に
も
途
方
に
く
れ
待
も
ふ
け

た
る
所
な
れ
ハ
さ
つ
そ
く
御
意い

下
リ
け
る
、
勘
太
郎
ど
の
東
都
中
鎮し

つ

め
今
に

て
ハ
江
戸
太
平
也
ト
い
ふ

〔
絵
右
横
〕
東
京
に
て
ハ
神か

ミ

の
ご
と
く
名
高
し
、
程
な
く
大
坂
ハ
な
し
ミ
の
地

な
れ
バ
奉
行
職
に
下
リ
た
も
ふ
噂う

わ
さ

高
し
、
世
直
り
ハ
此
人
ナ
リ
ト
い
ふ

〔
マ
マ
〕
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123　
〔
無
題
〕

明
治
二
巳
九十

月
三
日
未
ノ
刻
、
京
都
西
陣
ヨ
リ
事
お
こ
り
乱
と
な
る
、
女
御

さ
ま
江
戸
行ゆ

き

妨さ
ま
た
けん

と
三
条
四
条
五
条
橋
ふ
さ
ぎ

124　明
治
二
巳
ノ
六
月
上
旬
、
和
泉
ノ
国
百
性
某

な
に
か
し

内
に
誕た

ん

生し
や
うあ

り
し
玉
の
や

う
な
る
男
子
産う

ま

る
ゝ
よ
り
泣な

く

事
な
し
、
ミ
な
〳
〵
是
お
し
ご
ろ
か
片
輪ハ

も
の

な
り
と
い
ふ
、
七
日
目
の
湯
を
さ
し
て
か
ら
だ
清き

よ

ら
か
に
成な

り

し
よ
り
水
子
け

赤
子
の
ふ
し
き

ら
〳
〵
ト
笑わ

ら

ひ
、
い
つ
れ
も
我わ

か

い
ふ
事
聞
置を

く

べ
し
と
初
声
高
ら
か
と
申
述の

べ

け

る
は

〔
絵
右
下
〕
我

乱ミ
た
れた

る
世
を
鎮し

づ

め
ん
為
来
る
な
り
、
今
世
界
穢け

か

れ
し
ゆ

へ
五
穀こ

く

実ミ

の
ら
ず
、
お
の
〳
〵
信
心
す
べ
し
〔
絵
中
央
上
〕
我
ト
同と

う

躰タ
イ

の
も

の
こ
れ
よ
り
十
三
人
出い

つ

る
也
、
よ
く
〳
〵
心
を
付
て
見
る
へ
し
ト
い
ふ
〔
絵

左
上
〕「
一
家
中
に
げ
か
へ
る
〔
絵
左
下
〕
と
り
あ
げ
ば
ゞ
セ
つ
じ
す
る
〔
題

字
下
〕
七
日
目
湯
の
時
あ
ら
こ
も
に
す
わ
り
初
声
ス

120 119

122 121

124 123
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125　巳
ノ
五
月
上
旬

126　
〔
無
題
〕

ふ
じ
が
い
つ
て
諸
式
高
子　
　

是こ
れ

に
て
下し

モ
〳
〵
ハ
命
あ
や
丑　
〔
俵
等
絵

横
〕
五
斗
四
十
六
貫
文
、
二
貫
七
百
文
、
二
貫
五
百
文
、
三
貫
文　
　

人
足

ハ
上カ

ミ

ゟ
下さ

か

つ
た
酒
に
寅　
　

近き
ん

在さ
い

の
百
性
ハ
た
ひ
〳
〵
に
て
こ
た
卯　
　

お
い
〳
〵
異
人
屋
し
き
り
つ
ぱ
に
辰　
　

切き

レ
所
〳
〵
の
く
る
し
巳　
　

鞍
馬
に
大
天
狗
集し

う

会く
わ
いス

高
槻つ

き

の
お
下し

た

の
百
性
は
毎ま

い

日
お
手
午　
　

貧ひ
ん

ぼ
う
人
は
米
高
で
未ひ

つ
し　

　

将

軍
方
軍い

く
さに

ま
け
て
ミ
な
〳
〵
に
げ
申　
　

程ほ
と

な
く
大
工
ハ
豊
臣
乃
宮
う
け

酉　
　

外
国
ハ
日
本
に
恐ヲ

ソ

れ
に
げ
て
戌　
　

薩
土
長
亥

127　
〔
無
題
〕

東
都
江
よ
び
寄
ら
れ
し
官
女
達
、
女
﨟ら

う

ミ
な
〳
〵
顔
ゟ
惣
身
種し

ゆ

物も
つ

発は
つ

し
其
嗅く

さ

キ
事
鼻は

な

も
む
け
ら
れ
ず
、
公
家
衆
数
多
わ
づ
ら
ふ
、
水
の
か
わ
り
か
、
但
シ

外
国
よ
り
手
を
ま
わ
セ
し
毒と

く

薬
か
わ
か
ら
ず
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127 


